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序     文 
 

エチオピア連邦民主共和国は全人口のうち農村部の開発及び農業セクターは重要性が高く、国

家開発計画でも経済の発展を牽引する基幹産業に位置づけられております。一方で、地域農民の

取り組みの大部分は一次産品の生産、ローカルマーケットでの販売にすぎず、産品の多様化や市

場の拡大に向けての取り組みが不可欠となっています。そして、付加価値を生み出すための技術

や知的資源、資金、情報へのアクセスが不足している状況です。 

こうした背景のなか、独立行政法人国際協力機構（JICA）はエチオピア連邦民主共和国政府か

らの要請に基づき、農業省を実施機関とし、協同組合や貿易省などとも連携しながら、地域資源

を活用した農民のビジネスの促進と、それを通じたコミュニティの活性化を目的とした技術協力

プロジェクトを 2010 年 3 月から開始しました。本プロジェクトは活動を通じて地域農民から小規

模ビジネスの成功事例が生まれ、エチオピア連邦民主共和国に合ったビジネス支援体制の基礎が

構築されることを目的としています。 

今回の中間レビュー調査では、エチオピア連邦民主共和国と合同で協力開始から現在までの実

績や目標達成度の評価を行うとともに、プロジェクトの残りの期間の課題及び今後の方向性につ

いて確認し、その結果を本報告書として取りまとめました。 

終わりに、調査にご協力とご支援を頂いた関係者各位に対し、心からの謝意を表すとともに、

引き続きプロジェクトの実施にあたり、ご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 

平成 25 年 3 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
産業開発・公共政策部長 入柿 秀俊 
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評価調査結果要約表 
１．案件の概要 

国名：エチオピア連邦民主共和国 案件名：一村一品促進プロジェクト 

分野：民間セクター開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：産業開発・公共政策部 民間セ

クターグループ 産業・貿易第一課 

協力金額（評価時点）：総投入額 約 1.8 億円 

協力期間 R/D：2010 年 1 月 15 日署名 先方関係機関：農業省 

実施期間：2010 年 3 月 31 日〜

2014 年 5 月 27 日 

日本側協力機関： 

 他の関連協力： 

１－１ 協力の背景と概要 

エチオピア連邦民主共和国（以下、「エチオピア」と記す）では、全人口のうち 85％が農村

部に居住し、国内総生産（Gross Domestic Product：GDP）の 40％以上を農業生産が占めている

ことから、農村部の開発及び農業セクターの重要性が高い。2010 年に採択された国家開発 5 カ

年計画（Growth and Transformation Plan：GTP）においても、農業農村開発分野がエチオピア経

済の発展をけん引する基幹産業として位置づけられている。エチオピアにおいては、農業生産

物の質的向上や付加価値向上、新たな商品開発が期待される一方で、地域住民の活動の大部分

は、一次産品の生産にとどまっているのが実情である。 

かかる状況のなか、わが国はエチオピアからの要請に基づき、2010 年 3 月から 4 年間の予定

で、農業省普及局をカウンターパート（C/P）機関として、多様な農産物を生産し農業ポテン

シャルの高い南部諸民族州における 5 つの郡（ワレダ）〔ボロソボンベ（Boloso Bombe）、ア

ンドラチャ（Andracha）、アルバミンチ（Arba Minch）、ゲタ（Geta）、ランファロ（Lanfaro）〕

を対象に、一村一品（One Village One Product：OVOP）活動への支援を開始した。 

 

１－２ 協力内容 

上記の背景を踏まえ、本プロジェクトでは、連邦、州、郡の各行政レベルで省庁横断的な委

員会を立ち上げ、民間企業、NGO 等とも連携しながら地域資源を活用したアグロ・ビジネスを

通じたコミュニティの活性化をめざしている。 

 

（1）上位目標 

OVOP アプローチにより、地域農民の生計手段が多様化する。 

 

（2）プロジェクト目標 

地域資源を活用したビジネスを通じてコミュニティが活性化される。 

 

（3）成 果 

1）OVOP プログラムのプロポーザルの募集・審査システムが確立する。 

2）対象地域における OVOP グループへの支援システムが確立する。 

3）OVOP グループへのモニタリングシステムが構築される。 



4）OVOP 活動を普及させるための基盤が、州及び連邦レベルで整備される。 

 

（4）投入（評価時点） 

 日本側：総投入額  1.8 億円 

  長期専門家派遣 1 名 機材供与 1,356 万 9,000 円 

  短期専門家派遣 通算 6 名 ローカルコスト負担 3,903 万 4,000 円 

  研修員受入れ 15 名 

 相手国側： 

  カウンターパート配置  106 名（前任者の異動後、後任が配置されていないポストあり）

  土地・施設提供 

 

２．評価調査団の概要 

調査者 団 長  村上裕道  国際協力機構産業開発・公共政策部民間セクターグループ

           次長 

協力企画 中山佳奈子 国際協力機構産業開発・公共政策部産業・貿易課 職員 

評価分析 中村祐美子 ビンコーインターナショナル株式会社 

調査期間 2012 年 5 月 19 日〜2012 年 6 月 22 日 評価種類：中間評価 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 

（1）成果 1：OVOP プログラムのプロポーザルの募集・審査システムが確立する。 

本成果の 4 つの測定指標はおおむね進捗が認められる。プロジェクトは、初年度に連邦、

州、県、郡の各行政レベルにそれぞれ OVOP 委員会を設置し、これら委員会を通じて対象 5

ワレダに対する活動のモニタリングが適宜行われている。また実施体制の構築と並行して、

初年時には OVOP 実施ガイドライン（第 1 版）を作成しており、このなかで、各種委員会会

議及びモニタリングの実施頻度、OVOP グループの選定方法などを規定している。各種会議

は頻繁に実施されているものの、開催頻度にはばらつきがあり、必ずしも規定にのっとって

実施されてきたとはいい難い。一方、第 1 ラウンド（プロポーザルの募集、選定、選定され

たグループへの技術支援に関する一連のプロセスをラウンドという）で行われた OVOP グ

ループの選定手続きについては、おおむね規定どおりに実施されており、本調査期間中に実

施した OVOP グループの募集・審査システムに関する C/P の理解度テストにおいて、正答率

が 9 割以上であったことからも明らかなように、OVOP プログラムの実施運営に関する知

識・経験は着実に蓄積されつつある。第 1 ラウンドでは、応募用紙提出日から OVOP グルー

プ承認までの手続きが約 1 カ月半で行われており、隣国ケニアでの事例と比較しても、迅速

な手続きが行われたと評価できる。 

 

（2）成果 2：対象地域における OVOP グループへの支援システムが確立する。 

本成果の 5 つの測定指標のいずれについても、着実な進捗が認められた。プロジェクトで

は、初年度から OVOP パートナー候補情報を積極的に収集し、2011 年 11 月時点で約 30 の

OVOP パートナー候補に関する情報を取りまとめている。OVOP グループ選定後、プロジェ



クトは同情報を基に各グループへのサービス提供者を特定し、グループごとに個別具体的な

技術支援及びマーケティング支援を実施してきた。これらの支援に対する OVOP グループの

評価は高い。 

また、本調査を通じ、第 1 ラウンドの対象 14 グループ中 10 グループがこれまでにプロジェ

クト、行政または OVOP パートナーからマーケティングサービスを受けていることが明らか

となった。しかし、これらサービスに関する行政側のコミットメントに対して、OVOP グルー

プ内で十分な認識・理解が得られているとはいい難く、ボロソボンベやアルバミンチにおい

ては、行政と OVOP グループ側でのサービス提供に対する認識に齟齬が生じていた。なお、

本調査を実施した 2012 年 5 月時点で、14 グループ中 8 グループが生産・加工・販売活動を

行っており、いずれの産品も依然地産地消の傾向は強いものの、販売先（顧客数）が 100 件

にのぼるなど、確実に販路開拓が行われていることを確認した。 

 

（3）成果 3：OVOP グループへのモニタリングシステムが構築される。 

本成果を測る指標として、①プロジェクト作成のモニタリングシートの使用、②ガイドラ

インの規定に基づくモニタリング活動の実施、③50％以上の委員会メンバーがモニタリング

の仕組みと担当業務を理解、が挙げられているが、いずれも今後改善・強化が必要であるこ

とが評価の結果明らかとなった。 

プロジェクトでは、初年度に作成されたガイドラインに基づいて、各種モニタリング様式

を準備・作成している。そのうち、第 1 ラウンド中に使用が確認された様式は、フィールド

コーディネーター（Field Coordinator：FC）が作成を義務づけられている月間モニタリングシー

トのみであった。また、ワレダ（郡）レベルにおけるモニタリング活動については、ガイド

ラインの規定に則した定期的な実施というよりはむしろ必要に応じて不定期に行われてい

るケースが多い。各委員会メンバーのモニタリングの枠組み及び担当業務に関する理解度テ

ストにおいても、委員会会議召集頻度についての理解度は相対的に高いものの、モニタリン

グの実施頻度及び報告書の提出頻度についての理解は十分ではないなど、現状を反映した結

果となっている。 

 

（4）成果 4：OVOP 活動を普及させるための基盤が、州及び連邦レベルで整備される。 

同成果には、①連邦及び州レベルへの OVOP 専任職員の配置、②南部諸民族州での普及に

対する OVOP 実施計画のドラフト作成が挙げられている。 

2010 年にプロジェクト活動を開始して以降、各行政レベルで数多くの C/P が OVOP 活動に

従事しているものの、OVOP 専任職員が配置された実績は認められない。また、現在 OVOP

活動に関する経験と教訓を蓄積している段階であり、同州での OVOP アプローチの有用性が

確認できる状況にはないことから、南部諸民族州における OVOP プログラムの普及・実施計

画の策定については未着手である。OVOP プログラムの普及計画策定を後押ししていくため

には、今後の活動を通じ、できるだけ多くの成功事例を創出していく必要がある。 

 

 

 



３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性 

本プロジェクトは、次の点から妥当性は高いと判断される。エチオピア国家開発 5 カ年計

画（GTP）の重要政策では、労働及び農業生産性の向上、農業生態学に基づく地域別政策の

策定、農産物の特定及び多様化、農業マーケティングシステムの強化に重点が置かれている。

また、農業開発先導型工業化（ADLI）政策においても、小規模農家の生産性向上が引き続き

強調されており、そのための近代技術の導入、民間の参入促進を奨励している。加えて、当

該セクターに対するわが国の援助政策においても、食糧生産性の向上及び農作物流通システ

ムの改善が強調されている。 

本プロジェクトは、地域資源を活用し、民間セクターとの協力の下で、農村部と都市部と

のマーケティング・リンケージを確立することにより、小規模農家の自立、更には地域の活

性化を図っていくことをめざしており、エチオピア政府の農業政策及びわが国の援助政策と

整合しているといえる。 

また、エチオピアでは、労働人口の 8 割以上が農村地帯に居住し、ほとんどの農村住民が

農業に従事している。しかしその大半が伝統的な農業手法を用いており、雇用機会はいまだ

限定的といわざるを得ない。かかる状況のなか、農村の活性化を図っていくための手段のひ

とつとして、農村住民に対する雇用機会の創出が挙げられている。本プロジェクトが推進す

る農業ビジネス活動は、農作物の多様化だけでなく、農村地域における雇用機会の創出への

貢献も期待されており、農村部における開発ニーズにも整合しているといえる。 

 

（2）有効性 

プロジェクト目標の達成に向けた成果は徐々に発現しており、有効性はおおむね確保され

ているといえる。第 1 ラウンドの活動を通じ、OVOP アグリ・ビジネス・パートナーシップ

の枠組み（制度）が確立されつつあると同時に、OVOP コンセプトや OVOP アプローチに対

する理解が関係者のなかで徐々に醸成されつつある。今後は、各種委員会メンバーを中心と

して制度を運用し定着させていく段階であり、その過程で、エチオピアの行政政策及び制度

に沿った形へと修正・改善していくことが求められる。 

プロジェクトの活動による対象地域の活性化については、いまだ可視化できる状態にはな

いが、OVOP グループの活動により大麦などの農産物の作付面積が拡大、作付農産物の種類

が多様化、若者グループの起業に向けたグループ形成などの動きが既にいくつかのワレダで

確認されるなど、地域活性化に向けて明るい兆しが見え始めている。今後 OVOP 活動が本格

化することにより終了時までにプロジェクト目標が達成される見込みは高いと判断される。

 

（3）効率性 

次の点から、効率性の向上に向けた継続的な努力が求められる。 

前半のプロジェクト活動において、着実な成果の発現が確認されたものの、モニタリング

システムの運用、他地域への普及体制の整備については課題が残る。また、投入内容につい

てはおおむね妥当であったと判断されるが、投入のタイミングについては改善の余地があ

る。ことさら、専門家の派遣時期については、活動実施時期について特段の配慮が払われる



べきであろう。機材供与については、多くの機材を現地調達したことで、迅速かつタイムリー

な機材供与を可能にしたものの、対象 5 ワレダに配置された FC 用のバイクの調達が大幅に

遅れており、日常的な活動モニタリングの実施に支障を来している。さらに、初年度の活動

が現有のマンパワーに比してやや過大な活動であったにもかかわらず、通信事情や道路事情

に恵まれない遠隔地を対象地域に含めたことは、効率的な活動実施に影響を与えている。第

1 ラウンドでの教訓を踏まえ、今後の OVOP グループ選定では、市場へのアクセスのしやす

さ、地域特産物としての認知度の地理的優位性を考慮に入れるなどの工夫が必要である。 

 

（4）インパクト 

本プロジェクトは、前半の活動を通じ既に一定の成果を達成しつつあり、今後OVOPグルー

プが増加し活動が本格化し、継続的な成果の発現が確保されることで、上位目標が達成され

る見込みはある。その他、OVOP グループが活動を開始して以来、当該地域で次のような正・

負のインパクトが確認された。 

 

＜正のインパクト＞ 

 地域資源に対する地域住民の認識の変化 

 エンセット1グループ：コチョ（植物の繊維を材料として発酵させるパンの生地）作り

への男性参画による労働文化の変化 

 大麦グループ：同グループからの情報を基に地域住民の作付農作物を多様化、作付面

積の拡大 

 ショウガグループ：周辺農民による自主的な乾燥ショウガの生産 

 コセレット2グループ：OVOP 活動の合間の手工芸品作成（産品多様化） 

 

＜負のインパクト＞ 

 竹細工グル―プ：活動を開始以降、竹を必要とする住民が増えたことによる材料（竹）

の市場価格の上昇 

 

（5）自立発展性 

本プロジェクトは、以下の理由から、いくつかの点に留意することにより、自立発展性が

確保される見込みがある。 

 

＜政策面＞ 

現時点では、エチオピアにおいて農業政策に特段の変更はみられない。しかし、OVOP プ

ログラム（アプローチ）を政府の政策に取り込んでいくためには、今後の活動のなかで、で

きるだけ多くの成功事例の創出が必要である。 

 

＜組織面＞ 

前半のプロジェクト活動を通じ、関係者の間で着実に「個（人）」の知識・経験は蓄積さ

                                                        
1 植物の一種。別名ニセバナナとも呼ばれる。 
2 エチオピアのスパイスの一種。 



れつつある。今後は、連邦、州、郡各レベルの OVOP 委員会メンバーの「組織力」強化に力

点を置いた活動を実施していく必要がある。そのためにも、各関係機関とのコミュニケー

ションの拠点（事務局）となる常勤の OVOP 専任職員の配置が望まれる。 

 

＜技術面＞ 

既述のとおり、OVOP プログラムの実施運営に携わる人材は着実に育成されつつあり、技

術支援及び販路開拓支援を提供するOVOPパートナーの継続支援に関する約束も既に取り付

けている。プロジェクトの活動成果を持続していくためには、後半の活動において、OVOP

パートナーからの協力のほかに、当該農産物の潜在的な市場の特定、マーケティング戦略、

マーケット・リンケージ、市場調査技術などのマーケット支援の強化が必要となる。 

 

＜財政面＞ 

今後エチオピアが OVOP アプローチを他地域に普及させる場合に備えて、プロジェクト終

了前までに、農業省及び州農業局の C/P が中心となり、エチオピアの予算手続きに沿って予

算計画を策定していけるよう側面支援を行っていく必要がある。一方、更なる市場開拓やビ

ジネスマネジメント分野への支援によるOVOPグループの自立促進への働きかけも重要であ

る。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

 C/P、地域住民への OVOPコンセプトの理解促進を促すためのOVOP意識化ワークショッ

プにおいて、OVOP コンセプトを効率的に流布・普及するための複層的な体制が組まれ

ている。 

 OVOP グループへの支援にあたり、NGO や民間企業をはじめとする国内のリソースを活

用する計画内容となっている。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

 プロジェクトでは、早い段階で各行政レベルに OVOP 関連委員会を設置し、関係者との

コミュニケーションの維持、共通認識の醸成などに特段の配慮を払っている。 

 本プロジェクトでは、ラウンド制度を導入しており、各ラウンドから得られた経験及び

教訓を年次レビュー会議において関係者とともに分析・フィードバックしたうえで、次

のラウンドに進む形がとられている。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

 プロジェクトの開始に先立ち 2009 年に実施されたプロジェクト詳細設計調査ではプロ

ジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design Matrix：PDM）は作成されていたも

のの、2010 年 1 月に締結された討議議事録（Record of Discussion：R/D）文書には PDM

は添付されていなかった。そのため、関係者の間で時折プロジェクト計画に対する認識



に齟齬（ズレ）が生じることもあったが、プロジェクト側が用意した年間活動計画（Annual 

Plan）により、成果達成の妨げとなるような深刻な問題の発生は免れた。 

 

（2）実施プロセスに関すること 

 本プロジェクトは、複数省庁・機関から人員（C/P）を募っている。こうした体制は、優

秀な人材の確保を可能にする一方で、組織としての能力向上につながりにくく、プロジェ

クト終了後の活動の成果の持続が担保されていないという課題を抱えている。また、メ

ンバーが一堂に会するミーティングの日程調整が困難である、という点が指摘されてい

るが、プロジェクトチームによる各種調整により連邦及び州レベルの OVOP 委員会会議

の開催はしだいに定着しつつある。 

 一部の C/P が兼務により多忙であり、プロジェクト活動へのコミットメントの度合いに

差が生じている。程度によっては、今後プロジェクトの進行にマイナスの影響を及ぼす

可能性がある。 

 OVOP グループの申請書の受付から承認までに費やした日数は約 1 カ月と迅速な手続き

がとられたと評価できるが、一方で、グループ選定から実際に技術支援を行うまで約 6

カ月という月日を要した。これには、①プロジェクトの活動戦略（計画）及び技術支援

内容が十分作成されていなかった、②選定された OVOP グループの大半がビジネス未経

験であり、ビジネス計画の作成に予想以上の時間を費やし、結果として機材の調達に遅

れが生じた、③日本人専門家の契約更新による現地不在の期間が生じた、などの要因が

影響したと考えられる。 

 

３－５ 結 論 

本中間レビュー調査によって得られた事実と分析によれば、効率性及び持続性に課題は残る

ものの、十分な妥当性を有し、有効性もおおむね確保されており、現時点での正のインパクト

が複数発現しているなど、通信事情や道路事情に恵まれない多くの地域を対象とするなかで、

比較的よく運営・管理されてきたと評価できる。後半の活動では、目標達成への取り組みを継

続することに加え、OVOP 制度の運用と改善、成功事例の創出への努力、更には変化しつつあ

る状況への戦略的な対応が一層求められる。 

 

３－６ 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（1）OVOP 活動への効果的・戦略的な支援の実施 

OVOP グループの活動進捗度合に応じた戦略的支援を実施していくために、農業省普及局

を中心とした関係機関との調整及び業務分担を図っていく必要がある。 

 

（2）市場志向のアプローチの促進 

アディス・アベバやアワサなどの主要都市（地域）でのマーケティング調査を通じ、販路

開拓等を促進していくと同時に、南部諸民族州での OVOP プログラムの始動に向けた成功事

例の創出に注力していくことが重要である。 

 



（3）定期的なモニタリング活動の実施 

モニタリング及びフィードバック体制については改善の余地が認められる。対象地域の地

理的要因及び C/P のプロジェクト業務に対する認識は、プロジェクトの活動実施に少なから

ず影響を及ぼしている。かかる点に特段の配慮を払いつつ、今後の活動では、モニタリング・

フォーマットの単純化やエチオピアの既存の行政制度や業務内容との整合性を図っていく

努力が求められる。 

 

３－７ 教 訓 

 プロジェクトの効率的な実施運営の観点から、詳細活動計画（Plan of Operations：PO）及

び PDM の指標に基づく活動実績を定期的（四半期ごと等）に取りまとめ、先方政府側及

び日本側関係者と情報の共有を図っていく必要がある。 

 特に市場規模の小さい国において OVOP 活動を実施促進する際には、まず市場（動向及び

ニーズ）調査を実施したうえで、具体的な支援対象及び活動計画を策定していくことが肝

要である。 

 組織力強化及びプロジェクト成果の持続性の観点から、複数の機関及び関係者を C/P とす

る場合、先方政府と協議・合意のうえ、事務局機能を有する実態（組織）をあらかじめ決

定しておく必要がある。 

 OVOP プロジェクトの内容にもよるが、地方の小規模農家を対象にアグリ・ビジネスを展

開していく場合、産品の質の確保と同様に産品の販路開拓（マーケティング）が不可欠で

ある。かかる点を考慮し、特段の配慮をもって C/P 機関の選定が行われるべきである。ま

た、プロジェクトの対象エリア、対象産品の周辺情報を十分調査し、他ドナーとの連携に

より販路開拓等を実施することも有効である。 
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第１章 評価調査の概要 
 

１－１ 調査背景 

エチオピア連邦民主共和国（以下、「エチオピア」と記す）では、全人口のうち 85％が農村部

に居住し、国内総生産（GDP）の 40％以上を農業生産が占めていることから、農村部の開発及び

農業セクターの重要性が高い。 2010 年に採択された国家開発 5 カ年計画（Growth and 

Transformation Plan：GTP）においても、農業農村開発分野がエチオピア経済の発展を牽引する基

幹産業に位置づけられている。 

本プロジェクト対象地となる南部諸民族州は標高 376m から 4,207m の範囲に位置し、降雨量も

400mm から 2,200mm と幅広く、多様な農生態系を有しており、気象、土壌、水資源の点から農

業開発には好ましい条件下にある。同州における野菜、果物、スパイス、コーヒー、油糧作物等

の生産は全国的に知られている一方で、地域農民の取り組みの大部分は、一次産品の生産にとど

められている。また多くの農民は付加価値を生み出すための技術や知的資源、資金、情報へアク

セスすることが困難な状況にある。 

こうした実情を踏まえ、JICA は、農業省をカウンターパート（C/P）機関として地域資源を活

用したビジネスの促進と、それを通じたコミュニティの活性化を目的とした、「一村一品（One 

Village One Product：OVOP）促進プロジェクト」（以下「OVOP プロジェクト」）を 2010 年 3

月から 2014 年 5 月まで、4 年間の予定で実施している。 

本調査は、プロジェクト中間地点での活動進捗状況の確認と、今後プロジェクト終了までの課

題の整理を目的として実施された。 

 

＜調査目的＞ 

① プロジェクト中間地点での投入実績、活動実績、成果達成度、プロジェクト目標の達成

見込みをプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）に基づき確認する。 

② 評価 5 項目の観点からプロジェクトを評価し、報告書を作成する。 

③ 評価結果に基づき課題を整理し、今後の活動に対する提言を行う。また、PDM の内容に

ついて協議し、合意する。 

 

１－２ 調査団の構成と調査期間 

（1）調査団員 

分 野 氏 名 所 属 調査期間 

団 長 

 

協力企画 

評価分析 

村上 裕道 

 

中山 佳奈子 

中村 祐美子 

JICA 産業開発・公共政策部民間セクターグルー

プ 次長 

JICA 産業開発・公共政策部産業・貿易課 職員 

ビンコーインターナショナル株式会社 

6/11～6/22

 

6/11～6/22

5/19～6/22
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（2）調査日程 

日順 月日 曜 団長、協力企画 評価分析 宿泊 

1 19-May Sat  成田出発  

2 20-May Sun  Addis Ababa 到着 Addis Ababa

3 21-May Mon  9:00 JICA 事務所と打合せ 

11:00 プロジェクトチーム打合せ（@JICA） 
Addis Ababa

4 22-May Tue  10:00 農業省普及局エキスパート（FTC 議

長） 

15:00 貿易省（Ms. Tsega、FTC メンバー） 

Butajira へ移動 

Butajira 

5 23-May Wed  Lanfaro 

ワレダ OVOP 委員会、農業普及員（DAs）、

協同組合（COs）、OVOP グループ 

Hossana 

6 24-May Thu  Geta 

ワレダ OVOP 委員会、農業普及員（DAs）、

協同組合（COs）、OVOP グループ 

Hossana 

7 25-May Fri  Geta 

ワレダ OVOP 委員会、農業普及員（DAs）、

協同組合（COs）、OVOP グループ 

Hossana 

8 26-May Sat  Addis Ababa 到着 Addis Ababa

9 27-May Sun  資料作成 Addis Ababa

10 28-May Mon  移動 Hossana 

11 29-May Tue  Boloso Bombe 

ワレダ OVOP 委員会、農業普及員（DAs）、

協同組合（COs）、OVOP グループ 

Soddo 

12 30-May Wed  9:00  ゾーンの OVOP チーム Welkite 

13 31-May Thu  移動 Mizan 

14 1-Jun Fri  Andracha 

ワレダ OVOP 委員会、農業普及員（DAs）、

協同組合（COs）、OVOP グループ 

Mizan 

15 2-Jun Sat  移動 Welkite 

16 3-Jun Sun  アディスアベバ到着 Addis Ababa

17 4-Jun Mon 17:30 

対処方針会議 

8:30 農業省普及局長 

11:30 対処方針会議 

15:00 OVOP パートナー（Tesfaye） 

Addis Ababa

18 5-Jun Tue  11:00  MARC（FTC メンバー） Addis Ababa

19 6-Jun Wed  9:00 USAID Addis Ababa

20 7-Jun Thu  資料作成 Addis Ababa

21 8-Jun Fri  資料作成 Addis Ababa

22 9-Jun Sat  資料作成 Addis Ababa
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23 10-Jun Sun  資料作成 Addis Ababa

24 11-Jun Mon 22:0 成田出発 Addis Ababa

25 12-Jun Tue 15:30-16:30 JICA 事務所との打合せ 

16:30-17:30 専門家チームとの打合せ 
Addis Ababa

26 13-Jun Wed 9:00  農業省普及局長への表敬 

10:00  FTC メンバー 

12:00  OVOP パートナー（Ecopia） 

Hawassa へ移動 

Hawassa 

27 14-Jun Thu 9:00  農業局 RSC/ROC メンバー 

12:00-13:30  南部諸民族州（SNNPR）農業局長への表敬 

14:00  マーケティング/協同組合局 RSC/ROC メンバー 

16:00  OMO マイクロファイナンス（RSC メンバー） 

Hawassa 

28 15-Jun Fri Arba Minch 

11:30-12:30  ワレダ OVOP 委員会（WOC） 

14:00-17:00  OVOP グループ（3 グループ） 

Soddo へ移動 

Soddo 

29 16-Jun Sat Addis Ababa 到着 Addis Ababa

30 17-Jun Sun ミニッツ（Minutes of Meeting：M/M）の作成 Addis Ababa

31 18-Jun Mon 専門家チームと打合せ、JICA エチオピア事務所との打合せ Addis Ababa

32 19-Jun Tue 11:30 農業省普及局 

M/M 最終準備 
Addis Ababa

33 20-Jun Wed 14:00  JCC/RSC（M/M 署名、PDM 合意） Addis Ababa

34 21-Jun Thu 8:30-9:30 JICA 事務所 

16:10 エチオピア発～ドバイ経由 
 

35 22-Jun Fri 成田着  

FTC：Federal Technical Committee（連邦技術委員会） 

MARC：Melkassa Agricultural Research Center（メルカサ農業試験所） 

RSC：Regional Steering Committee（州調整委員会） 

ROC：Regional OVOP Committee（州 OVOP 委員会） 

SNNPR：Southern Nations Nationalities and People's Regional State（南部諸民族州） 

WOC：Woreda OVOP Committee（郡 OVOP 委員会） 

 

１－３ 調査方針 

本中間レビューは、プロジェクト実施期間の中間時点において、プロジェクトの実績と実施プ

ロセスを把握し、評価 5 項目の観点から評価を行うことにより、必要に応じて当初計画の見直し

や運営体制の強化を図ることを目的として実施された。 

本プロジェクトは、討議議事録（Record of Discussion：R/D）に PDM が添付されておらず、双

方で合意した指標が存在しなかったことから、中間レビューに先立ち C/P の農業省と JICA エチ

オピア事務所、プロジェクト専門家の間で評価用の PDM を検討・合意した。調査団は、農業省

との間で最終的な確認を行ったのち、評価用 PDM の下に中間レビュー評価を実施した（詳細は

「３－５ PDM の改訂について」を参照）。 
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JICA 及びエチオピア政府双方による協議を通じて、評価 5 項目の観点（表－１参照）から、プ

ロジェクトの進捗状況について評価を行った。また、本評価で明らかになった課題については、

先方と協議のうえ、提言としてまとめた。 

 

表－１ 評価 5 項目 

評価項目 評価の視点 

妥当性 

（Relevance） 

プロジェクト目標及び上位目標とプロジェクトに関連する政策との整合性、

受益者のニーズとの合致度、プロジェクトの計画の論理的整合性を検証する。

有効性 

（Effectiveness） 
プロジェクト目標の達成の見込みとそれに対する成果の貢献度を分析する。

効率性 

（Efficiency） 

投入が成果にどのようにどれだけ転換されたか、投入された資源の質、量、

手段、時期の適切度の観点からプロジェクトの実施過程における効率性を検

証する。 

インパクト 

（Impact） 
プロジェクトによって生じた正負の影響を検証する。 

自立発展性 

（Sustainability） 

プロジェクト終了後もプロジェクト実施による便益が持続されるか否かの見

通しをマネジメント的、財務的、組織的視点から検証する。 

 

１－４ プロジェクト概要 

（1）プロジェクト期間 

2010 年 3 月～2014 年 5 月 

 

（2）上位目標 

OVOP アプローチにより、地域農民の生計手段が多様化する。 

 

（3）プロジェクト目標 

地域資源を活用したビジネスを通じてコミュニティが活性化される。 

 

（4）成果（R/D 締結時） 

① OVOP 活動を促進するための申請・承認システムが確立する。 

② OVOP グループの活動が強化される。 

③ モニタリング・フォローアップシステムが機能する。 

④ OVOP が対象地域において周知される。 

 

（5）成果〔2011 年 7 月詳細活動計画（PO）版、中間レビュー評価用〕 

① OVOP プログラムのプロポーザルの募集・審査システムが確立する。 

② 対象地域における OVOP グループへの支援システムが確立する。 

③ OVOP グループへのモニタリングシステムが構築される。 

④ OVOP 活動を普及させるための基盤が、州及び連邦レベルで整備される。 
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第２章 評価の方法 
 

２－１ 評価設問と必要なデータ・指標 

各対象案件の実績、評価 5 項目ごとの評価設問とデータ入力方法、評価指標、調査手法につい

ては付属資料３．M/M の Appendix 2 の評価グリッドを参照のこと。 

 

２－２ データ収集・分析方法 

定量データと定性データの両方を収集し、分析に使用した。データ収集は調査団によって下記

のように実施された。 

 

（1）関連資料のレビュー 

 詳細設計調査報告書 

 専門家業務完了報告書 

 プロジェクト月間活動報告 

 

（2）主要関連団体へインタビュー（詳細は付属資料４．主要面談者リストを参照） 

 プロジェクトに配属された日本人専門家（2 名） 

 農業省、合同調整委員会（JCC）、連邦技術委員会（FTC）メンバー 

 州農業局職員、州調整委員会（RSC）、州 OVOP 委員会（ROC）メンバー 

 郡 OVOP 委員会（WOC）メンバー 

 OVOP パートナー（4 機関） 

 OVOP グループ（13 グループ） 

 

（3）アンケート調査 

 FTC、ROC、RSC、WOC メンバー 
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第３章 プロジェクトの実績と現状 
 

３－１ 投入実績 

３－１－１ 日本側投入実績 

（1）専門家の派遣 

本プロジェクトでは、2010 年 3 月から 2012 年 6 月現在までに、長期専門家 1 名、短期

専門家 6 名の合計 7 名の専門家が現地に派遣されている（専門家の氏名、指導科目、派遣

時期を含めた派遣実績については、付属資料３に添付の Joint Mid-term Review Report 

Appendix 4 を参照）。 

 

（2）本邦研修及び第三国研修 

本プロジェクト開始後、農業省及び州農業局の C/P 合計 15 名が OVOP の実施促進を目

的とした本邦研修及び第三国研修へ参加している（2010 年～2012 年の研修参加実績は付

属資料３に添付の Joint Mid-term Review Report Appendix 4 を参照）。 

 

（3）機材供与実績 

本プロジェクトでは、コンピューター、プリンター、机、いす等の業務上必要となる機

材をはじめ、活動実施促進に必要な機材が機材調達計画に基づいて供与されている。供与

された機材は、いずれもプロジェクト事務所またはプロジェクトサイトにおいて適切に管

理・活用されている。また、OVOP グループへ供与された機材の管理については、プロジェ

クト事務所と別途合意書が交わされている（供与機材の詳細は付属資料３に添付の Joint 

Mid-term Review Report Appendix 4 を参照）。 

 

（4）現地業務費 

プロジェクト開始当初の 2010 年から 2011 年までの日本側ローカルコスト投入実績は、

総額 3,903 万 4,000 円であった。各年度の支出実績は表－２のとおり。 

 

         表－２ 現地業務費支出実績      （単位：千円） 

項 目 2009 2010 2011 合 計 

在外事業強化費 901 13,564 24,569 39,034 

（出所：JICA 本部資料） 

 

３－１－２ エチオピア側投入実績 

（1）C/P の配置 

OVOP 事業の円滑かつ効率的な実施を目的に、連邦レベルに JCC 及び FTC、州レベルに

RSC、ROC、ゾーン（県）レベルにゾーン OVOP チーム（Zonal OVOP Team：ZOT）、ワ

レダ（郡）レベルに WOC が設置され、各委員会メンバーが本プロジェクトの C/P として

活動に従事している。いくつかのポストはいまだ空席ではあるものの、農業省が用意した

C/P ポストは、2010 年のプロジェクト開始当初合計 95 ポストであったものが、2012 年 5

月現在には 106 ポストまで増加している。C/P 配置状況は表－３のとおり。 
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             表－３ C/P ポストの推移         （単位：人） 

 R/D 締結時（計画） プロジェクト開始時（2010） 中間評価時（2012） 

連 邦 FTC 6 
JCC 9 JCC 10 

FTC 5 FTC 5 

州 RSC 7 
RSC 7 RSC 10 

ROC 6 ROC 6 

ゾーン *** *** ZOT 20 ZOT 20 

ワレダ WSC*1 1 WOC 48 WOC 55 

合 計 14 95（2）*2 106（2）
*1：Woreda Steering Committee の略  *2：（ ）内は重複する C/P の数 

（出所：プロジェクト作成文書） 

 

（2）執務場所の提供 

プロジェクト R/D に基づき、活動の実施に必要となる執務室が農業省から継続的に提供

されている。本プロジェクトでは、プロジェクト立ち上げ当初から農業省普及局を拠点に

活動を実施している。また同事務所とは別に、2010 年 9 月には、支援対象州である南部諸

民族州農業局にも OVOP 事務所を開設するなど、活動の実施促進及び効率的な活動展開の

ための環境整備が進められてきた。 

 

３－２ 活動実績 

プロジェクトは、これまでプロジェクト専門家が中心となって作成した年間計画（Action Plan）

に基づいて、実施段階で生じた課題やニーズに柔軟に対応しつつ一連の活動を実施してきた（活

動実績の詳細については、付属資料１を参照）。 

第 1 ラウンドでは対象 5 郡（ボロソボンベ、アンドラチャ、アルバミンチ、ゲタ、ランファロ）

において合わせて 14 の農民グループが OVOP グループとして選定された（各グループの詳細は

表－８を参照）。 

 

３－３ 成果達成状況 

本中間レビューでは、事前に農業省と協議・合意した中間評価用の指標に基づき評価を実施し

た。各指標に対する達成状況は以下のとおりであり、着実な進捗が認められる。 

 

３－３－１ 成果 1 の達成状況 

成果 1：OVOP プログラムのプロポーザルの募集・審査システムが確立する。 

 

指標 1：プロジェクト文書に基づいて各行政レベルにおいて OVOP 委員会会議が開催される。

 

プロジェクトでは、2010 年 10 月に OVOP 実施ガイドライン〔以下、OVOP 実施ガイドライ

ン（第 1 版）〕を作成しており、そのなかで、会議の開催頻度、OVOP グループの選定手続き、

モニタリングの実施頻度などの指針を示している。OVOP 委員会会議の開催頻度については、
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JCC 会合は年に 2 回、FTC 及び ROC は 2 週間に 1 回、RSC は 3 カ月に 1 回、WOC は毎週開催

することになっている1。中間レビュー調査の結果、連邦及び州レベルにおいては定期的に会議

が招集されているものの、必ずしも同ガイドラインの規定に沿った形にはなっていないことが

明らかとなった。また、郡レベルで行われる WOC 会議については、ゲタ、ランファロ、アル

バミンチの各ワレダにおいては、最低でも月に 1 回開催されているものの、その他のワレダに

ついては、アドホックな形で必要に応じて会議が招集されていた。 

 

表－４ 各種会議開催実績（計画と実績） 

委員会 計 画 
実 績 

2010 年度 2011 年度 2012 年度 

JCC 年 2 回 2011 年 2 月 2011 年 6 月 開催実績なし 

FTC 2 週間ごと 月 2 回の実施 2011 年 12 月、2012 年 2 月 2012 年 4 月（3 回）

RSC 3 カ月ごと 

 

2011 年 2 月 2011 年 9 月、11 月 

2012 年 3 月 

 

ROC 2 週間ごと 月 1 回の開催 2011 年 11 月、12 月、 

2012 年 1 月、2 月（3 回）、3 月 

2012 年 4 月（3 回）

2012 年 5 月 

WOC 毎週 アドホック ワレダで異なる アドホック 

（出所：OVOP プロジェクト事務所、中間評価時のインタビュー調査） 

 

表－５ ワレダでの開催頻度 

最低 1 カ月に 1 度 2～3 カ月に 1 度 

ゲタ、アンドラチャ、アルバミンチ ランファロ、ボロソボンベ 

（出所：関係者への聞き取り調査結果） 

 

指標 2：OVOP プログラム実施ガイドラインが作成される。 

 

FTC との協力の下で 2010 年 10 月に OVOP ガイドライン（第 1 版）が完成し、第 1 ラウンド

での一連の活動は、同ガイドラインに基づいて実施された。プロジェクトは、第 1 ラウンド終

了後の 2012 年 1 月から 3 月にかけて活動実施レビューを実施しており、そこで得られた教訓や

提言を踏まえ、同ガイドラインの改訂作業を行った。作業の結果、OVOP ガイドライン（第 2

版）が、2012 年 5 月に完成済みである。 

 

指標 3：50％の OVOP 委員会メンバーが、スクリーニングの仕組み及び担当業務を理解して

いる。 

 

本レビュー調査では、各委員会メンバーの OVOP グループ選定の枠組み及び業務に対する理

解度を定量評価するために、OVOP 委員会メンバーに対して質問票及びインタビュー調査を実

施した。同調査には、FTC メンバー2 名、RSC/ROC メンバー5 名、WOC メンバー25 名の合計

                                                        
1 2012 年に行われたガイドラインの改訂により、各種委員会会議の開催頻度は一部変更されている。 
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32 名が回答した。本調査ではこれら回答者の OVOP グループ選定の仕組みと業務についての理

解度を測定するために、まず正答率 60％以上の回答者数を確認し、全体に占める正答者数の割

合を算出した。 

その結果、表－６に示したとおり、回答者の 9 割以上が選定の仕組みと業務内容（責務）を

正しく理解していることを確認した。 

 

表－６ OVOP グループ選定に関するメンバーの理解度 

（単位：人） 

委員会 回答者数 選定プロセス 業務内容（責務） 

FTC 2 1 2 

RSC/ROC 5 4 4 

WOC 25 24 24 

Total 32 29 30 

％ 90 93 

（出所：中間レビュー調査における質問票調査及びインタビュー調査） 

 

指標 4：OVOP 実施ガイドラインに基づいて、応募から選定までのプロセスがスケジュール

どおりに実施・運営される。 

 

第 1 ラウンドにおける OVOP の選定手続きは、FTC が事前に設定したスケジュールに基づい

て行われた。チーフアドバイザー（当時）の報告書によれば、2010 年 12 月 17 日の締切日まで

に応募手続きを行ったグループはなく、同年 12 月末日時点で応募書類の提出が確認されたの

は、ランファロ、ボロソボンベ、ゲタの 3 つのワレダのみであった。そのうち、グループ選定

作業まで終了していたのは、ゲタのみであった。その後すべてのワレダで申込書の提出が確認

されたのは、応募締切日から約 3 週間後の 1 月上旬のことであった。 

ワレダへの応募書類の提出を受け、2010 年 12 月末から 2011 年 1 月にかけて、WOC による

第 1 次選考（書類選考）が随時行われた。その結果、OVOP グループ候補が 76 グループから

45 グループへと絞り込まれた。その後 ROC により第 2 次選考（書類選考）が実施され、審査

基準に基づき行われた採点で 100 点中 70 点以上を獲得した 22 のグループが書類選考を通過し

た。それら 22 グループについては、FTC 及び ROC が合同で現場視察を実施しており、スコア

シートを用いた採点が行われた。採点の結果、第 2 次書類選考を通過した 22 グループから更に

15 グループへと絞り込まれた。これら 15 グループに関しては、2011 年 1 月 28 日に FTC から

正式に承認通知が送付されている。OVOP グループ選定手続きに関する計画と実績については、

表－７を参照されたい。 
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表－７ OVOP グループ選定までの計画と実績 

計 画 実 績 内 容 

応募・選定スケジュール 

2010 年 12 月 17 日 2010 年 12 月末～2011 年

1 月第 1 週 

WOC へのアプリケーション締切日 

12 月 20～24 日 WOC で第 1 次審査（書類選考）実施 

12 月 27 日 2011 年 1 月 11 日 ROC にて第 2 次審査（書類選考） 

2011 年 1 月 5 日 2011 年 1 月 18～26 日 第 2 次審査（ROC 及び FTC による現場視察）

1 月 6～21 日 1 月 25～26 日 ROC にて最終選考 

1 月 26 日 1 月 27 日 最終選考結果を ROC から FTC に通知・承認 

1 月 27 日 1 月 28 日 FTC による 15 グループの正式承認 

（出所：JICA 専門家報告資料） 

 

既述のとおり、WOC への応募用紙の提出状況は当初芳しくなかったものの、WOC での一時

選考及びその後の選定プロセスはおおむねスケジュールどおりに実施されたといえる。 

 

指標 5：応募用紙提出日から OVOP グループ承認までの手続きが 3 カ月以内で実施される。

 

第 1 ラウンドでは、応募提出締切日からグループ承認までの手続きに約 1 カ月半を要した。

また、2010 年 8 月に実施された RSC、ROC、WOC に対する意識化ワークショップの実施から

OVOP グループの承認までに要した期間は約 5 カ月半である。隣国ケニアの一村一品プロジェ

クトにおいて、3 郡に対して行われた意識化からグループ選考までの期間が約 6 カ月であった

ことと比較しても、第 1 ラウンドでの手続きは迅速に行われたと評価できる2。 

 

３－３－２ 成果 2 の達成状況 

成果 2：対象地域における OVOP グループへの支援システムが確立する。 

 

指標 1：OVOP パートナー情報が取りまとめられる。 

 

本プロジェクトでは、1 年次に専門家が中心となり International Trade Center（ITC）主催の

Spice Sector Workshop への参加、オランダのボランティア団体（ Stichting Nederlandse 

Vrijwilligers：SNV）主催の Honey Sector Workshop への参加、現地に派遣されている JICA 専門

家や青年海外協力隊（Japan Overseas Cooperation Volunteers：JOCV）との交流、他ドナー主催

のバザーなどのイベントへの参加を通じ、OVOP パートナー候補に関する情報収集を行ってい

る。 

こうした積極的な情報収集の結果、プロジェクトは初年度に 23 の OVOP パートナー候補リ

ストを取りまとめており、随時情報の更新が行われている。なお、2011 年 11 月現在で約 30 の

企業・団体が OVOP パートナー候補として名を連ねている。 

 

                                                        
2 第 1 ラウンドレビュー報告書 p.8（2012 年） 
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指標 2：OVOP パートナー及び他のサービス提供者が特定される。 

 

OVOP パートナー候補との度重なる協議・交渉の末、最終的に Ecopia 社、Beza Mar 社、Tesfaye 

Eco Paper、技術移転研究センター（Technology Research and Transfer Center：TRTC）、メルカ

サ農業試験所（Melkassa Agricultural Research Center：MARC）、及び南部諸民族州農産物流通

改善計画調査などから本プロジェクトに対する協力を取り付けている。各 OVOP グループに対

するパートナーを表－８に記した。 

 

表－８ OVOP グループに対するサービス提供者 

 
注 1：Enset（植物：別名ニセバナナ）グループは、Bulla（乾燥版）と Kocho（半乾燥版）を生産

している。購入者は Bulla、Kocho を用いて発酵させたパンのようなものを作る。 

注 2：Barley（大麦）グループは、Kolo（煎り大麦）、Beso（煎り大麦の粉）、Kinche（未加熱の

大麦を砕いたもの）を生産している。 

（出所：JICA 専門家 報告書資料） 

 

指標 3：OVOP グループに対するサービスが改善される。 

 

中間レビュー調査期間中に行った質問票調査の結果によれば、プロジェクトがこれまでに実

施したビジネス支援に関し、全 OVOP グループが「満足している」と回答している。OVOP グ

ループに対する支援の質を維持・向上させていくためには、各グループの現状を理解したうえ

で、現状や個々のニーズに即した支援を実施していくことが重要である。 

 

指標 4：プロジェクト期間中に、マーケティングサービスを受け始める OVOP グループが増

加する。 
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本プロジェクトにおける「マーケティングサービス」とは、購買者（バイヤー）やパートナー

の紹介だけでなく、マーケット・スタディー・ツアーや、バザーや展覧会への出店・出品の機

会の提供などのサービスであるといえる。かかる点を考慮し、中間レビュー調査では、各グルー

プへのインタビュー及び質問票調査を通じ、2010 年から 2012 年 5 月現在までに各グループが

受けたマーケティングサービス及び提供者についての情報を収集した。 

その結果、2012 年 5 月時点で、14 グループ中 10 グループが、プロジェクト、行政または OVOP

パートナーからマーケティングサービスを受けていることが分かった。ただし、表－９に示し

たとおり、サービスの内容は提供者によって異なり、プロジェクトチームと政府機関からの支

援は異なる点に留意されたい。 

 

表－９ マーケティングサービス提供数 

 
（出所：中間レビュー調査でのグループインタビュー結果） 

 

ボロソボンベの乾燥ショウガグループ（G1 及び G2 の 2 グループ）に関しては、第 1 ラウン

ド期間中に生産を開始したが販路が確保されておらず、現在もなお在庫を抱えた状況であるこ

とから、今後の活動を通じ、販路確立に向けた迅速な対応が求められる。 

なお、これらサービスに関する行政側のコミットメントに対して、OVOP グループ内で十分

な認識・理解が得られているとはいい難く、ボロソボンベやアルバミンチにおいては、行政と

OVOP グループ側でのサービス提供に対する認識に齟齬が生じていた。 

 

指標 5：OVOP グループの販路が確立される。 

 

中間レビューの結果、2012 年 5 月現在で 14 グループ中 8 グループが生産・販売活動を行っ

ていることが明らかとなった。それらグループは、活動を始めてまだ日が浅いものの、表－10

に示したとおり既にいくつかの販路を確立している。OVOP 商品は地産地消の傾向が強く、対

象地域以外に広く商品のマーケティングを行う ECOPIA をはじめとする OVOP パートナーが重

要な役割を担っている。 
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表－10 販路ごとの主たる購買者数 

 
（出所：中間レビュー調査時に行った質問票調査結果） 

 

３－３－３ 成果 3 の達成状況 

成果 3：OVOP グループへのモニタリングシステムが構築される。 

 

指標 1：プロジェクトが作成したモニタリングシートがモニタリング活動時に使用される。

 

OVOP グループの活動モニタリング用にプロジェクトが第 1 ラウンド期間中に作成した様式

は、①週間モニタリングシート〔農業普及員（DA）用〕、②月例モニタリングシート〔フィー

ルドコーディネーター（FC）用〕、③月例進捗報告書（WOC 用）、④四半期モニタリングシー

ト（ROC・RSC・FTC 用）の 4 種類である。①の週間モニタリングシートは、活動開始後一定

期間使用されていたが、第 1 ラウンド期間を通して使用が認められたのは、FC が作成を義務づ

けられている月間モニタリングシートのみであった。 

 

指標 2：各 OVOP グループに対するモニタリング活動がガイドラインに基づいて定期的に実

施される。 

 

DAs、FC、WOC メンバーによるモニタリング活動は、2011 年 1 月に OVOP グループが選定

されて以降頻繁に行われていたが、それ以降は、ガイドラインの規定に沿って定期的に行われ

るというよりはむしろ必要に応じて不定期に行われているケースが多い。本調査の結果、ゲタ

ワレダのみが週間モニタリングを行っていることが確認された3。 

 

                                                        
3 本評価中に行ったインタビューでは、WOC 側と OVOP グループ側のモニタリング活動の実施実績に関する認識が異なるケー
スが多く、WOC 側と OVOP グループ側の意見が一致したワレダのみ本文で取り上げた。 
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指標 3：50％の OVOP 委員会メンバーが、モニタリングの仕組みと担当業務について理解し

ている。 

 

本調査では、FTC、RSC、ROC、及び WOC の OVOP 委員会メンバーのモニタリングの仕組

み及び各行政レベルでの担当業務についての理解度を測るために、調査期間中に面談が可能で

あったメンバーに対して質問票を用いた簡易テストを行った。同テストでは、①各行政レベル

で行うモニタリング活動頻度、②報告書の提出頻度、③会議召集頻度、④各行政レベルでモニ

タリング時に使用する様式についての質問を設けた。質問票への回答者数は、合計 32 名であり、

FTC メンバー2 名、RSC/ROC メンバー5 名、WOC メンバーが 25 名であった。理解度を測定す

るために、成果 1 の指標 3 同様、まず正答率 60％以上の人数を正答者として割り出し、全体に

占める正答者数の割合を算出した。 

テストの結果、会議召集頻度及びモニタリング実施頻度に関する理解は相対的に高いものの、

報告書の提出頻度についての理解は十分得られていないことが分かった。 

 

表－11 モニタリングに関するメンバーの理解度 

委員会 回答者数 
モニタリング 

実施頻度 
報告書提出頻度 会議召集頻度 

FTC 2 1 1 2 

RSC/ROC 5 3 2 3 

WOC 25 20 18 21 

Total 32 24 21 26 

％ 75％ 66％ 81％ 

（出所：中間評価時の簡易テスト結果） 

 

３－３－４ 成果 4 の達成状況 

成果 4：OVOP 活動を普及させるための基盤が、州及び連邦レベルで整備される。 

 

指標 1：連邦及び州レベルに、OVOP 専任職員が配置される。 

 

プロジェクトを開始して以来、連邦、州、ワレダに数多くの C/P が任命されているものの、

中間レビュー時点で連邦及び州レベルに専任の OVOP 担当官は配置されていない。南部諸民族

州関係者によれば、次年度（2012 年 7 月から開始）から、州農業局に新たに農村地域でのマー

ケティング及び経営管理のための部局〔Rural Income Generating Support Department（仮称）〕

が新設されることになっており、これを機に、OVOP 専任職員配置の動きが加速することが望

まれる。 

 

指標 2：南部諸民族州への普及のための OVOP 実施計画がプロジェクト終了時までにドラフ

トされる。 
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中間評価時点で、南部諸民族州における OVOP 実施計画は起草されていない。その理由とし

て、OVOP 活動に対する経験や教訓が十分に得られていない状況のなかで、当該地域における

OVOP アプローチの妥当性を評価し、OVOP を州政府として実施する具体的な検討を行うのは

時期尚早との意見が C/P から挙げられている。今後、南部諸民族州における OVOP アプローチ

の有用性を示していくためには、後半のプロジェクト活動において、できるだけ多くのベスト・

プラクティス（成功例）を創出していく必要がある。 

 

３－４ プロジェクト目標及び上位目標の達成見込み 

プロジェクト目標：地域資源を活用したビジネスを通じてコミュニティが活性化される。 

 

指標 1：少なくとも OVOP グループの半数（50％）が OVOP 活動から利益を得ている。 

 

既述のとおり、2012 年 5 月現在、生産活動を行っている団体は 14 グループ中 8 グループであ

り、それら 8 グループすべてが OVOP 活動から売上高を計上している。そのうち、ゲタの竹細工

グループについては販売利益を上げており、これまでに各メンバーに対して配当金の支払いを 2

回行っている。 

 

指標 2：OVOP グループの半数（50％）が OVOP の活動及び提供されるサービスに満足してい

る。 

 

本プロジェクトは、農産物の加工に必要な作業場の建設を終了後、OVOP グループに対して個

別に技術研修を実施してきた。プロジェクトからの情報によれば、前半のプロジェクト活動にお

いて、OVOP パートナー及び農業省と協力の下、マーケット支援を 2 件、ビジネス支援を 5 件、

技術研修などの技術支援を 20 件の合計 27 件の技術支援を実施している。 

本調査で行った質問票調査の結果、全グループがこれら技術支援及びマーケット支援に満足し

ていることが明らかとなった。 

 

指標 3：対象ワレダにおいて、勉強会、情報交換などの自発的取り組みが行われている。 

 

他の地域住民との情報の交換については、徐々に活発になりつつあるものの、OVOP 活動の内

容や加工の方法など限定的な内容にとどまっている。一方で、本調査を通じ、対象ワレダにおい

て既にいくつかのポジティブな変化を確認した。 

 OVOP グループからの情報を基に当該作物の作付面積を増加させた。 

 OVOP グループからの情報を基に作付農作物の種類を多様化させた。 

 ゲタワレダの若者グループが、OVOP グループの活動に刺激を受けて起業に向けた取り組

みを始めた。 

 OVOP グループの活動に刺激を受けたボロソボンベ内の周辺住民が、独自にショウガの洗

浄・乾燥作業を始めた。 
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３－５ PDM の改訂について 

（1）PDM の改訂に係る背景 

プロジェクトの開始に先立ち 2009 年に実施されたプロジェクト詳細設計調査では、PDM

は作成されていたものの、翌年（2010 年）に行われた R/D 締結時での PDM の合意形成は行

われておらず、双方で合意した指標が存在しない。 

2011 年 6 月に行われた運営指導調査時に、R/D 中に記載のマスタープランの内容変更（PDM

の改訂）及び指標の設定が試みられた。しかし、当時、実際の活動が未着手であり具体的に

成果が発現していない状況下での PDM の改訂には消極的な意見が出され、先方の合意が得

られず、改訂作業は中間レビューへ持ち越されていた。 

中間レビューの実施に先立ち、エチオピア側 C/P の農業省普及局、JICA エチオピア事務所、

プロジェクトチーム、及び評価コンサルタントと協議を行い、評価用の PDM について関係

者間で合意形成を行った。そして、調査団と農業省の間で最終的な確認を行ったのち、評価

用 PDM の下に中間レビューを実施した。具体的には、R/D 中に記載の上位目標、プロジェ

クト目標及び 2011 年 7 月に農業省に提出された PO に記載の成果及び活動内容に基づき評価

を実施し、評価の判断基準として、中間レビュー前に関係者間で検討・合意された指標を採

用した。 

6 月 20 日に実施された JCC/RSC では、連邦及び州の関係者が参加し（参加者は付属資料

４に記載）、中間レビュー合同レポートと共に評価用 PDM について連邦・州と JICA 側で正

式に承認された。 

一方、同調査の結果を受けて、翌月（7 月）にプロジェクト側から先方政府に PO が提出

された。同 PO 中に記載の成果及び活動内容は R/D Annex 1 Master Plan と異なっているが、

以降、実務レベルでは同 PO が使用されている。 

本プロジェクトの PDM については、少なからず関係者に混乱が生じていたが、プロジェ

クトチームが中心となり、同 PO に基づく活動の実施を促進したことにより、成果達成の妨

げとなるような深刻な問題にまでは至らなかった。 

 

（2）PDM の改訂作業 

PDM の改訂については、関係者の間でもその重要性は十分認識されており、運営指導調査

以降も引き続き JICA 事務所及びプロジェクトチームから非公式に農業省 C/P と PDM 改訂に

係る協議が重ねられてきた。本レビューでは、先方の関係者に混乱が生じることを避けるた

め4、調査で使用した評価用 PDM（付属資料３に添付の Joint Mid-term Review Report Appendix 

2）の活動内容、成果、プロジェクト目標、上位目標及び各指標を本プロジェクトで今後使用

する PDM として提案することとした。最終的には、JCC の場でエチオピア関係者から提案

された指標を加え、評価用 PDM に若干修正を加えた PDM ver.2（付属資料３に添付の Joint 

Mid-term Review Report Appendix 3）が正式に合意・承認された。 

 

 

                                                        
4 実際の改訂作業を行うにあたり、①連邦体制の下での連邦と州政府間での PDM の修正に関する合意手続きの難しさ、②詳
細設計時に仮設定された PDM の存在、③過去の日本側とエチオピア側の PDM 改訂協議時に提出された複数の異なる改訂案
の存在が明らかとなり、本レビュー中に新たに改訂作業を行うことは、関係者に新たな混乱が生じると判断された。 
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３－６ 実施プロセス及び実施体制 

（1）実施プロセス 

プロジェクト開始当初、エチオピア農業省をはじめ多くの省庁関係者にとって OVOP コン

セプトは新しい概念であり、当初 OVOP プログラムを活用したアグロ・ビジネスに対する理

解は十分浸透していなかった。こうした状況にかんがみ、プロジェクトでは事業実施体制の

構築と並行して、OVOP コンセプトや OVOP アプローチに対する関係者間の理解の醸成に多

くの時間と労力を割いてきた。 

プロジェクトでは、まず連邦に JCC 及び FTC、州に RSC 及び ROC、ワレダ（郡）に WOC

という OVOP 関連委員会を発足させ、ワークショップや個別の協議を通じ、C/P（各委員会

メンバー）への OVOP 概念の意識づけを行った。OVOP の意識化ワークショップは、まずプ

ロジェクト専門家から連邦及び州政府関係者への意識づけを行ったあとに、中央及び州関係

者が中心となりワレダ職員や DA に対してワークショップを実施した。 

さらに、プロジェクトでは、プロジェクト活動の効率的実施を目的に、第 1 ラウンド開始

前の 2010 年 10 月に OVOP 実施ガイドライン（第 1 版）を作成している。同ガイドラインは、

実施システム、各委員会の責務、OVOP グループ選定プロセス、モニタリングシステムにつ

いて規定しており、第 1 ラウンドでの OVOP 活動の土台となった。 

地域住民へ OVOP コンセプトの理解促進を促すための意識化ワークショップは 2010 年 8

月から開始され、その後、2011 年 1 月には 15 のグループが正式に OVOP グループとして選

定された。それ以降プロジェクトは、OVOP パートナーとの協力の下、OVOP グループに対

する技術支援を実施し、2012 年 3 月までに各グループの作業場の建設を終えると同時に必要

な機材の搬入を完了している。途中、ボロソボンベのグループの 1 つが期限内に土地問題を

解決できず支援対象から外されたものの、2012 年 5 月現在で、残る 14 グループ中 8 グルー

プが生産・加工・販売活動に従事している。 

 

（2）貢献要因 

本調査において、以下の要因が前半のプロジェクト活動の効率的実施に寄与したと考えら

れる。 

 

1） プロジェクトと C/P との情報共有 

プロジェクト活動を効率的に進めていくために、プロジェクトでは、早い段階で各行

政レベルに OVOP 関連委員会が設置された。以降、これらの委員会を通じた関係者との

コミュニケーションの維持、共通認識の醸成に特段の配慮が払われている。また、ガイ

ドラインの規定に則した形ではないものの、OVOP 委員会会議は頻繁に召集されており、

活動の進捗や活動の方向性、懸案事項についての情報が定期的に管理・共有されている。

このような情報共有は、プロジェクトの効果的な実施に大きく寄与したと考えられる。 

 

2） 関係者との定期的な活動レビューの実施 

上記以外にも、プロジェクトの活動の質的改善を図っていくためにさまざまな努力が

行われている。2012 年 3 月に FTC 及び ROC のメンバーによって実施された現場モニタ

リングや年次レビュー会議の開催がその一例である。同モニタリング及び第 1 ラウンド
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のレビュー結果は、今後の活動に反映される予定である。 

 

3） 民間セクターとの連携 

本プロジェクトの特徴のひとつに、事業実施における民間セクターとの連携が挙げら

れる。民間セクターと OVOP グループの連携構築は、プロジェクト活動の効率的・戦略

的実施だけでなく、OVOP 活動の継続性の確保にも好影響を与えている。 

 

（3）問題点及び問題を惹起した要因 

一方で、本調査を通じ、プロジェクトの進行にマイナスの影響を及ぼした可能性のある要

因として以下を確認した。 

 

1） 関係者のスケジュール調整及び関係者のコミットメント 

本プロジェクトの C/P は、複数の省庁及び部局から集められていることから、活動実

施に際しては、関係者のスケジュール確認をはじめ事前の調整・確認が不可欠である。

複数省庁・機関から人員を募るこうした体制は、優秀な人材の確保を可能にする一方で、

組織としての能力向上につながりにくく、プロジェクト終了後の活動の成果の持続が担

保されていないという課題を抱えている。卑近な例では、プロジェクトの活動のために

メンバーが一堂に会するミーティングの日程調整が困難である、という点が指摘されて

いる。さらに、一部の C/P が兼務により多忙であり、プロジェクト活動へのコミットメ

ントに差が生じている。程度によっては、今後のプロジェクトの進行にマイナスの影響

を及ぼす可能性がある。かかる状況を踏まえたうえで、プロジェクト側はこれまで不断

の努力及び調整を続けている。その結果、連邦及び州レベルの OVOP 委員会会議の開催

はしだいに定着しつつある。 

一方、WOC メンバーのコミットメント度合いについては、連邦及び州とは多少異な

るものの、ゲタ、アンドラチャ、アルバミンチを除いて高いとはいい難い状況である。

その背景として、OVOP アプローチに対する認識の不足、OVOP 活動の地域への影響（効

果）に対する理解の不足が指摘されるが、こうした認識及び知識の不足は、ワレダで頻

繁に行われる人事異動に起因すると考えられる。 

 

2） OVOP グループへの技術支援実施前の手続き 

OVOPグループの申請書の受付から承認までに費やした日数は約 1カ月、または、RSC、

ROC、WOC メンバーに対する最初の意識化ワークショップの開催から承認までの日数

は約 5 カ月半とケニアの事例と比較しても迅速な手続きがとられたといえる。しかし、

OVOP グループ選定後、技術支援が開始されるまでに約半年（6 カ月）の月日が経過し

ている。これには以下の点が影響したと考えられる。 

 プロジェクトの活動戦略またはロードマップが当初段階で策定されていなかっ

た。 

 OVOP グループ選定後の技術支援内容及び手続きが具体的に定められていなかっ

た。 

 選定された OVOP グループの大半がビジネス未経験であり、ビジネス計画の作成
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に予想以上の時間を要し、結果として機材の調達においても遅れを招いてしまっ

た。 

 プロジェクトチーフアドバイザーの契約更新による現地不在の期間が生じた。 

 対象 5 ワレダに配置する予定の FC の雇用手続きが遅れた。 

 

こうした技術支援の遅れは、C/P だけでなく OVOP グループのやる気、活動に対する

興味またはプロジェクトに対する信頼を損なわせていると考えられ、留意が必要である。 

 

3） モニタリング活動 

1 年次に策定された OVOP 実施ガイドラインにおいて、WOC が実施するモニタリン

グ・評価活動の回数及び頻度に関する詳細が明記されているが、第 1 ラウンド期間中に

は、同規定に沿った形ではなく、必要に応じてアドホックな形でモニタリング活動が行

われてきた。こうした事態は、OVOP 活動が DAs の追加的業務として位置づけられてい

る、プロジェクトのモニタリング・評価活動に関する理解が不足している、または移動

手段が限られているなどの事情が影響していると考えられる。また、こうした事態の背

景として、プロジェクトが構築したモニタリング体制と農業省の既存のモニタリング体

制との整合性が保たれていない可能性も考えられる。 

日常的なモニタリング活動の実施は、OVOP グループメンバーのモチベーションやグ

ループ内でのリーダーシップ、OVOP グループと WOC メンバーとの信頼に重大な影響

を及ぼしかねない。したがって、C/P の業務内容・責務を今一度精査し、可能な限りプ

ロジェクトのモニタリング体制を農業省や州農業局が有する既存のモニタリングシステ

ムに一本化するなどの早急な対応が求められる。 

 

4） 同一地域での類似支援活動 

他ドナーの支援活動は相乗効果を生む可能性がある一方で、状況によっては、WOC

メンバーのモチベーションやOVOP活動の効率的実施にマイナスの影響を与える可能性

もある。 

アンドラチャの例では、EU 支援の NTFP（Non-Timber Forest Project）が、2006 年から

蜂蜜農家を対象にした活動を開始しており、プロジェクト期間中に、事務所施設、車両、

バイクだけでなく、活動に対する金銭的なインセンティブが与えられている5。一方、本

プロジェクトは、金銭的なインセンティブの供与は行っていないため、WOC メンバー

のなかにはこうした対応に少なからず不満を抱いているものもいる。WOC メンバーの

本プロジェクトに対するこうした評価は、今後の OVOP グループの活動にも影響を与え

かねないため、ワレダ間の知的交流（情報交換）の機会や OVOP の成功事例の紹介など

の機会を活用し、OVOP コンセプトに対する理解の更なる促進を図っていく必要がある。 

 

  

                                                        
5 EU 支援の NTFP の対象分野及びターゲットグループが本プロジェクトの対象と一部重複している。 
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第４章 評価 5 項目による評価 
 

４－１ 妥当性 

本プロジェクトは、以下の理由から妥当性が高いと判断される。 

 

（1）エチオピア側政策との整合性 

エチオピアでは労働人口の 85％が農村部に居住しており、ほとんどの農村住民が農業に従

事している。農業生産は GDP の 40％以上を占め、農業がエチオピアの基幹産業となってお

り、農村経済の活性化が最重要課題のひとつと考えられている。2010 年に施行された国家開

発 5 カ年計画（GTP）においても、7 つの開発テーマの 1 つとして農業が取り上げられてい

る6。農業開発を進めていくために、GTP では、労働及び農業生産性の向上、農業生態学に基

づく地域別政策策定、農産物の特定及び多様化、農業マーケティングシステムの強化に重点

が置かれている。こうした政策に基づき、農業開発先導型工業化（ADLI7）政策では、小規

模農家が生産性を向上させるための手段として、近代農業技術の利用だけでなく、民間の積

極的な参入を奨励している8。南部諸民族州での農業政策においても、付加価値の追加、農業

の商業化が提唱されている。 

本プロジェクトが採用しているOVOPアプローチは、①地域資源を活用し、②民間セクター

の積極的参入を奨励することで、③農村部と都市部との市場連携を構築しようというもので

あり、エチオピアの農業政策との整合性は高いといえる。 

 

（2）ターゲットグループのニーズとの整合性 

前述のとおり、エチオピアでは 8 割以上の人口が農村部に居住し、GDP の 4 割以上、雇用

の 8 割以上を農業部門に依存している。しかし、農民の大半は伝統的な手法を用いた農業に

従事しており、雇用機会はいまだ限定的といえる。かかる状況において、住民または農民に

対する雇用機会の創出は、農村地域を活性化させていくための手段のひとつと考えられてい

る。 

本プロジェクトが推進する農業ビジネス活動は、農作物の多様化だけでなく、農村地域に

おける雇用機会の創出への貢献も期待されており、ターゲットグループのニーズとも整合し

ている。 

 

（3）日本の援助政策との整合性 

わが国のエチオピアに対する政府開発援助（Official Development Assistance：ODA）計画で

は、農業セクターにおける中心課題を、食糧生産性の向上及び農作物流通システムの改善と

位置づけており、農業ポテンシャルに応じた支援だけでなく、流通システムの整備、収穫後

                                                        
6 GTP では PSDEP（Plan for Accelerated and Sustained Development to End Poverty）の基本的な方針を継承し、商業的農業の促進
や、民間セクター開発、工業・産業開発、地方開発に焦点が当てられている。GTP で掲げられている開発テーマは以下の 7
つ。①迅速かつ公平な経済成長の維持、②農業を経済成長の核とする、③産業活性化のための環境整備、④インフラの拡大
と質の向上、⑤社会開発の拡大と質の向上、⑥ガバナンス能力の向上、⑦女性と若者のエンパワメント及び利益の均衡の促
進。Ministry of Finance and Economic Development（2010）。 

7 Agricultural Development-led Industrialization Strategy の略。 
8 Ministry of Finance and Economic Development GTP（2010）。農業生産性の拡大のための手段として、エチオピア政府は、農業
改良技術の普及に注目しているが、①普及システムの強化、②技術能力の継続的強化、③開発機関のスキル向上、④新技術
（手法）の開発などの課題が残されている。 



－21－ 

処理の改善、市場へのアクセスを改善するための支援を実施するとしている。わが国の方針

に基づいて策定されたエチオピア国 JICA 国別事業実施計画（平成 20 年 6 月）においても、

農産物流通改善が開発課題として掲げられており、農産物流通改善プログラムにおいて国内

の食料流通の活性化を図ることで、食生活の多様化、農業の商業化をめざしていくと述べら

れている。本プロジェクトは、多様な農生態系を有し、気象、土壌、水資源が豊富で農業ポ

テンシャルが高いとされる南部諸民族州を支援対象に、地域資源の付加価値の創出を通じて、

農業生産の活性化、所得の向上、農産品市場の多様化を促進するものであり、農村の市場経

済化をめざすわが国の援助政策との整合性は高い。 

 

（4）アプローチとしての適切さ 

農村部における生計手段を改善していくために、本プロジェクトでは、農民、政府機関、

民間セクターの連携の下、地域資源を活用した農産品を、加工等の手段によって多様化を図

ろうとするものである。かかるアプローチは、一次産品を中心に生産を行ってきた農家にお

ける生計手段の多様化に資するものと考えられる。また、農民から申請があったプロポーザ

ルに対して、適切な手続きに基づいて対応していくという基本的な戦略は、公正であり、か

つ住民のイニシアティブを重視するものとして妥当である。 

 

４－２ 有効性 

以下の達成状況にかんがみ、有効性はおおむね確保されていると考えられる。 

 

（1）プロジェクト目標達成の見込み 

第 1 ラウンドでの活動を通じ、OVOP アグリ・ビジネス・パートナーシップの枠組み（制

度）が構築されつつある。また、対象ワレダ住民やその他関係者に対する意識化ワークショッ

プの実施により、OVOP コンセプトや OVOP アプローチに対する理解も徐々に深まりつつあ

る。プロジェクト目標を達成するためには、後半のプロジェクト活動において、同制度の運

用促進だけでなく、エチオピアの政策や行政制度に沿った形への改善が求められている。 

中間レビューを実施した 2012 年 5 月時点で、14 グループ中 8 グループが第 1 ラウンド中

に農産物の生産・加工・販売活動を開始しており、全グループが販売売上を計上していた。

第 1 ラウンド中に計上された売上金の一部はグループが開設した銀行口座に入金されてい

る。訪問時、大半のグループは次の収穫期に向けて待機している状態であったため、後半の

活動においては、OVOP グループが該当産品の収穫期に遅滞なく生産活動を開始できるよう、

各グループの活動進捗度に即した具体的な支援を実施していく必要がある。 

また、活動実施が地域に与えたインパクトはいまだ可視できる状態にはないが、プロジェ

クトが対象 5 ワレダに対して支援を開始して以降、当該地域にさまざまな変化が生じている。

WOC の積極的な支援が確認されたゲタの大麦グループでは、当該作物の作付面積の拡大、

作付農産物の種類の多様化などの自発的な取り組みがみられた。またその他、OVOP グルー

プの活動に刺激を受けた若者グループが、新たにグループを形成し始めるなど起業に向けた

準備を始めている。さらに、ボロソボンベでも同様に、OVOP グループの活動に刺激を受け

た農民が自主的にショウガを洗浄し乾燥させるなどの動きも出ている。 

第 1 ラウンド期間中に行われた技術研修、ビジネスマネジメント研修などの技術支援につ
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いては、「これまで一次産品の生産のみに従事していたビジネス未経験の農民に、地域資源

の活用方法、一次産品の加工方法、ビジネス経営について、多くの気づき及び学びの機会を

提供した」と OVOP グループだけでなく各委員会メンバーからも高く評価されている。 

以上のように、プロジェクトの活動により既に数多くのポジティブな変化が生じており、

今後 OVOP グループの活動が本格化することにより、更なる地域の活性化が期待できる。 

 

（2）因果関係 

プロジェクト目標の達成のためのアプローチとして現在設定されている成果（アウトプッ

ト）は、論理的に多少の乖離は認められるものの、これまでに達成された実績からみても、

アプトプットの発現の結果としてプロジェクト目標が達成される可能性は高い。万が一、今

後の活動においてプロジェクトの成果とプロジェクト目標との間に深刻な問題・ギャップが

生じる場合には、プロジェクト計画を修正するなどの追加的措置を検討していく必要があろ

う。 

 

４－３ 効率性 

ある一定の改善及び進捗は確認されたものの、プロジェクトの効率性は必ずしも高いとはいえ

ない。その理由は以下のとおりである。 

 

（1）投入のタイミング、量、質 

投入の量及び質に関してはおおむね妥当であったといえる。しかし、専門家の派遣のタイ

ミング及び派遣期間については、エチオピア側から「長期派遣が望ましい」との意見が多く

挙げられるなど、将来の専門家派遣について改善の余地が残されている。こうした評価の背

景には、①OVOP グループの選定後に発生したチーフアドバイザーの不在期間中に活動が頓

挫した、②FC の雇用が遅れた、③FC 用のバイクの調達が遅れたなどの要因が考えられる。

一方、エチオピア側の投入については、R/D に基づいて適切に行われている。 

 

（2）機材供与のタイミング、量、質 

OVOP グループの生産・加工に必要となる機材の調達については、必要な資機材の特定及

び調達先の特定に計画を上回る時間を要したものの、ほとんどの機材を現地調達したことで、

計画策定後の作業はスムーズに進められたといえる。供与された機材はほとんどのグループ

で適切に使用・管理されている。一方、2011 年 7 月に各ワレダに配置された FC の活動用の

バイクについては、中間レビュー時点でも未調達であり、日々のモニタリング活動に大きな

影響を及ぼしていることから、早急の対応が求められる。 

 

（3）成果（アウトプット）の達成状況 

第 1 ラウンドにおける成果の達成状況は、モニタリングシステムの運用及び他への普及体

制の整備において課題が残るものの、着実な成果発現が確認された。短期間での成果の発現

を促進した要因として、連邦及び州レベルの主たる C/P とプロジェクトチームの密なコミュ

ニケーション、本邦研修及び第三国研修への参加を通じたモチベーションの向上、既存の行

政システムに沿った実施体制の構築などが考えられる。 



－23－ 

（4）因果関係 

プロジェクトの初年度は、日本人専門家 1 名が、実施体制の整備や活動の実施準備、C/P

のエンパワメントを行わなければならず、現有のマンパワーに比してやや過大な活動であっ

たと評価できる。かかる条件下で、通信事情や道路事情に恵まれない遠隔地を対象ワレダに

含めたことは、効率的な事業の実施・運営に影響を及ぼしたといえる。今後の OVOP グルー

プの選定にあたっては、市場へのアクセスのしやすさ、地域特産物としての認知度などの地

理的優位性を考慮するなどの工夫が必要である。 

 

４－４ インパクト 

本プロジェクトのひとつの大きなインパクトとして、住民やプロジェクト関係者の「地域資源」

に対する認識の変化が挙げられる。プロジェクト期間中に行われた数次にわたる意識化への取り

組みや地域資源を用いた具体的なビジネス活動の実施が、関係者の地域資源に対する理解促進に

大きく貢献したといえる。OVOP に対する関係者の意識の高まりは、プロジェクト活動の効率性

にも影響を与えている。 

このほかにも、プロジェクトの実施は、対象グループ内外にさまざまな変化をもたらしている。

アンドラチャのエンセットグループでは、従来女性の仕事とされていたコチョ9作りに男性が加わ

ることで、伝統的な労働文化に変化が生じている。また、ゲタでは、大麦グループからの情報を

基に、農作物の多様化、作付面積の拡大を自発的に行う地元農民も出ている。また、OVOP グルー

プの活動に刺激を受けた若者が起業に向けたグループ形成を開始した例がある。ボロソボンベで

は、農民が自主的に乾燥ショウガを生産し始めたとの報告も挙げられている。さらに、ゲタの

OVOP グループのなかには、作業の合間に手工芸品の作成も手掛けるグループも出てくるなど、

OVOP の活動を通じた生計手段の多様化に明るい兆しが見え始めている。 

OVOP 活動に対する地域住民の期待や関心は概して高く、OVOP グループへのメンバーとして

の追加等の問い合わせが多数寄せられている。こうした住民の「やってみたい」と思う関心の高

まりは、上位目標達成の貢献要因のひとつとなり得るだろう。 

なお、負のインパクトとして、ゲタの竹細工グループからは、活動を開始して以降、竹の市場

価格が上昇している点が指摘された。 

 

４－５ 自立発展性 

活動の自立発展性を確保するために以下の点に関し、更なる努力が求められる。 

 

（1）政策・制度面 

GTP や南部諸民族州における農業政策において、市場性の高い農産物の生産強化、高価値

作物の生産、農業の商業化の促進に依然重点が置かれており、現時点では OVOP 活動に関連

する農業政策に特段の変更はみられない。しかし、OVOP プログラムまたは OVOP アプロー

チを政府の政策に取り込んでいくためには、後半のプロジェクト活動を通じて、具体的な成

果（成功事例）を創出していけるよう最大限努力していく必要がある。 

 

                                                        
9 エンセーテ（別名ニセバナナの木）の繊維質の多い部分を使い、発酵させるパンの生地。 
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（2）組織面 

前半のプロジェクト活動を通じ、プロジェクト関係者の間で着実に知識及び経験が蓄積さ

れている。プロジェクト後半の活動には、第 1 ラウンドに引き続き、第 2 及び第 3 ラウンド

が計画されていることから、OVOP 実施体制の具体的運用に関する知識の更なる蓄積が期待

される。 

OVOP 活動を成功させるためには、組織力強化、特に OVOP プログラムの実施最前線で活

動しているワレダの組織力の強化、が重要となる。加えて、本プロジェクトの成果の継続に

は、フルタイムの OVOP 専任職員の配置も不可欠である。 

 

（3）技術面 

前半のプロジェクト活動の結果、OVOP プログラムの実施運営に携わる人材は着実に育成

されつつある。プロジェクトと OVOP パートナーの関係は良好であり、OVOP パートナーか

らも継続支援に関する確約を取り付けている。今後 OVOP グループのビジネスを軌道に乗せ

ていくためには、各グループのビジネスの進捗度合いに応じた支援の実施を検討していく必

要がある。そのためにも、他機関との連携の可能性を探っていくことが重要である。 

また、本プロジェクト終了後の自立発展性を確保していくためには、潜在的な市場の特定、

マーケティング戦略、マーケット・リンケージの構築、市場調査技術の移転などを通じたマー

ケティング支援を強化していく必要がある。それには、各行政レベルにおける本プロジェク

ト C/P の積極的な関与が欠かせない。 

 

（4）財政的側面 

前半に行われた活動は、ほぼ 100％プロジェクト費用で賄われており、農業省との費用負

担の実績は確認できなかった。財政的自立発展性の確保に関しては、エチオピア側から具体

的な成果の提示（ベスト・プラクティスの創出）が求められているものの、OVOP アプロー

チを他の地域にも普及させる場合に備えて、プロジェクト終了前までに、農業省及び州農業

局側にエチオピアの予算手続きにのっとった OVOP活動予算計画の策定を促していく必要が

ある10。 

また、OVOP グループの財政能力を確保していくためには、市場開拓や経営管理分野への

支援によって自立を促していく必要がある。 

 

４－６ 結 論 

本中間レビュー調査によって得られた事実と分析によれば、効率性及び持続性に課題は残るも

のの、十分な妥当性を有し、有効性もおおむね確保されており、現時点での正のインパクトが複

数発現しているなど、通信事情や道路事情に恵まれない多くの地域を対象とするなかで、比較的

よく運営・管理されてきたと評価できる。後半の活動では、目標達成への取り組みを継続するこ

とに加え、OVOP 制度の運用と改善、成功事例の創出への努力、さらには変化しつつある状況へ

の戦略的な対応が一層求められる。評価 5 項目に関する概要は以下のとおり。 

 

                                                        
10 エチオピアの予算年度は 7 月開始である。したがって、OVOP プログラㇺの継続にあたっては、再来年度の政府の予算編成

に間に合うよう、農業省側に OVOP 活動予算計画の策定を促していく必要がある。 
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（1）妥当性 

エチオピア政府の農業政策、ターゲットグループのニーズ及び日本政府の援助政策と整合

しており妥当性は高いといえる。 

 

（2）有効性 

プロジェクト目標の達成に向けた成果が徐々に発現していることから、有効性はおおむね

確保されている一方で、前半の活動を通じ確立されつつあるOVOPシステムの運用とともに、

エチオピアの行政政策及び制度に沿った形で OVOP システムを改善していく必要がある。 

 

（3）効率性 

ある一定の改善及び進捗はみられるものの、効率性は必ずしも高いとはいえない。プロジェ

クトの実施効率を上げるためには、機材の調達手続きの改善や、OVOP グループ選定に際し、

市場へのアクセスのしやすさ、地域特産物としての認知度などの地理的優位性を考慮するな

どの工夫が必要である。 

 

（4）インパクト 

現段階で本プロジェクトのインパクトを判断するのは時期尚早ではあるが、OVOP グルー

プが活動を開始して以来、当該地域で新たなグループが起業準備を始めるなどのポジティブ

なインパクトが複数認められた。 

 

（5）自立発展性 

プロジェクトの後半活動において、自立発展性を確保するための継続的な努力が必要であ

る。具体的には、OVOP 活動のベスト・プラクティスの創出、各行政レベル（特にワレダレ

ベル）の組織内の能力強化、市場開拓や経営管理分野への支援によって、OVOP グループの

自立を促していく必要がある。 
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第５章 調査団からの提言 
 

調査団から以下の 3 つの提言を行った。連邦、州、郡の OVOP 委員会では、これらの提言内容

を OVOP の活動へ反映させる旨、M/M で合意している。 

 

（1）効果的かつ戦略的な支援 

OVOP グループの支援が進むなかで、グループの活動状況に違いが出てきたことが確認さ

れた。技術研修、品質向上、市場開拓、市場の拡大等グループの発展度合いに応じて戦略的

に支援内容を検討する必要がある。これを実現するためには、OVOP 委員会に所属する各エ

チオピア政府機関が役割分担を行い、支援を実施することが望まれる。 

 

（2）マーケット重視のアプローチ 

主要地域でのマーケティング調査を通じて、販路開拓やマーケット創出を行い、南部諸民

族州内で成功例を生み出す。具体的な目に見える成功例を生み出すことが、地方の農村で農

業ビジネスを促進させるためには不可欠である。 

 

（3）タイムリーなモニタリング 

タイムリーなモニタリング、フィードバックのための改善が必要である。一方で、現在対

象としている郡、グループは遠隔地に位置しているため、モニタリングを実施するには非常

に困難を伴う。対象地域の地理的要因及び C/P のプロジェクト業務に対する姿勢（認識）は、

プロジェクトの活動実施に少なからず影響を及ぼしている。モニタリングフォーマットの単

純化や、OVOP のシステムをエチオピアの行政システムと整合させ、業務の一部としてモニ

タリングを行えるような工夫をしていく必要がある。 
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第６章 今後の留意事項と教訓 
 

本件は在外主管案件として形成されたのち、2012 年 2 月から産業開発・公共政策部へ移管され

た案件である。エチオピアにおいて OVOP 運動を支援するための技術協力プロジェクト案件とし

て、問題の所在はおおむね以下の 2 点に大別される。 

 

1． 相手側機関（農業省農業普及局、州政府農業局及びワレダレベルの関連行政機関）に関する

こと 

本件は、農業省農業普及局を中心とする JCC を頂点とし、連邦・州・ワレダの 3 階層で意思決

定と活動の遂行に計 6 つの委員会組織が関与する。いずれも異なる組織から構成される調整機構

である。また農業省農業普及局や州農業局の法令上の所管事項や各委員会構成員が各組織内部で

の発令措置を伴っているかどうかなど明確でない。すなわちメンバーたる組織の代表者がポジ

ションなのか特定人なのか、その権限もまた明確でない。 

毎回会合が開かれるたびメンバーおのおのから、過去の連続性よりもそのときどきの関心や利

害関係に傾斜した発言が垣間みられたが、責任の所在が不明確であるとともに意思決定に時間を

要する原因の一端がこの複雑な実施体制（委員会組織）の階層構造にあると推察される。 

また、農業技術普及や営農支援を行う組織を中心としていることもあり、村落開発案件として

の認識が先方には強くあり、OVOP グループの支援に際しては地域資源活用型ビジネスとしての

成功ポテンシャルに着目した少数精鋭主義でなく、できるだけ多くラウンドを回し多くの団体を

支援する方向に傾斜しがちである。 

今回の JCC で合意した PDM の指標設定に関する議論の際も、日本側からみてその達成可能性

が疑問視されるような高い数値目標を当然のごとく提案されることもあった。この背景には社会

主義の計画経済的志向の名残があるものと推察される。 

 

2．プロジェクト実施に際し必要な細目に関する文書上の取極めに関すること 

第３章で述べたような相手側の事情もあり、本件は開始当初から双方で書面上合意された PDM

や PO が存在しない状況がこれまで続いた。今回の JCC で PDM については確定させることがで

き、かかる特殊な状況は解消されたが、PO についてはこれから新たに合意を得るまでに要する

であろう期間を推定すれば、残りの協力期間を 2 年残すのみとなった今、これを確定させること

に固執することは現実的とはいえない。むしろ実務レベルで毎年作成合意しているワーク・プラ

ンを的確に見直すとともに、都度プロジェクト通期の計画進捗に置き換え、進捗管理ツール化し

ていくことが適当である。むろんその際、ワーク・プランは PDM と整合していなければならな

い。 

 

以上 1．及び 2．の 2 点を踏まえ、今後のプロジェクト運営にあたっては、相手側関係機関の各

レベルと意思疎通を相対・文書上いずれも密に行うとともに、各委員会の議事を事前に明確化し

毎回結論を出すこと、そしてその内容の周知徹底化をまず図らねばならない。これは相手側の体

制をかんがみるに容易ではない。また専門家を中心とした JICA 側のサービスや投入に対する過

剰な期待や依存を粘り強く払拭していく努力が、将来の自立のためにも重要である。 

なお、先方には OVOP による農村開発上の有用性について、本件をそのための試行とみなす向
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きがあり、他のアフリカ諸国と異なり、OVOP 運動そのものを普及促進していく気運醸成にまで

は至っていない。本件の成果特に自立発展性や上位目標の達成に向けた帰すうを見極めるうえで、

今後のラウンドを通じ、①モニタリングとフィードバックの仕組みを先方の行政上のシステムに

いかに負担を少なく整合させていくか、②成功事例と教訓をどのように先方政府部内（南部諸民

族州から連邦もしくは他州へ）に認識・共有させることができるか、が特に重要となる。 

 

以下は本調査団が今次レビューを通じて確認した今後のための教訓である。 

（1）プロジェクトの効率的な実施運営の観点から、PO 及び PDM の指標に基づく活動実績を定

期的（四半期ごと等）に取りまとめ、先方政府側及び日本側関係者と情報の共有を図ってい

く必要がある。 

 

（2）特に市場規模の小さい国において OVOP 活動を実施促進する際には、まず市場（動向及び

ニーズ）調査を実施したうえで、具体的な支援対象及び活動計画を策定していくことが肝要

である。 

 

（3） 組織力強化及びプロジェクト成果の持続性の観点から、複数の機関及び関係者を C/P とす

る場合、先方政府と協議・合意のうえ、事務局機能を有する実態（組織）をあらかじめ決定

しておく必要がある。 

 

（4）OVOP プロジェクトの内容にもよるが、地方の小規模農家を対象にアグリ・ビジネスを展

開していく場合、産品の質の確保と同様に産品の販路開拓（マーケティング）が不可欠であ

る。かかる点を考慮し、特段の配慮をもって C/P 機関の選定が行われるべきである。また、

プロジェクトの対象エリア、対象産品の周辺情報を十分調査し、他ドナーとの連携により販

路開拓等を実施することも有効である。 

 

 



 

 

付 属 資 料 

１．活動実績 

２．評価グリッド 

３．Minutes of Meeting（M/M） 

４．主要面談者リスト 

５．合同調整委員会/州調整委員会参加者リスト 
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１．活動実績  

活動実績（2010 年～2012 年 5 月） 

 

成果１：OVOP プログラムのプロポーザルの募集・審査システムが確立する。 

判断基準・方法 中間レビュー結果（進捗状況） 

1-1 連邦、州、県、ワレダレベルで OVOP 委員会を設立する。 

(1) JCC 会議を年に 2 回開催する。 

2010 年開催実績なし。JCC-１：2011 年 2 月 23 日、JCC-2：

運営指導調査がエチオピア訪問中の 2011 年 6 月 21 日

に開催。同調査団からは、プロジェクトに対して OVOP

グループへのビジネスプランの作成支援や他プロジェ

クトとの連携などに関する提言がなされた〔於勢専門

家（Exp）2011 年 9 月報告〕。 

(2) FTC 会議を毎月開催する。 

1 年次は、月 2 回開催。2 年次は、OVOP グループへの

支援が主な活動になるため毎月 1 回（2－8 週間）の頻

度で開催。出席者は同じメンバーに固定されつつあり、

欠席者も固定される傾向。2011 年 12 月 20 日、2012 年

2 月、4 月（3 回、うち 2 回は ROC と合同）（石川 Exp12

月報告）。 

(3) RSC会議を四半期ごとに開催する。

RSC は、四半期モニタリングの報告を兼ねて四半期ご

とに開催されることになっている。1 年次は、2011 年 2

月に RSC-①開催。2 年次のモニタリングが、2011 年 8

月 31 日～9 月 1 日にかけて行われ、その後 RSC-②が

2011 年 9 月 6 日に開催（於勢 Exp2011 年 9 月報告）。

RSC-③：2011 年 11 月 7 日に開催（非公式）。 

RSC-④：2012 年 3 月 3 日 Annual Review Meeting のあと

に RSC 会合を開催し、JICA エチオピア事務所を含む

15 名が出席（石川 Exp3 月報告）。 

(4) ROC 会議を 1 カ月に 2 回（隔週）

開催する。 

1 年次は月 1 回のペースで開催。2 年次から第 1・3 火

曜日の 14 時からと日時を固定して開催。出席率は芳し

くない（於勢 Exp2011 年 9 月報告）。2－4 週間の頻度

で開催。2 年次、2011 年 11 月（非公式）、12 月、2012

年 1 月（1 回）、2 月（3 回）、3 月（1 回）、4 月（3

回、うち 2 回は FTC と合同）。 

(5) 四半期ごとに ZOTへの情報提供を

行う。 

エチオピア農業省は、将来、OVOP 活動を対象地域外に

普及させることを目標としている。その場合、ZOT の

役割が重要になってくるため、ZOT メンバーにはニュ
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ースレター配布や訪問等で必要に応じて情報共有した

り、フィールドモニタリングや啓もうワークショップ

（WS）に参加してもらうなどしていた（四半期モニタ

リングレポートは作成されておらず）。ガイドライン

（第 2 版）では、四半期フィールドモニタリング参加

に加え、ZOT に四半期会合を開催してもらうこととし

ている。 

(6) WOC を 1 カ月に 2 回（隔週）開催

する。 

当初は毎週開催が予定されていたが〔ガイドライン（第

1 版）〕、その後非公式に月 2 回の開催に変更された。

しかし、複数の異なる組織のメンバーから構成されて

いるため、月 2 回の開催は難しいとの意見も上がって

いる。会議日時、出席者、議事内容は、フィールドコ

ーディネーター（FCDN）を通じて FTC、ROC がモニ

タリングしている。（於勢 Exp2011 年 9 月報告）。WOC

の開催頻度はワレダによってさまざま。実際には、内

容を FTC、ROC がきちんとモニタリングしている状態

にはなく、むしろプロジェクトチームからの報告に依

存していた。WOC 議事録も、必ずしもプロジェクトに

提出されていたわけではない。ガイドライン（第 2 版）

では、WOC の月例報告書（MMR）を ROC に提出する

ことを明記。 

(7) 各委員会のメンバーリストを更新

する。 

プロジェクト開始当初委員会メンバーリストを作成し

たが、2010 年 10 月の政府の組織再編によりメンバーに

変更が生じたため、2012 年 5 月にリスト改訂した。 

1-2 OVOP アグリ・ビジネス・パートナーシップ・プログラム実施ガイドラインを開発し、必要に

応じて改訂を行う。 

(1) 第 1 ラウンドで行った OVOP 意識

化ワークショップからOVOPグループ選

定までのプロセスをレビュー（評価）す

るための調査を実施する。 

第 1 ラウンドのレビュー実施時（2012 年 1 月～3 月）

に、活動モニタリングを含めた実施プロセス評価を実

施した。 

(2) 第 1 ラウンドのレビューを行う。

2012 年 3 月～4 月に第 1 ラウンドのレビューを実施（石

川 Exp2 月、3 月報告）。選定プロセスだけでなく、全

行程についてレビュー。 

(3) OVOP プログラム実施ガイドライ

ンを改訂する。 

2012 年 3 月～4 月に FTC 及び ROC で第 1 ラウンドのレ

ビューを FTC、RSC、ROC メンバーと共に行い、その

後 4 月～5 月にかけてガイドラインの改訂作業を実施

し、5 月初頭に第 2 版完成。 
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(4) OVOP 応募用紙を改訂する。 

応募用紙に記載するビジネスプランについて、より詳

細な内容を求めることで合意。その場合、ワレダとケ

ベレレベルのスタッフのファシリテーションが重要と

なる。また、迅速なデータ収集のために、G（グループ）

のプロフィールのより具体的な表記を求めていくこと

になった。2012 年 4 月～5 月に改訂済み。 

(5) OVOP グループ選定用スコアシー

ト（書類選考及び現場審査）を改訂する。

第 1 ラウンドレビューにおいて、選定時に用いるスコ

アの標準化に向けた提言がなされた。結果、ガイドラ

イン中の該当部分（選定プロセス）の記載内容をより

明確化することとなった。2012 年 4 月～5 月に改訂済

み。 

1-3 プロジェクトC/Pに対してOVOPワ

ークショップを開催する。 

8 月 18 日に、RSC、ROC メンバー18 名、8 月 26 日~28

日に ROC 及び WOC メンバー29 名に対して意識化 WS

を実施（於勢 Exp1 年次報告書）。 

(1) ROC 及び FTC が WOC 及び DA に

対する OVOP ワークショップを実施す

る。 

①FTC・ROC→2010 年 11 月 3 日に二手に分かれて実

施：2 つのワレダ（アンドラチャ、ゲタ）の WOC・DA

（於ジンマ）39 名＋3 つのワレダ（アルバミンチ、ボ

ロソボンベ、ランファロ）の WOC・DA74 名（於ソド）

（2010 年 11 月於勢 Exp 報告書） 

②WOC のメンバーの大半が異動したことを受け、2011

年 2 月に OVOP WS を開催（2G に分かれて、各 1 日）

（於勢 Exp2011 年 2 月報告書）〔2 月 18 日：ROC 13

名、2 月 24 日：2 つのワレダ（ボロソボンベ、ランフ

ァロ）の WOC と 2 つのゾーン（ワレイタ、セルティ）

の ZOT メンバー39 名、2 月 25 日：3 つのワレダ（アン

ドラチャ、アルバミンチ、ゲタ）の WOC と 3 つのゾー

ン（シェカ、ガモゴファ、グラゲ）の ZOT メンバー55

名〕。前回の教訓を生かし、今回の WS では、WOC メ

ンバーだけでなく、現場での活動の核となる ZOT メン

バー及びケベレ首長も対象とした（於勢 Exp2011 年 2

月報告）。WS の内容も、1 年次目と比べて変化あり：

ビデオ上映、OVOP 産品のマーケティング戦略に関する

G ディスカッション、小規模事業の視察などが追加され

ている。 

③2012 年 5 月 8 日にジンマ及びソドで開催。ガイドラ

イン（第 2 版）、改訂された手順等を説明。WOC、ZOT、

各ワレダ当たり 8 つのケベレを担当する普及員（DA）
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と CO（協同組合）が、計 124 名参加。 

1-4  DA 及び WOC がケベレの住民に対して意識化ワークショップを開催する。 

(1) DA 及び WOC がケベレにおいて

OVOP プログラムに関する説明会を開催

する。 

・2010 年 11 月 19 日～29 日にかけて、ガイドラインに

基づいた OVOP グループの選定→住民に対する OVOP

ワークショップ開催→ターゲットケベレにおいてグル

ープの結成という流れで作業を実施。第 2 ラウンドで

は省略。 

・2010 年 8 月に、WOC メンバーに対して意識化 WS を

行ったあとに、対象ケベレが決定。各ワレダにおける

ケベレ数及び人口、付加価値の可能性のある資源の有

無に注目し、3－5 ケベレの割合で選定された。 

・WOC のイニシアティブ＋DA が住民集め→対象 20 ケ

ベレで実施（複層構造/カスケード方式採用）（2010 年

11 月 18 日～23 日）。20 のケベレで、合計 4,968 人（男：

4,018、女：950）が参加。OVOP に高い関心が示された

（於勢 Exp2010 年 11 月報告書）。 

・住民への応募用紙の記載方法の説明は、WOC 及び

DA が担当。指導回数は 1 回。アルバミンチ及びランフ

ァロでは DA が、ボロソボンベでは WOC メンバーが説

明。第 2 ラウンドの説明は、2012 年 5 月に実施。第 2

ラウンドでは、「応募」ではなく、「プロポーザル」

という表記に改訂。DA や CO が、WOC の監督の下、

応募グループを支援する。 

(2) DA の支援の下、OVOP プログラム

に応募するためのグループをケベレに

おいて結成する。 

(3) DA が結成されたグループに対し

て申込用紙の書き方、WOC への提出方

法について指導を行う。 

1-5 OVOP プログラムへの応募グループ選定作業を行う。 

(1) WOC が第 1 次審査（書類選考）を

行う。 

①2010 年 12 月末～2011 年 1 月第 1 週までに、対象 5

ワレダで合計 76 の申込書が WOC に提出され、OVOP

プログラム実施ガイドラインに添付されている審査シ

ートを用いて書類審査を実施した。WOC における第 1

審査において、45G/76Gに絞られた（於勢Exp 1月報告）。

※申込書提出期限は、12 月 17 日であったが、期日に提

出された申込書はなく、12 月 31 日時点で申込書の準備

ができていたのは、ランファロ、ゲタ、ボロソボンベ

の 3 つのワレダのみで、うちゲタのみがスクリーニン

グを終了していた（レビュー報告書）。 

②第 2 ラウンドは、2012 年 6 月に実施予定。 

(2) 書類選考に通過したグループの応

募用紙を WOC から ROC へ提出する。 
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(3) ROC 及び FTC が第 2 次審査（書類

選考）を行う。 

①2011 年 1 月 ROC において 2 次審査（書類選考）が実

施され、22G/45G まで絞り込まれた。※旧ガイドライン

では、ROC ではなく、RSC にて 2 次審査を実施と記載。

②第 2ラウンドの書類審査は 2012年 7月上旬の予定〔な

お、FTC は審査は行わない（プロジェクト専門家は参

加）〕。 

(4) 第 2 次選考を通過したグループに

対して、ROC 及び FTC が現場審査を行

う。 

・ROC と FTC のメンバーが 2 つのグループに分かれて、

第 2 次審査を通過した 22G に対する現場視察を実施し

た（2011 年 1 月 18 日～26 日）。現場視察の結果、最

終的に 15G が OVOP グループに選ばれた。 

※現場審査においては、スケジュールが難しかったこ

ともあり、FTC と ROC のメンバーがチームに分かれ、

1グループ約 2名から成るチームで現場視察を行った（1

年次）。より客観的な審査のためには、できるだけ多

くのメンバーで現場審査を行うことが望まれる（原 Exp

報告書）。 

・現場審査時に用いる選定クライテリアが、人によっ

て異なり、妥当な OVOP グループが選ばれない可能性

がある（於勢 Exp2011 年 9 月報告）。主たる選定基準

は、①グループメンバー、②ビジネスプラン、③ビジ

ネス環境、④コミュニティ開発への貢献度であった。 

・ガイドライン（第 2 版）では少なくとも ROC2 名と

プロジェクトチーム 1 名で審査を行うことに改正（FTC

はオブザーバー参加）。審査基準も改定。 

(5) ROC 及び FTC が最終選考会議を開

催する。 

ROC で最終決定、FTC で承認。農業省から対象 5 ワレ

ダに結果を書面で通知（2011 年 1 月 28 日）。RSC 及び

ROC、WOC メンバーに対して意識化 WS を行ってから

5 カ月半、RSC、WOC、DA に対して選定プロセスの説

明を行ってから 3 カ月かかった（レビュー報告書）。 

 

成果 2：対象地域における OVOP グループへの支援システムが確立する。 

2-1 OVOP パートナーを発掘する。 

(1) ドナーが開催するワークショップ

及びセミナー等に参加し、OVOP パート

ナー情報を収集する。 

①ITC 主催の Spice Sector Workshop（7 月）、SNV 主催

の Honey Sector Workshop（8 月）に参加。 

②2011年 2月に開催された FTC/ROC合同会議で OVOP

パートナーに関する情報交換を実施。 

1）C/P からのヒアリング、2）他ドナーによるセミナー

(2) C/P に照会された OVOP パートナ

ーを訪問し、情報収集を行う。 
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等への参加、3）バザー等のイベントへの参加、4）JICA

関係者からの情報提供などを通じ、第 1 年次に、23 の

OVOP パートナー（候補）とコンタクトをとって、同プ

ロジェクトへの協力を依頼済み。他の JICA Expや JOCV

などからも情報収集。2011 年 8 月時点で、15 グループ

に対する技術パートナーはほぼめどがついたが、詳細

を詰める段階で変更・調整を要した〔Ecopia、Beza Mar、

Tesfaye、TRTC、MARC、南部流通開調、内部リソース

（MoA、BoA、Zone Agric. Office）を活用した〕。 

(3)第 2ラウンドのグループ選定が終了

した時点で、メディアを通じた OVOP プ

ロジェクトの宣伝を行うことで、OVOP

パートナーを募集する。 

進捗なし。 

(4) 上記(1)～(3)で得た情報を基に、

OVOP パートナーリストを作成する。 

更新の必要性はあるが、作成済み。2011 年 2 月現在で

30 の OVOP パートナー（候補）をリスト化。 

2-2 OVOP グループが販売活動の準備を進める。 

(1) 第 1 年次に選定された対象 5 ワレ

ダに関するベースライン調査で得られ

たデータの解析及び調査結果の最終化

を図る。 

対象 5 ワレダに質問票を配布し、2010 年 8 月～9 月に

かけて回収。未記入部分があったため、追加調査実施

中（2011 年 9 月現在：於勢 Exp 報告書）。結果を取り

まとめ中。不明なデータや整合性に疑問があるデータ

が多々あり、データの取り直しなどを行い、最終取り

まとめ段階。 

(2) 第 1 年次に対象ケベレに関して実

施されたベースライン調査で収集した

データ解析及び調査結果の最終化を図

る。 

(3) OVOP グループに関するベースラ

イン調査を実施し、その結果を基に

OVOP グループプロフィールを作成す

る。 

OVOP 主要産品の候補が 2011 年 1 月 28 日に特定（原

Exp 報告書）。プロフィールは 2011 年 7 月～8 月に作

成済み。2011 年 2 月～3 月に各ケベレ・グループに対

するベースライン調査を実施。結果を取りまとめ中。

不明なデータや整合性に疑問があるデータが多々あ

り、データの取り直しなどを行い、最終取りまとめ段

階。 

(4) OVOP グループのニーズアセスメ

ントを行い、各グループに必要となる支

援を特定する。 

2011 年 3 月～11 月にかけて特定。 

(5) OVOP グループに対してビジネス

プラン作成のためのコンサルテーショ

ンを行う。 

OVOP パートナーが確定したグループから順番に、パー

トナーがグループを訪問し、メンバーの生産活動状況

（土地、作業場候補、生産量、電気や水へのアクセス
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など）の確認を実施した（於勢 Exp2011 年 9 月報告）。

OVOP パートナーは、グループ訪問後 1）作業場設置計

画、2）必要資機材リスト、3）技術研修計画を作成し

た。ビジネスプラン作成は 2011 年 11 月～12 月に実施。

(6) 上記(4)及び(5)を通じ、必要となる

資機材の調達計画を策定する。 

上記(1)及び(4)の結果に基づき、資機材の調達計画及び

工事計画を策定済み（小規模ビジネス支援専門家）。

2011 年 6 月～2012 年 2 月にかけて実施済み。 

(7) (6)で作成されたプランに基づき、

必要な資機材を調達する。 

機材調達は首都に集中するため、プロジェクトチーム

が中心となり調達したほか、資材等の一部は FCDN が

中心となり見積もりなどを各地にて取り付け、WOC が

承認したリスト及び金額に従って現地調達した（石川

Exp2011 年 12 月報告）。2011 年 7 月～2012 年 3 月に実

施済み。 

(8) (6)の計画に基づいて、作業場を建

設・リフォームする。 

2011 年 8 月～2012 年 3 月にかけて実施済み。見積もり

の甘さ、WOC の精査の甘さ、機材リストからの漏れな

どが散見された。プロジェクト側の入念なチェックの

必要性、WOC 側の精査段階で改善の余地あり（石川

Exp2012 年 1 月報告）。一方で、例えば機材リストなど

関連 OVOP パートナーに入念に確認をしてもらったと

ころでも漏れがあり、そのビジネスに精通した人がい

ないことも課題。 

(9) (4)及び(5)に基づいて、OVOP グル

ープに対する研修計画を策定する。 
2011 年 8 月～12 月に実施済み。 

2-3 OVOP グループに対する研修を実施する。 

(1) トレーニング提供施設・トレーナ

ーを探す。 
2011 年 7 月～12 月にかけて実施済み。 

(2) 産品ごとに、OVOP グループに対

して技術研修を実施する。 

①アルバミンチのバナナペーパーG に対する技術研修

〔2011 年 8 月 15 日～20 日、8 月 29 日～9 月 2 日、10

月 3 日～7 日、10 月 23 日～28 日、更に 1 回実施してい

る（作品作りの指導を、1 セッション 5 日間で合計 3 回

実施）〕。技術研修は、2011 年 8 月～2012 年 3 月にか

けてほぼ終了。うち 1 つの研修が、2012 年 5 月～6 月

に順延。 

(3) OVOP グループ全体に対してビジ

ネスマネジメント、マーケティング、品

質管理等の研修を実施する。 

①マーケティング研修：マーケット視察を実施：バナ

ナペーパーG 2011 年 7 月 15 日、竹細工 G 同年 7 月 26

日～28 日（訪問先の詳細については、於勢 Exp2011 年

9 月報告 p.14 参照）。 
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②2011 年 8 月に基礎ビジネス研修を実施。対象は、

OVOP グループメンバー、DA 合計 150 名に対して（30

名/各ワレダ）実施：8 月 8 日~12 日：ボロソボンベとア

ルバミンチの 2 つのワレダ、8 月 15 日～19 日：ランフ

ァロ、ゲタ、アルバミンチの 3 つのワレダで実施。WISE

というローカル NGO スタッフが講師を務めた。 

③2012 年 2 月～3 月：マーケティング指導実施（日本

人専門家） 

(4) WOC、ROC、及び FTC が研修後の

フォローアップを行う。 

DA、WOC、ROC メンバーがモニタリングの一環とし

て適宜フォロー。ROC（BOMC*）が、ジンジャーグルー

プのマーケティングを支援。テスファイ氏（バナナペ

ーパー）が適宜技術指導を実施。 

(5) ROC 及び FTC が研修実施者の評価

を行い、トレーナーにフィードバックす

る。 

基礎ビジネス研修のみフィードバック済み。フィード

バックの時期等については、ガイドライン（第 2 版）

に項目を追加済みで、フォーマットも作成予定。 

2-4 マイクロクレジットに関する情報収集を行い、OVOP グループに対して財政支援の選択肢を

提案する。 

(1) 零細企業グループに対する信用支

援の情報収集を行う。 

2011 年 7 月～8 月に実施済み。 

①エチオピアには、数多くの SACCO（貯蓄・信用組合）

が存在し、これまでに「グループ貯蓄」や「貯蓄あっ

てこその借入」という考え方が住民に浸透しているよ

うに見受けられる。プロジェクトでは、SACCO の有効

活用が OVOP ビジネスの自立発展に役立つのではない

かと考える（於勢 Exp2011 年 9 月報告）。実際に多く

のグループが SACCO を兼ねている。 

②OMO マイクロファイナンス（南部州の傘下にある政

府系金融機関）。州内のほとんどのワレダに支店があ

り、農村住民にマイクロクレジットを提供。OMO マイ

クロファイナンスは、RSC 及び WOC のメンバー組織と

なっており、対象ワレダの OMO マイクロファイナンス

の代表者は、OVOP プロジェクトの趣旨を既に理解済み

（前掲報告書）。OMO マイクロファイナンスの基本的

情報は収集済み。 

(2) 零細企業グループに対して貸付を

行っているマイクロクレジット提供団

体のリストを作成する。 

進捗なし。 

                                                  
* BOMC：Bureau of Marketing and Cooporative 
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2-5 加工食品及び加工施設に対する国家

基準についての情報収集を行う。 

商品基準についての情報は収集済み。商品の基準と制

定についての枠組み及び施行状況は更に確認する必要

がある。 

①於勢 Exp：エチオピア基準局（Ethiopia Standard 

Agency：ESA）を訪問。中小企業に適用される基準は

あるが、農村小規模・零細事業（家内事業）用の基準

はなし。中小の加工食品企業に対する加工食品の衛生

基準の設定や企業向け研修は ESA が実施。加工施設に

関する基準設定は、産業省（MoI）が担当（同 Exp2011

年 9 月報告）。 

②農業研究所やアワサ大学の食品衛生関連の有識者に

ヒアリングを行い、加工施設と加工食品の安全基準に

対する情報を整理する必要あり（於勢 Exp2011 年 9 月

報告書）。加工食品の安全基準を満たす施設建設につ

いては、アワサ大学が適切とのことで、アワサ大学と

の連携については、議論済み。今後、必要があれば連

携する。 

2-6 OVOP グループに対してマーケティング支援を行う。 

(1) OVOP グループに OVOP パートナ

ーを紹介する。 

2011 年 7 月～12 月に全グループに対して技術パートナ

ーのマッチングを終了。マーケティング・パートナー

のマッチングが課題。 

(2) OVOP 産品カタログを更新する。 

①OVOP 産品のカタログ作成（2010 年 8 月～2011 年 2

月）：産品と簡単な製造工程を載せた産品カタログの

簡易版を作成。2010 年 11 月に開催された OVOP プログ

ラム実施説明会において配布（現材料から最終加工製

品までの加工の流れ、すなわち付加価値の流れを要約

したもの）。2011 年 3 月時点で 34 種類の産品候補掲載

（於勢 Exp 業務終了報告書）。観光業も地方資源を生

かした OVOP 商品候補として含まれる。2010 年 11 月か

ら 2011 年 2 月までに派遣された原短期専門家により、

第 1 版が改訂済み（原 Exp 報告書）。 

(3) 各 OVOP 産品に対するプロモーシ

ョン戦略を提案する。 

部分的に実施済み（2011 年 11 月～12 月、2012 年 2 月

～3 月）。 

(4) エチオピア国内で開催されるバザ

ールの情報収集を行う。 

エチオピアでは、政府機関、ドナー、NGO、大使館、

教会などが主催するさまざまなバザーが各地で開催。

ボーナス型ビジネスモデルのマーケットとなり得る

（於勢 Exp2011 年 9 月報告書）。現在進行中。 
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(5) WOC及びOVOPグループに対して

バザー情報を提供する。 
(6)参照 

(6) バザーへ出店・出品する。 
①バナナペーパーGが 2011年 11月の商工会議所主催の

バザーへ出品（石川 Exp 報告）。 

(7) 確定している産品以外の他の（利

用可能な）リソースを探す。 

原 Exp の調査時に、観光資源を OVOP 活動に含めるべ

く調査が行われた。 

(8) アルバミンチに対してツーリズ

ム・プロモーション戦略を提案する。 
進捗なし。 

(9) (8) に基づいて、観光資源マップを

作成する。 

アルバミンチの観光資源を集めた Resource Map を作成

（2010 年 11 月～2011 年 2 月）。 

(10) 観光資源マップ及び観光促進戦

略に基づいて、アルバミンチにおける観

光宣伝を行う。 

進捗なし。 

(11) 観光関係者に対して観光促進に

関する研修を提供する。 
進捗なし。 

 

成果 3：OVOP グループへのモニタリングシステムが構築される。 

3-1 ターゲットワレダにおいて、OVOP アグリ・ビジネス・パートナーシップ・プログラムのモ

ニタリングシステムを構築する。 

(1) モニタリングシートを準備する

（週、月、四半期）。 

1 年次（2011 年 7 月）に実施ガイドラインを作成し、

同ガイドライン中に、OVOP グループに対するモニタリ

ング方法を記述した。各モニタリングに対してモニタ

リング用紙を作成。ガイドライン（第 2 版）に関連し、

ケベレレベル用チェックリスト及びフォーマット、

WOC のモニタリングフォーマットを作成（2012 年 5～

6 月）。 

(2) OVOP 実施ガイドラインに記載さ

れているモニタリング方法（手法）を改

定する。 

第 1 ラウンドレビューにおいて、以下の提言があった。

・モニタリングシステムの簡素化（週モニタリング→

隔週モニタリングへ、WOC 会議を最低月 1 回はもち、

正式ルートで ROC に議事録を提出する）（レビュー報

告書 p.13）。ガイドライン（第 2 版）に追加済み。 

3-2 5 名の FCDN を採用する。   

(1) FCDN（フィールドコーディネータ

ー）に対してオリエンテーションを実施

する。 

2011 年 7 月 1 日付で OVOP プロジェクトが採用。7 月 4

日～8 日の 1 週間、FCDN に対するオリエンテーション

研修を実施（於勢 Exp2011 年 9 月報告書）。 

(2) FCDN 用のバイクを調達し、貸与す

る。 
2012 年 6 月初旬の段階でまだ引き渡しされていない。



－41－

 

3-3 DA 及び政府担当職員に対してモニタリングに関する研修を行う。 

(1) FTC 及び ROC が、DA、WOC、ZOT

及びFCDNに対してモニタリング研修を

提供する。 

モニタリングに特化した研修実績はない。2012 年 5 月

8 日にジンマ及びソドで開催した WS において、ガイド

ライン（第 2 版）に含まれるモニタリング手順につい

て説明。 

(2) DA 及び WOC が活動モニタリング

についてケベレの代表及びグループの

代表に説明する。 

進捗なし。 

3-4 OVOP グループの活動を定期的にモニタリングする。 

(1) DA が毎週モニタリングを行う（モ

ニタリングシートはモニタリング後

WOC へ提出される）。 

2 年次は、OVOP グループのビジネス立ち上げ時期であ

り、作業場の準備など重点事項の協議が必要であり、

研修などに関する連絡事項も多いため、DA だけでな

く、WOC メンバーや FCDN も頻繁にグループを訪問し

ている（於勢 Exp2011 年 9 月報告）。一方で、レビュ

ー報告書では、DA が多重業務で OVOP 活動へコミット

する時間がもてず、週モニタリングはほとんど行われ

ていなかった。その分、FCDN がモニタリング活動に奔

走していた（ただし、ワレダによって濃淡がある）。 

(2) 週モニタリングシートを取りまと

め月例モニタリングシートに記入する。

FCDN は定期的にグループを訪問し、独自の週間報告書

を作成し、農業事務所に提出しているが、DA はほとん

どモニタリングには参加しておらず、週間モニタリン

グシートを使用したモニタリングも実施していない。

報告書は、FCDN から直接プロジェクト事務所に提出さ

れていた。 

(3) WOC が月例モニタリングを実施

し、モニタリングシートを ROC へ提出

する。 

WOCによるグループへのモニタリング実施状況はワレ

ダによって差がある（ランファロ、アンドラチャはほ

とんど行われず）。モニタリング報告書はこれまで農

業省プロジェクト事務所に直接提出されている〔プロ

ジェクト事務所で保管（於勢 Exp2011 年 9 月報告）〕。

モニタリングについて定期的に実施されていない理由

についてレビュー報告書では、①手続きが複雑すぎる、

②DA や WOC メンバーの TOR に OVOP 活動が含まれ

ていない、③交通手段の欠如が挙げられている。 

(4) FTC、RSC 及び ROC が四半期モニ

タリングを行う。 

①第 1 回モニタリングは、2011 年 8 月 31 日～9 月 1 日

にかけて実施。既に技術研修が始まっているバナナペ

ーパーG（アルバミンチ）への視察が主な目的。②2012

年 1 月（ROC@アルバミンチ）、③2012 年 3 月（FTC、
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RSC、ROC@ボロソボンベ、アルバミンチ、ゲタ）。 

(5) 四半期進捗報告を作成する。 
作成の記録なし。ガイドライン（第 2 版）にて、プロ

ジェクトチームが作成することを明記。 

(6) 月例活動進捗報告書を作成する。 プロジェクトチームによりほぼ毎月作成されている。 

3-5 第 1 ラウンドで落選したグループのフォローアップを行う。 

(1) 落選した原因を分析する。 

スクリーニングを経て、グループの熟度や申請書の内

容が相対的に劣ると判断された。申請書への記載内容

と現実が乖離している例も多かった。グループの多く

は申請のために新規にグループ化が図られた模様。

2011 年～2012 年に実施。 

(2) FTC 及び ROC が、第 2 ラウンド用

の対象ケベレ及びOVOPグループ選定基

準について協議し決定する。 

2012 年 4 月～5 月にかけて実施済み。ガイドライン（第

2 版）に選定基準を明記。2012 年 5 月 8 日の WS に先

立ち、各 WOC に基準に沿って 8 つのケベレを選定させ

た。 

 

成果 4：OVOP 活動を普及させるための基盤が、州及び連邦レベルで整備される。 

4-1 OVOP 広報資料を準備する。 

(1) OVOP プロジェクトポスターを準

備し、配布する。 

①2010年 5－6月にOVOPのコンセプトを会話式の絵で

表した 4 枚程度のものを作成し、同年 7 月の SG2000 の

WS にて展示。その後同年 9－10 月にアムハラ語版を作

成し、FTC、ROC、WOC 等へ配布（2010 年 11 月の啓

もう WS 等にて）。 

②2010 年 12 月～2 月にかけて大判 1 枚紙のポスターを

作成し、500 枚印刷済み（運営指導対処方針会議資料よ

り）。同年 2 月 MoA、BoA、各 FCDN 事務所、ゾーン

オフィスへ配布。2012 年 6 月に、各 WOC メンバー事

務所へ配布。 

(2) OVOP プロジェクトパンフレット

を作成・配布する。 

2011 年 9 月に 500 部印刷済み。英語・アムハラ語の両

言語で作成。 

(3) OVOP プロジェクトステッカーを

準備、配布する。 

①2010 年 12 月にステッカーロゴ案を起案。2012 年 4

月現在商標登録のための手続き中。 

②2012 年 2－3 月に、封筒用ラベルを 500 枚作成。 

(4) OVOP プロジェクト T シャツ・キ

ャップを作成し、配布する。 

①2010 年 10 月にポロシャツ、2011 年 2 月に T シャツ

を作成。11 月と 2 月に行われた OVOP ワークショップ

等において、参加者に配布。2 年次使用分も含めて発注

済み。配布先は、前者は FTC、ROC、WOC、DA、後者

は FTC、ROC、ZOT、WOC、ケベレ首長、OVOP パー
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トナー。2012 年 5－6 月にかけて、DA、CO、WOC、

ZOT、FCDN に配布。 

②キャップは 2011 年 1 月に作成し、JCC、FTC、RSC、

ROC メンバーに配布。2012 年 5－6 月にかけて、DA、

CO に配布。 

(5) 必要に応じて他の広報資料を作成

する。 

①2011 年 2 月～3 月にかけて、ノートパッドとボール

ペンを作成。同年 2 月に開催された OVOP ワークショ

ップにおいて参加者へ配布。 

②2010 年度に、バナナの繊維で作った紙を使用したビ

ジネスカードを作成し、FTC 全員が使用。2012 年 2－3

月に、以下調達。 

③バッグ 500 個、④ウインドブレーカー500 着、⑤シ

ョール/スカーフ 500 枚、⑥看板 14 個（各グループ 1

個）、⑦ノートパッド 800 部、⑧ペン 800 本。 

JCC/FTC/ZOT/RSC/ROC/WOC メンバー、WS 参加の

DA、CO、OVOP パートナー等に配布。 

4-2 OVOP 関連の情報を外部へ発信する。 

(1) OVOP ニュースレターを四半期ご

とに発行する。 

①Vol.1 発行済み（2010 年 6－8 月活動分） 

②Vol.2（2011 年 7 月） 

③Vol.3（2011 年 10－12 月）を 2012 年 3 月に開催され

た Annual Review Meeting の際に関係者に配布。 

④Vol.4（2012 年 1－3 月）を 2012 年 4 月に農業省副大

臣、JCC、FTC、RSC、ROC、ZOT、WOC、DA、CO へ

配布。JICA 事務所から一斉メール発信。 

(2) National Model Farmers Rewarding 

Days に参加する。 
進捗なし。 

(3) OVOP 関連活動を新聞、ラジオ、テ

レビなどのメディアを通じ広報する。 
進捗なし。 

(4) OVOP プロジェクト活動をドナー

が主催するセミナー/ワークショップで

紹介する。 

進捗なし。 

4-3 OVOP 関連情報を関係者と交換する。 

(1) JCC 及び RSC メンバーのための現

場視察を行う。 

2012 年 3 月 2 日に実施。ゲタの 2 グループ（竹細工、

大麦加工）、ボロソボンベの 2 グループ（ショウガ、

マンゴージャム）、アルバミンチの 3 グループを視察。

参加者は RSC（2 名）、ROC（6 名）、FTC（1 名）、

OVOP パートナー（3 名）で、2 チームに分けて訪問。
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ゾーンとワレダレベルの関係者も参加。 

(2) 年次活動レビュー会議を開催す

る。 

ワレイタゾーンのソドにて、2012 年 3 月 3 日 の午前中

に開催。RSC、ROC、FTC、OVOP パートナー、Zone 

OVOP Team、各 WOC、ケベレ首長、グループの代表者、

JICA エチオピア事務所から、計 76 名（プロジェクト

スタッフを除く）が参加した（石川 Exp2012 年 3 月報

告）。 

（出所：中間評価レビュー調査の結果、プロジェクト事務所資料） 
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：
運

営
指

導
調

査
が

エ
チ

オ
ピ

ア
訪

問
中

の
2
0
1
1
年

6
月

2
1
日

に
開

催
。

同
調

査
団

か
ら

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
対

し
て

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

へ
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
の

作
成

支
援

や
他

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

と
の

連
携

な
ど

に
関

す
る

提
言

が
な

さ
れ

た
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

(2
) 

F
T
C

会
議

を
毎

月
開

催
す

る
。

F
T
C

の
開

催
記

録
、

議
事

録
、

参
加

者
数

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
年

次
は

、
月

2
回

開
催

。
2
年

次
は

、
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
へ

の
支

援
が

主
な

活
動

に
な

る
た

め
毎

月
1
回

（
2
－

8
週

間
）
の

頻
度

で
開

催
。

出
席

者
は

同
じ

メ
ン

バ
ー

に
固

定
さ

れ
つ

つ
あ

り
、

欠
席

者
も

固
定

さ
れ

る
傾

向
。

2
0
1
1
年

1
2
月

2
0
日

、
2
0
1
2
年

2
月

、
4
月

（
3
回

、
う

ち
2
回

は
R

O
C

と
合

同
）
（
石

川
E
xp

1
2
月

報
告

）
。

(3
) 

R
S
C

会
議

を
四

半
期

ご
と

に
開

催
す

る
。

R
S
C

の
開

催
記

録
、

議
事

録
、

参
加

者
数

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

R
S
C

は
、

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

報
告

を
兼

ね
て

四
半

期
ご

と
に

開
催

さ
れ

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
。

1
年

次
は

、
2
0
1
1
年

2
月

に
R

S
C

－
①

開
催

。
2
年

次
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
、

2
0
1
1
年

8
月

3
1
日

～
9
月

1
日

に
か

け
て

行
わ

れ
、

そ
の

後
R

S
C

－
②

が
2
0
1
1
年

9
月

6
日

に
開

催
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

R
S
C

－
③

：
2
0
1
1
年

1
1
月

7
日

に
開

催
（
非

公
式

）
。

R
S
C

－
④

：
2
0
1
2
年

3
月

3
日

A
n
n
u
al

 R
e
vi

e
w

 M
e
e
ti
n
g 

の
あ

と
に

R
S
C

 会
合

を
開

催
し

、
J
IC

A
 エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
を

含
む

1
5
 名

が
出

席
（
石

川
E
xp

3
月

報
告

）
。

(4
) 

R
O

C
会

議
を

1
カ

月
に

2
回

（
隔

週
）
開

催
す

る
。

R
O

C
の

開
催

記
録

、
議

事
録

、
参

加
者

数
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
年

次
は

月
1
回

の
ペ

ー
ス

で
開

催
。

2
年

次
か

ら
第

1
・
3
火

曜
日

の
1
4
時

か
ら

と
日

時
を

固
定

し
て

開
催

。
出

席
率

は
芳

し
く
な

い
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

2
－

4
週

間
の

頻
度

で
開

催
。

2
年

次
、

2
0
1
1
年

1
1
月

（
非

公
式

）
、

1
2
月

、
2
0
1
2
年

1
月

（
1
回

）
、

2
月

（
3
回

）
、

3
月

（
1
回

）
、

4
月

（
3
回

、
う

ち
2
回

は
F
T
C

と
合

同
）
。

(5
) 

四
半

期
ご

と
に

Z
O

T
へ

の
情

報
提

供
を

行
う

。
Z
O

T
へ

の
送

付
文

書
、

方
法

、
タ

イ
ミ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

エ
チ

オ
ピ

ア
農

業
省

は
、

将
来

、
O

V
O

P
活

動
を

対
象

地
域

外
に

普
及

さ
せ

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

る
。

そ
の

場
合

、
Z
O

T
の

役
割

が
重

要
に

な
っ

て
く
る

た
め

、
Z
O

T
メ

ン
バ

ー
に

は
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

配
布

や
訪

問
等

で
必

要
に

応
じ

て
情

報
共

有
し

た
り

、
フ

ィ
ー

ル
ド

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

や
啓

も
う

W
S
に

参
加

し
て

も
ら

う
な

ど
し

て
い

た
（
四

半
期

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

は
作

成
さ

れ
て

お
ら

ず
）
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
第

2
版

）
で

は
、

四
半

期
フ

ィ
ー

ル
ド

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

参
加

に
加

え
、

Z
O

T
に

四
半

期
会

合
を

開
催

し
て

も
ら

う
こ

と
と

し
て

い
る

。

(6
) 

W
O

C
を

1
カ

月
に

2
回

（
隔

週
）
開

催
す

る
。

W
O

C
の

開
催

記
録

、
議

事
録

、
参

加
者

数
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

当
初

は
毎

週
開

催
が

予
定

さ
れ

て
い

た
が

〔
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
第

1
版

）
〕
、

そ
の

後
非

公
式

に
月

2
回

の
開

催
に

変
更

さ
れ

た
。

し
か

し
、

複
数

の
異

な
る

組
織

の
メ

ン
バ

ー
か

ら
構

成
さ

れ
て

い
る

た
め

、
月

2
回

の
開

催
は

難
し

い
と

の
意

見
も

上
が

っ
て

い
る

。
会

議
日

時
、

出
席

者
、

議
事

内
容

は
、

F
C

D
N

を
通

じ
て

F
T
C

、
R

O
C

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

て
い

る
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

W
O

C
の

開
催

頻
度

は
ワ

レ
ダ

に
よ

っ
て

さ
ま

ざ
ま

。
実

際
に

は
、

内
容

を
F
T
C

、
R

O
C

が
き

ち
ん

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

て
い

る
状

態
に

は
な

く
、

む
し

ろ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

か
ら

の
報

告
に

依
存

し
て

い
た

。
W

O
C

議
事

録
も

、
必

ず
し

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

提
出

さ
れ

て
い

た
わ

け
で

は
な

い
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
第

2
版

）
で

は
、

W
O

C
の

月
例

報
告

書
(M

M
R

)を
R

O
C

に
提

出
す

る
こ

と
を

明
記

。

(7
) 

各
委

員
会

の
メ

ン
バ

ー
リ

ス
ト

を
更

新
す

る
。

メ
ン

バ
ー

リ
ス

ト
の

更
新

履
歴

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

開
始

当
初

委
員

会
メ

ン
バ

ー
リ

ス
ト

を
作

成
し

た
が

、
2
0
1
0
年

1
0
月

の
政

府
の

組
織

再
編

に
よ

り
メ

ン
バ

ー
に

変
更

が
生

じ
た

た
め

、
2
0
1
2
年

5
月

に
リ

ス
ト

改
訂

し
た

。

評
価

設
問

エ
チ

オ
ピ

ア
国

　
一

村
一

品
促

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

中
間

レ
ビ

ュ
ー

　
評

価
グ

リ
ッ

ド
（
実

施
プ

ロ
セ

ス
：
活

動
の

進
捗

）

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）



－47－

大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

1
-
2
 O

V
O

P
ア

グ
リ

・
ビ

ジ
ネ

ス
・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
開

発
し

、
必

要
に

応
じ

て
改

訂
を

行
う

。

(1
) 

第
1
ラ

ウ
ン

ド
で

行
っ

た
O

V
O

P
意

識
化

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
か

ら
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
選

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
レ

ビ
ュ

ー
（
評

価
）
す

る
た

め
の

調
査

を
実

施
す

る
。

調
査

実
施

者
、

調
査

内
容

、
調

査
月

日
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

第
1
ラ

ウ
ン

ド
の

レ
ビ

ュ
ー

実
施

時
（
2
0
1
2
年

1
月

～
3
月

）
に

、
活

動
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

含
め

た
実

施
プ

ロ
セ

ス
評

価
を

実
施

し
た

。

(2
) 

第
1
ラ

ウ
ン

ド
の

レ
ビ

ュ
ー

を
行

う
。

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
2
年

3
月

～
4
月

に
第

1
ラ

ウ
ン

ド
の

レ
ビ

ュ
ー

を
実

施
（
石

川
E
xp

2
月

、
3
月

報
告

）
。

選
定

プ
ロ

セ
ス

だ
け

で
な

く
、

全
行

程
に

つ
い

て
レ

ビ
ュ

ー
。

(3
) 

O
V

O
P

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

改
訂

す
る

。
プ

ロ
グ

ラ
ム

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
改

訂
に

係
る

作
業

記
録

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
2
年

3
月

～
4
月

に
F
T
C

及
び

R
O

C
で

第
1
ラ

ウ
ン

ド
の

レ
ビ

ュ
ー

を
F
T
C

、
R

S
C

、
R

O
C

メ
ン

バ
ー

と
共

に
行

い
、

そ
の

後
4
月

～
5
月

に
か

け
て

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
改

訂
作

業
を

実
施

し
、

5
月

初
頭

に
第

2
版

完
成

。

(4
) 

O
V

O
P

応
募

用
紙

を
改

訂
す

る
。

応
募

用
紙

（
オ

リ
ジ

ナ
ル

）
と

改
訂

版
用

紙
（
内

容
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

応
募

用
紙

に
記

載
す

る
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

に
つ

い
て

、
よ

り
詳

細
な

内
容

を
求

め
る

こ
と

で
合

意
（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
。

そ
の

場
合

、
ワ

レ
ダ

と
ケ

ベ
レ

レ
ベ

ル
の

ス
タ

ッ
フ

の
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
重

要
と

な
る

。
ま

た
、

迅
速

な
デ

ー
タ

収
集

の
た

め
に

、
G

（
グ

ル
ー

プ
）
の

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

の
よ

り
具

体
的

な
表

記
を

求
め

て
い

く
こ

と
に

な
っ

た
。

2
0
1
2
年

4
月

～
5
月

に
改

訂
済

み
。

(5
) 

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

選
定

用
ス

コ
ア

シ
ー

ト
（
書

類
選

考
及

び
現

場
審

査
）
を

改
訂

す
る

ス
コ

ア
シ

ー
ト

（
オ

リ
ジ

ナ
ル

）
と

改
訂

版
ス

コ
ア

シ
ー

ト
（
改

訂
内

容
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

第
1
ラ

ウ
ン

ド
レ

ビ
ュ

ー
に

お
い

て
、

選
定

時
に

用
い

る
ス

コ
ア

の
標

準
化

に
向

け
た

提
言

が
な

さ
れ

た
。

結
果

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
中

の
該

当
部

分
（
選

定
プ

ロ
セ

ス
）
の

記
載

内
容

を
よ

り
明

確
化

す
る

こ
と

と
な

っ
た

（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
。

2
0
1
2
年

4
月

～
5
月

に
改

訂
済

み
。

8
月

1
8
日

に
、

R
S
C

、
R

O
C

メ
ン

バ
ー

1
8
名

、
8
月

2
6
日

～
2
8
日

に
R

O
C

及
び

W
O

C
メ

ン
バ

ー
2
9
名

に
対

し
て

意
識

化
W

S
を

実
施

（
於

勢
E
xp

1
年

次
報

告
書

）
。

(1
) 
R

O
C

及
び

F
T
C

が
W

O
C

及
び

D
A

に
対

す
る

O
V

O
P

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

す
る

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
記

録
月

日
、

参
加

者
数

、
プ

レ
ゼ

ン
タ

ー
、

内
容

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
対

す
る

プ
レ

ゼ
ン

タ
ー

及
び

D
A

の
評

価
（
感

想
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

D
A

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
F
T
C

・
R

O
C

→
2
0
1
0
年

1
1
月

3
日

に
二

手
に

分
か

れ
て

実
施

：
2
つ

の
ワ

レ
ダ

（
ア

ン
ド

ラ
チ

ャ
、

ゲ
タ

）
の

W
O

C
・
D

A
（
於

ジ
ン

マ
）
3
9
名

＋
3
つ

の
ワ

レ
ダ

（
ア

ル
バ

ミ
ン

チ
、

ボ
ロ

ソ
ボ

ン
ベ

、
ラ

ン
フ

ァ
ロ

）
の

W
O

C
・
D

A
7
4
名

（
於

ソ
ド

）
（
2
0
1
0
年

1
1
月

於
勢

E
xp

報
告

書
）

②
W

O
C

の
メ

ン
バ

ー
の

大
半

が
異

動
し

た
こ

と
を

受
け

、
2
0
1
1
年

2
月

に
O

V
O

P
W

S
を

開
催

（
2
G

に
分

か
れ

て
、

各
1
日

）
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

2
月

報
告

書
）
〔
2
月

1
8
日

：
R

O
C

 1
3
名

、
2
月

2
4
日

：
2
つ

の
ワ

レ
ダ

（
ボ

ロ
ソ

ボ
ン

ベ
、

ラ
ン

フ
ァ

ロ
）
の

W
O

C
と

2
つ

の
ゾ

ー
ン

（
ワ

レ
イ

タ
、

セ
ル

テ
ィ

）
の

Z
O

T
メ

ン
バ

ー
3
9
名

、
2
月

2
5

日
：
3
つ

の
ワ

レ
ダ

（
ア

ン
ド

ラ
チ

ャ
、

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

、
ゲ

タ
）
の

W
O

C
と

3
つ

の
ゾ

ー
ン

（
シ

ェ
カ

、
ガ

モ
ゴ

フ
ァ

、
グ

ラ
ゲ

）
の

Ｚ
Ｏ

Ｔ
メ

ン
バ

ー
5
5
名

〕
。

前
回

の
教

訓
を

生
か

し
、

今
回

の
W

S
で

は
、

W
O

C
メ

ン
バ

ー
だ

け
で

な
く
、

現
場

で
の

活
動

の
核

と
な

る
Z
O

T
メ

ン
バ

ー
及

び
ケ

ベ
レ

首
長

も
対

象
と

し
た

（
於

勢
E
xp

 2
0
1
1
年

2
月

報
告

）
。

W
S
の

内
容

も
、

1
年

次
目

と
比

べ
て

変
化

あ
り

：
ビ

デ
オ

上
映

、
O

V
O

P
産

品
の

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
戦

略
に

関
す

る
G

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
小

規
模

事
業

の
視

察
な

ど
が

追
加

さ
れ

て
い

る
。

③
2
0
1
2
年

5
月

8
日

に
ジ

ン
マ

及
び

ソ
ド

で
開

催
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
第

2
版

）
、

改
訂

さ
れ

た
手

順
等

を
説

明
。

W
O

C
、

Z
O

T
、

各
ワ

レ
ダ

当
た

り
8
 つ

の
ケ

ベ
レ

を
担

当
す

る
普

及
員

（
D

A
）
と

C
O

（
協

同
組

合
）
が

、
計

1
2
4
 名

参
加

。

成
果

1
「
O

V
O

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
の

募
集

・
審

査
シ

ス
テ

ム
が

確
立

す
る

」
に

対
す

る
活

動
の

進
捗

1
-
3
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
C

/
P

に
対

し
て

O
V

O
P

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

す
る

。



－48－

大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

1
-
4
  

D
A

及
び

W
O

C
が

ケ
ベ

レ
の

住
民

に
対

し
て

意
識

化
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
開

催
す

る
。

(1
) 
D

A
及

び
W

O
C

が
ケ

ベ
レ

に
お

い
て

O
V

O
P

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
説

明
会

を
開

催
す

る
。

説
明

会
の

開
催

記
録

（
月

日
、

参
加

者
数

、
内

容
な

ど
）
、

説
明

会
に

対
す

る
参

加
者

の
評

価
（
感

想
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

ケ
ベ

レ
、

D
A

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

(2
) 

D
A

の
支

援
の

下
、

O
V

O
P

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

応
募

す
る

た
め

の
グ

ル
ー

プ
を

ケ
ベ

レ
に

お
い

て
結

成
す

る
。

ど
の

よ
う

な
流

れ
で

結
成

し
た

か
？

自
助

に
よ

る
も

の
/
D

A
に

よ
る

推
薦

/
ワ

レ
ダ

H
e
ad

に
よ

る
推

薦
・
指

名
・
任

命

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

ケ
ベ

レ
、

D
A

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

(3
) 

D
A

が
結

成
さ

れ
た

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

申
込

用
紙

の
書

き
方

、
W

O
C

へ
の

提
出

方
法

に
つ

い
て

指
導

を
行

う
。

指
導

回
数

、
指

導
対

象
グ

ル
ー

プ
、

月
日

、
D

A
の

技
術

指
導

に
対

す
る

グ
ル

ー
プ

の
評

価
（
感

想
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

ケ
ベ

レ
、

D
A

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

1
-
5
 O

V
O

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

へ
の

応
募

グ
ル

ー
プ

選
定

作
業

を
行

う
。

(1
) 

W
O

C
が

第
1
次

審
査

（
書

類
選

考
）
を

行
う

。

応
募

者
数

（
総

数
）
、

第
1
審

査
（
書

類
選

考
）

で
の

選
定

数
、

ス
ム

ー
ズ

に
選

定
作

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

か
？

書
類

選
考

時
の

問
題

＆
疑

問
点

＆
不

明
点

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

、
W

O
C

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

(2
) 

書
類

選
考

に
通

過
し

た
グ

ル
ー

プ
の

応
募

用
紙

を
W

O
C

か
ら

R
O

C
へ

提
出

す
る

。

提
出

月
日

、
流

れ
、

ス
ム

ー
ズ

に
提

出
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

？
提

出
に

あ
た

っ
て

の
問

題
点

＆
疑

問
点

＆
不

明
点

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

、
W

O
C

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

(3
) 

R
O

C
及

び
F
T
C

が
第

2
次

審
査

（
書

類
選

考
）
を

行
う

。

第
2
次

審
査

（
書

類
選

考
）
の

実
施

月
日

、
出

席
者

（
審

査
者

）
、

選
定

数
、

ス
ム

ー
ズ

に
選

定
作

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

か
？

書
類

選
考

時
の

問
題

＆
疑

問
点

＆
不

明
点

な
ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

、
R

O
C

/
F
T
C

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
2
0
1
1
年

1
月

R
O

C
に

お
い

て
2
次

審
査

（
書

類
選

考
）
が

実
施

さ
れ

、
2
2
G

/
4
5
G

ま
で

絞
り

込
ま

れ
た

。
※

旧
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

は
、

R
O

C
で

は
な

く
、

R
S
C

に
て

2
次

審
査

を
実

施
と

記
載

。
②

第
2
ラ

ウ
ン

ド
の

書
類

審
査

は
2
0
1
2
年

7
月

上
旬

の
予

定
〔
な

お
、

F
T
C

は
審

査
は

行
わ

な
い

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
専

門
家

は
参

加
）
〕
。

(4
) 

第
2
次

選
考

を
通

過
し

た
グ

ル
ー

プ
に

対
し

て
、

R
O

C
及

び
F
T
C

が
現

場
審

査
を

行
う

。

現
場

審
査

の
実

施
月

日
、

実
施

者
（
数

）
、

現
場

審
査

は
ス

ム
ー

ズ
に

行
わ

れ
た

か
？

現
場

審
査

に
お

け
る

問
題

点
、

疑
問

点
、

不
明

点
な

ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

ワ
レ

ダ
住

民

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

・
R

O
C

と
F
T
C

の
メ

ン
バ

ー
が

2
つ

の
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

、
第

2
次

審
査

を
通

過
し

た
2
2
G

 に
対

す
る

現
場

視
察

を
実

施
し

た
（
2
0
1
1
年

1
月

1
8
日

～
2
6
日

）
。

現
場

視
察

の
結

果
、

最
終

的
に

1
5
G

が
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

選
ば

れ
た

。
※

現
場

審
査

に
お

い
て

は
、

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
難

し
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

F
T
C

と
R

O
C

の
メ

ン
バ

ー
が

チ
ー

ム
に

分
か

れ
、

1
グ

ル
ー

プ
約

2
名

か
ら

成
る

チ
ー

ム
で

現
場

視
察

を
行

っ
た

（
1
年

次
）
。

よ
り

客
観

的
な

審
査

の
た

め
に

は
、

で
き

る
だ

け
多

く
の

メ
ン

バ
ー

で
現

場
審

査
を

行
う

こ
と

が
望

ま
れ

る
（
原

E
xp

報
告

書
)。

・
現

場
審

査
時

に
用

い
る

選
定

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

が
、

人
に

よ
っ

て
異

な
り

、
妥

当
な

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

が
選

ば
れ

な
い

可
能

性
が

あ
る

（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

主
た

る
選

定
基

準
は

、
①

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
ー

、
②

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
、

③
ビ

ジ
ネ

ス
環

境
、

④
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
開

発
へ

の
貢

献
度

で
あ

っ
た

。
・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
第

2
版

）
で

は
少

な
く
と

も
R

O
C

2
名

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

1
名

で
審

査
を

行
う

こ
と

に
改

正
（
F
T
C

は
オ

ブ
ザ

ー
バ

ー
参

加
）
。

審
査

基
準

も
改

訂
。

(5
) 

R
O

C
及

び
F
T
C

が
最

終
選

考
会

議
を

開
催

す
る

。
選

考
会

議
の

開
催

月
日

、
議

事
内

容
、

選
定

作
業

に
対

す
る

課
題

＆
改

善
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

R
O

C
で

最
終

決
定

、
F
T
C

で
承

認
。

農
業

省
か

ら
対

象
5
ワ

レ
ダ

に
結

果
を

書
面

で
通

知
（
2
0
1
1
年

1
月

2
8
日

）
。

R
S
C

及
び

R
O

C
、

W
O

C
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
意

識
化

W
S
を

行
っ

て
か

ら
5
カ

月
半

、
R

S
C

、
W

O
C

、
D

A
に

対
し

て
選

定
プ

ロ
セ

ス
の

説
明

を
行

っ
て

か
ら

3
カ

月
か

か
っ

た
（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
。

・
2
0
1
0
年

1
1
月

1
9
日

～
2
9
日

に
か

け
て

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

い
た

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

の
選

定
→

住
民

に
対

す
る

O
V

O
P

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
→

タ
ー

ゲ
ッ

ト
ケ

ベ
レ

に
お

い
て

グ
ル

ー
プ

の
結

成
と

い
う

流
れ

で
作

業
を

実
施

（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
　

第
2
ラ

ウ
ン

ド
で

は
、

省
略

。
・
2
0
1
0
年

8
月

に
、

W
O

C
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
意

識
化

W
S
を

行
っ

た
あ

と
に

、
対

象
ケ

ベ
レ

が
決

定
。

各
ワ

レ
ダ

に
お

け
る

ケ
ベ

レ
数

及
び

人
口

、
付

加
価

値
の

可
能

性
の

あ
る

資
源

の
有

無
に

注
目

し
、

3
－

5
ケ

ベ
レ

の
割

合
で

選
定

さ
れ

た
（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
。

・
W

O
C

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

＋
D

A
が

住
民

集
め

→
対

象
2
0
ケ

ベ
レ

で
実

施
（
複

層
構

造
/
カ

ス
ケ

ー
ド

方
式

採
用

）
（
2
0
1
0
年

1
1
月

1
8
日

～
2
3
日

）
。

2
0
の

ケ
ベ

レ
で

、
合

計
4
,9

6
8
人

（
男

：
4
,0

1
8
、

女
：
9
5
0
）
が

参
加

。
O

V
O

P
に

高
い

関
心

が
示

さ
れ

た
（
於

勢
E
xp

2
0
1
0
年

1
1
月

報
告

書
）
。

・
住

民
へ

の
応

募
用

紙
の

記
載

方
法

の
説

明
は

、
W

O
C

及
び

D
A

が
担

当
。

指
導

回
数

は
1
回

。
ア

ル
バ

ミ
ン

チ
及

び
ラ

ン
フ

ァ
ロ

で
は

D
A

が
、

ボ
ル

ソ
ボ

ン
ベ

で
は

W
O

C
メ

ン
バ

ー
が

説
明

（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
。

第
2
ラ

ウ
ン

ド
の

説
明

は
、

2
0
1
2
年

5
月

に
実

施
。

第
2
ラ

ウ
ン

ド
で

は
、

「
応

募
」
で

は
な

く
、

「
プ

ロ
ポ

ー
ザ

ル
」
と

い
う

表
記

に
改

訂
。

D
A

や
C

O
が

、
W

O
C

の
監

督
の

下
、

応
募

グ
ル

ー
プ

を
支

援
す

る
。

①
2
0
1
0
年

1
2
月

末
～

2
0
1
1
年

1
月

第
1
週

ま
で

に
、

対
象

5
ワ

レ
ダ

で
合

計
7
6
の

申
込

書
が

W
O

C
に

提
出

さ
れ

、
O

V
O

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
添

付
さ

れ
て

い
る

審
査

シ
ー

ト
を

用
い

て
書

類
審

査
を

実
施

し
た

。
W

O
C

に
お

け
る

第
1

審
査

に
お

い
て

、
４

５
G

/
7
6
G

に
絞

ら
れ

た
（
於

勢
E
xp

1
月

報
告

）
。

※
申

込
書

提
出

期
限

は
、

1
2
月

1
7
日

で
あ

っ
た

が
、

期
日

に
提

出
さ

れ
た

申
込

書
は

な
く
、

1
2

月
3
1
日

時
点

で
申

込
書

の
準

備
が

で
き

て
い

た
の

は
、

ラ
ン

フ
ァ

ロ
、

ゲ
タ

、
ボ

ロ
ソ

ボ
ン

ベ
の

3
つ

の
ワ

レ
ダ

の
み

で
、

う
ち

ゲ
タ

の
み

が
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

を
終

了
し

て
い

た
（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
。

②
第

2
ラ

ウ
ン

ド
は

、
2
0
1
2
年

6
月

に
実

施
予

定
。
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大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

2
-
1
 O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

を
発

掘
す

る
。

(1
) 

ド
ナ

ー
が

開
催

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
セ

ミ
ナ

ー
等

に
参

加
し

、
O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

情
報

を
収

集
す

る
。

ド
ナ

ー
主

催
の

W
S
ま

た
は

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

実
績

、
収

集
情

報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

(2
) 

C
/
P

に
照

会
さ

れ
た

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
を

訪
問

し
、

情
報

収
集

を
行

う
。

訪
問

先
O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

、
数

、
分

野
、

収
集

情
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

(3
)第

2
ラ

ウ
ン

ド
の

グ
ル

ー
プ

選
定

が
終

了
し

た
時

点
で

、
 メ

デ
ィ

ア
を

通
じ

た
O

V
O

P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

宣
伝

を
行

う
こ

と
で

、
O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

を
募

集
す

る
。

メ
デ

ィ
ア

を
通

じ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
広

報
実

績
、

広
報

の
効

果
（
O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

は
募

集
で

き
た

か
？

）
、

こ
の

ほ
か

に
募

集
に

あ
た

っ
て

行
っ

た
こ

と
は

あ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

進
捗

な
し

。

(4
) 

上
記

(1
)～

(3
)で

得
た

情
報

を
基

に
、

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
リ

ス
ト

を
作

成
す

る
。

パ
ー

ト
ナ

ー
リ

ス
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

更
新

の
必

要
性

は
あ

る
が

、
作

成
済

み
。

2
0
1
1
年

2
月

現
在

で
3
0
の

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
（
候

補
）
を

リ
ス

ト
化

。

2
-
2
 O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
が

販
売

活
動

の
準

備
を

進
め

る
。

(1
) 

第
1
年

次
に

選
定

さ
れ

た
対

象
5
ワ

レ
ダ

に
関

す
る

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

で
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

の
解

析
及

び
調

査
結

果
の

最
終

化
を

図
る

。
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
デ

ー
タ

解
析

結
果

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

(2
) 

第
1
年

次
に

対
象

ケ
ベ

レ
に

関
し

て
実

施
さ

れ
た

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

で
収

集
し

た
デ

ー
タ

解
析

及
び

調
査

結
果

の
最

終
化

を
図

る
。

対
象

ケ
ベ

レ
で

得
ら

れ
た

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
解

析
結

果
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

(3
) 

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

に
関

す
る

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
を

基
に

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

を
作

成
す

る
。

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

に
関

す
る

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
、

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

O
V

O
P

主
要

産
品

の
候

補
が

2
0
1
1
年

1
月

2
8
日

に
特

定
（
原

E
xp

報
告

書
)。

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

は
2
0
1
1
年

7
月

～
8
月

に
作

成
済

み
。

2
0
1
1
年

2
月

～
3
月

に
各

ケ
ベ

レ
・

グ
ル

ー
プ

に
対

す
る

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

を
実

施
。

結
果

を
取

り
ま

と
め

中
。

不
明

な
デ

ー
タ

や
整

合
性

に
疑

問
が

あ
る

デ
ー

タ
が

多
々

あ
り

、
デ

ー
タ

の
取

り
直

し
な

ど
を

行
い

、
最

終
取

り
ま

と
め

段
階

。

(4
) 
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

行
い

、
各

グ
ル

ー
プ

に
必

要
と

な
る

支
援

を
特

定
す

る
。

ニ
ー

ズ
ア

セ
ス

メ
ン

ト
実

施
主

体
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
結

果

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
1
年

3
月

～
1
1
月

に
か

け
て

特
定

。

(5
) 

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
作

成
の

た
め

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

者
、

月
日

、
場

所
、

内
容

、
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

側
の

評
価

（
感

想
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
が

確
定

し
た

グ
ル

ー
プ

か
ら

順
番

に
、

パ
ー

ト
ナ

ー
が

グ
ル

ー
プ

を
訪

問
し

、
メ

ン
バ

ー
の

生
産

活
動

状
況

（
土

地
、

作
業

場
候

補
、

生
産

量
、

電
気

や
水

へ
の

ア
ク

セ
ス

な
ど

）
の

確
認

を
実

施
し

た
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
は

、
グ

ル
ー

プ
訪

問
後

1
）
作

業
場

設
置

計
画

、
2
）
必

要
資

機
材

リ
ス

ト
、

3
）
技

術
研

修
計

画
を

作
成

し
た

。
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

作
成

は
2
0
1
1
年

1
1
月

～
1
2
月

に
実

施
。

(6
) 

上
記

(4
)及

び
（
5
）
を

通
じ

、
必

要
と

な
る

資
機

材
の

調
達

計
画

を
策

定
す

る
。

資
機

材
調

達
計

画
策

定
者

、
内

容
、

作
成

月
日

、
作

成
方

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

上
記

（
1
）
及

び
（
4
）
の

結
果

に
基

づ
き

、
資

機
材

の
調

達
計

画
及

び
工

事
計

画
を

策
定

済
み

（
小

規
模

ビ
ジ

ネ
ス

支
援

専
門

家
）
。

2
0
1
1
年

6
月

～
2
0
1
2
年

2
月

に
か

け
て

実
施

済
み

。

(7
)　

（
6
）
で

作
成

さ
れ

た
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

、
必

要
な

資
機

材
を

調
達

す
る

。
資

機
材

調
達

月
日

、
調

達
に

あ
た

っ
て

の
問

題
点

・
課

題
、

機
材

管
理

簿

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

機
材

調
達

は
首

都
に

集
中

す
る

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

が
中

心
と

な
り

調
達

し
た

ほ
か

、
資

材
等

の
一

部
は

F
C

D
N

が
中

心
と

な
り

見
積

も
り

な
ど

を
各

地
に

て
取

り
付

け
、

W
O

C
が

承
認

し
た

リ
ス

ト
及

び
金

額
に

従
っ

て
現

地
調

達
し

た
（
石

川
E
xp

2
0
1
1
年

1
2
月

報
告

）
。

2
0
1
1
年

7
月

～
2
0
1
2
年

3
月

に
実

施
済

み
。

実 施 プ ロ セ ス

①
IT

C
主

催
の

S
pi

c
e
 S

e
c
to

r 
W

o
rk

sh
o
p
(7

月
）
、

S
N

V
主

催
の

H
o
n
e
y 

S
e
c
to

r
W

o
rk

sh
o
p
（
8
月

）
に

参
加

。
②

2
0
1
1
年

2
月

に
開

催
さ

れ
た

F
T
C

/
R

O
C

合
同

会
議

で
O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

に
関

す
る

情
報

交
換

を
実

施
。

1
）
C

/
P

か
ら

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

、
2
）
他

ド
ナ

ー
に

よ
る

セ
ミ

ナ
ー

等
へ

の
参

加
、

3
）
バ

ザ
ー

等
の

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

、
4
）
J
IC

A
関

係
者

か
ら

の
情

報
提

供
な

ど
を

通
じ

、
第

1
年

次
に

、
2
3
の

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
（
候

補
）
と

コ
ン

タ
ク

ト
を

と
っ

て
、

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
協

力
を

依
頼

済
み

（
活

動
実

施
報

告
書

）
。

他
の

J
IC

A
E
ｘ
ｐ
や

J
O

C
V

な
ど

か
ら

も
情

報
収

集
。

2
0
1
1
年

8
月

時
点

で
、

1
5
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
技

術
パ

ー
ト

ナ
ー

は
ほ

ぼ
め

ど
が

つ
い

た
が

、
詳

細
を

詰
め

る
段

階
で

変
更

・
調

整
を

要
し

た
〔
E
c
o
pi

a、
B

e
za

 M
ar

、
T
e
sf

ay
e
、

T
R

T
C

、
M

A
R

C
、

南
部

流
通

開
調

、
内

部
リ

ソ
ー

ス
（
M

o
A

、
B

o
A

、
Z
o
n
e
 A

gr
ic

. 
O

ff
ic

e
）
を

活
用

し
た

〕
。

対
象

5
ワ

レ
ダ

に
質

問
票

を
配

布
し

、
2
0
1
0
年

8
月

～
9
月

に
か

け
て

回
収

。
未

記
入

部
分

が
あ

っ
た

た
め

、
追

加
調

査
実

施
中

（
2
0
1
1
年

9
月

現
在

：
於

勢
E
xp

報
告

書
）
。

結
果

を
取

り
ま

と
め

中
。

不
明

な
デ

ー
タ

や
整

合
性

に
疑

問
が

あ
る

デ
ー

タ
が

多
々

あ
り

、
デ

ー
タ

の
取

り
直

し
な

ど
を

行
い

、
最

終
取

り
ま

と
め

段
階

。
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大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

(8
) 

（
6
）
の

計
画

に
基

づ
い

て
、

作
業

場
を

建
設

・
リ

フ
ォ

ー
ム

す
る

。
建

設
・
リ

フ
ォ

ー
ム

の
状

態
、

建
設

・
リ

フ
ォ

ー
ム

時
の

問
題

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
1
年

8
月

～
2
0
1
2
年

3
月

に
か

け
て

実
施

済
み

。
見

積
も

り
の

甘
さ

、
W

O
C

の
精

査
の

甘
さ

、
機

材
リ

ス
ト

か
ら

の
漏

れ
な

ど
が

散
見

さ
れ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

側
の

入
念

な
チ

ェ
ッ

ク
の

必
要

性
、

W
O

C
側

の
精

査
段

階
で

改
善

の
余

地
あ

り
（
石

川
E
xp

2
0
1
2
年

1
月

報
告

）
。

一
方

で
、

例
え

ば
機

材
リ

ス
ト

な
ど

関
連

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
に

入
念

に
確

認
を

し
て

も
ら

っ
た

と
こ

ろ
で

も
漏

れ
が

あ
り

、
そ

の
ビ

ジ
ネ

ス
に

精
通

し
た

人
が

い
な

い
こ

と
も

課
題

。

(9
) 

（
4
）
及

び
（
5
）
に

基
づ

い
て

、
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
研

修
計

画
を

策
定

す
る

。

各
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
研

修
計

画
、

計
画

策
定

の
方

法
、

策
定

方
法

に
対

す
る

グ
ル

ー
プ

の
評

価

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
1
年

8
月

～
1
2
月

に
実

施
済

み
。

2
-
3
 O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
研

修
を

実
施

す
る

。

(1
) 

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

提
供

施
設

・
ト

レ
ー

ナ
ー

を
探

す
。

情
報

収
集

者
、

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

提
供

者
リ

ス
ト

、
検

索
方

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
1
年

7
月

～
1
2
月

に
か

け
て

実
施

済
み

。

(2
) 

産
品

ご
と

に
、

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

技
術

研
修

を
実

施
す

る
。

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

実
施

実
績

、
月

日
、

内
容

、
参

加
者

数
、

研
修

評
価

（
B

yグ
ル

ー
プ

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
ア

ル
バ

ミ
ン

チ
の

バ
ナ

ナ
ペ

ー
パ

ー
G

に
対

す
る

技
術

研
修

〔
2
0
1
1
年

8
月

1
5

日
～

2
0
日

、
8
月

2
9
日

～
9
月

2
日

、
1
0
月

3
日

～
7
日

、
1
0
月

2
3
日

～
2
8
日

、
更

に
1
回

実
施

し
て

い
る

（
作

品
作

り
の

指
導

を
、

1
セ

ッ
シ

ョ
ン

5
日

間
で

合
計

3
回

実
施

）
〕
。

技
術

研
修

は
、

2
0
1
1
年

8
月

～
2
0
1
2
年

3
月

に
か

け
て

ほ
ぼ

終
了

。
う

ち
1

つ
の

研
修

が
、

2
0
1
2
年

5
月

～
6
月

に
順

延
。

(3
) 

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

全
体

に
対

し
て

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
品

質
管

理
等

の
研

修
を

実
施

す
る

。
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
実

施
実

績
、

月
日

、
内

容
、

参
加

者
数

、
研

修
評

価
（
B

yグ
ル

ー
プ

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

研
修

：
マ

ー
ケ

ッ
ト

視
察

を
実

施
：
バ

ナ
ナ

ペ
ー

パ
ー

G
 2

0
1
1

年
7
月

1
5
日

、
竹

細
工

G
同

年
7
月

2
6
日

～
2
8
日

（
訪

問
先

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

②
2
0
1
1
年

8
月

に
基

礎
ビ

ジ
ネ

ス
研

修
を

実
施

。
対

象
は

、
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
メ

ン
バ

ー
、

D
A

合
計

1
5
0
名

に
対

し
て

（
3
0
名

/
各

ワ
レ

ダ
）
実

施
：
8
月

8
日

～
1
2
日

：
ボ

ロ
ソ

ボ
ン

ベ
と

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

の
2
つ

の
ワ

レ
ダ

、
8
月

1
5
日

～
1
9
日

：
ラ

ン
フ

ァ
ロ

、
ゲ

タ
、

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

の
3
つ

の
ワ

レ
ダ

で
実

施
。

W
IS

E
と

い
う

ロ
ー

カ
ル

N
G

O
ス

タ
ッ

フ
が

講
師

を
務

め
た

。
③

2
0
1
2
年

2
月

～
3
月

：
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

指
導

実
施

（
日

本
人

専
門

家
）

(4
) 

W
O

C
、

R
O

C
、

及
び

F
T
C

が
研

修
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

う
。

研
修

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
実

績
（
月

日
、

担
当

者
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
/
助

言
内

容
）
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

対
す

る
グ

ル
ー

プ
の

評
価

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

D
A

、
W

O
C

、
R

O
C

メ
ン

バ
ー

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

一
環

と
し

て
適

宜
フ

ォ
ロ

ー
。

R
O

C
(B

O
M

C
)が

、
ジ

ン
ジ

ャ
ー

グ
ル

ー
プ

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

を
支

援
。

テ
ス

フ
ァ

イ
氏

（
バ

ナ
ナ

ペ
ー

パ
ー

）
が

適
宜

技
術

指
導

を
実

施
。

(5
) 

R
O

C
及

び
F
T
C

が
研

修
実

施
者

の
評

価
を

行
い

、
ト

レ
ー

ナ
ー

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。
評

価
実

績
（
実

施
月

日
、

内
容

、
実

施
者

な
ど

）
、

研
修

に
お

け
る

課
題

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

基
礎

ビ
ジ

ネ
ス

研
修

の
み

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
済

み
。

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

時
期

等
に

つ
い

て
は

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
第

2
版

）
に

項
目

を
追

加
済

み
で

、
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
も

作
成

予
定

。

活
動

の
進

捗

成
果

2
「
対

象
地

域
に

お
け

る
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
へ

の
支

援
シ

ス
テ

ム
が

確
立

す
る

」
に

対
す

る
活

動
の

進
捗



－51－

大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

2
-
4
 マ

イ
ク

ロ
ク

レ
ジ

ッ
ト

に
関

す
る

情
報

収
集

を
行

い
、

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

財
政

支
援

の
選

択
肢

を
提

案
す

る
。

(1
) 

零
細

企
業

グ
ル

ー
プ

に
対

す
る

信
用

支
援

の
情

報
収

集
を

行
う

。
F
in

an
c
ia

l 
A

ss
is

ta
n
c
e
情

報
の

入
手

先
、

入
手

方
法

、
実

施
月

日
、

課
題

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
1
年

7
月

～
8
月

に
実

施
済

み
。

①
エ

チ
オ

ピ
ア

に
は

、
数

多
く
の

S
A

C
C

O
(貯

蓄
・
信

用
組

合
）
が

存
在

し
、

こ
れ

ま
で

に
「
グ

ル
ー

プ
貯

蓄
」
や

「
貯

蓄
あ

っ
て

こ
そ

の
借

入
」
と

い
う

考
え

方
が

住
民

に
浸

透
し

て
い

る
よ

う
に

見
受

け
ら

れ
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

S
A

C
C

O
の

有
効

活
用

が
O

V
O

P
ビ

ジ
ネ

ス
の

自
立

発
展

に
役

立
つ

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

実
際

に
多

く
の

グ
ル

ー
プ

が
S
A

C
C

O
を

兼
ね

て
い

る
。

②
O

M
O

マ
イ

ク
ロ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

＝
南

部
州

の
傘

下
に

あ
る

政
府

系
金

融
機

関
。

州
内

の
ほ

と
ん

ど
の

ワ
レ

ダ
に

支
店

が
あ

り
、

農
村

住
民

に
マ

イ
ク

ロ
ク

レ
ジ

ッ
ト

を
提

供
。

O
M

O
マ

イ
ク

ロ
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
は

、
R

S
C

及
び

W
O

C
の

メ
ン

バ
ー

組
織

と
な

っ
て

お
り

、
対

象
ワ

レ
ダ

の
O

M
O

マ
イ

ク
ロ

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

の
代

表
者

は
、

O
V

O
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
趣

旨
を

既
に

理
解

済
み

（
前

掲
報

告
書

）
。

O
M

O
マ

イ
ク

ロ
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

基
本

的
情

報
は

収
集

済
み

。

(2
) 

零
細

企
業

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

貸
付

を
行

っ
て

い
る

マ
イ

ク
ロ

ク
レ

ジ
ッ

ト
提

供
団

体
の

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

。
団

体
リ

ス
ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

進
捗

な
し

。

2
-
5
 加

工
食

品
及

び
加

工
施

設
に

対
す

る
国

家
基

準
に

つ
い

て
の

情
報

収
集

を
行

う
。

エ
チ

オ
ピ

ア
で

採
用

さ
れ

る
品

質
基

準
、

監
督

省
庁

、
申

請
方

法
な

ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

商
品

基
準

に
つ

い
て

の
情

報
は

収
集

済
み

。
商

品
の

基
準

と
制

定
に

つ
い

て
の

枠
組

み
及

び
施

行
状

況
は

更
に

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
。

①
於

勢
E
xp

：
エ

チ
オ

ピ
ア

基
準

局
（
E
th

io
p
ia

 S
ta

n
d
ar

d
 A

ge
n
c
y：

E
S
A

)を
訪

問
。

中
小

企
業

に
適

用
さ

れ
る

基
準

は
あ

る
が

、
農

村
小

規
模

・
零

細
事

業
（
家

内
事

業
）
用

の
基

準
は

な
し

。
中

小
の

加
工

食
品

企
業

に
対

す
る

加
工

食
品

の
衛

生
基

準
の

設
定

や
企

業
向

け
研

修
は

E
S
A

が
実

施
。

加
工

施
設

に
関

す
る

基
準

設
定

は
、

産
業

省
（
M

o
I)
が

担
当

。
（
同

E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
。

②
農

業
研

究
所

や
ア

ワ
サ

大
学

の
食

品
衛

生
関

連
の

有
識

者
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
加

工
施

設
と

加
工

食
品

の
安

全
基

準
に

対
す

る
情

報
を

整
理

す
る

必
要

あ
り

（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

書
）
。

←
現

地
調

査
で

進
捗

確
認

。
加

工
食

品
の

安
全

基
準

を
満

た
す

施
設

建
設

に
つ

い
て

は
、

ア
ワ

サ
大

学
が

適
切

と
の

こ
と

で
、

ア
ワ

サ
大

学
と

の
連

携
に

つ
い

て
は

、
議

論
済

み
。

今
後

、
必

要
が

あ
れ

ば
連

携
す

る
。

2
-
6
 O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

対
し

て
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

支
援

を
行

う
。

(1
) 
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
を

紹
介

す
る

。
各

グ
ル

ー
プ

に
対

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
リ

ス
ト

、
紹

介
方

法
、

グ
ル

ー
プ

の
同

支
援

に
対

す
る

感
想

（
評

価
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

2
0
1
1
年

7
月

～
1
2
月

に
全

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

技
術

パ
ー

ト
ナ

ー
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

終
了

。
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
パ

ー
ト

ナ
ー

の
マ

ッ
チ

ン
グ

が
課

題
（
前

掲
報

告
書

）
。

(2
) 

O
V

O
P

産
品

カ
タ

ロ
グ

を
更

新
す

る
。

商
品

カ
タ

ロ
グ

の
作

成
日

、
更

新
日

・
内

容
、

更
新

方
法

、
更

新
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
O

V
O

P
産

品
の

カ
タ

ロ
グ

作
成

（
2
0
1
0
年

8
月

～
2
0
1
1
年

2
月

）
：
産

品
と

簡
単

な
製

造
工

程
を

載
せ

た
産

品
カ

タ
ロ

グ
の

簡
易

版
を

作
成

。
2
0
1
0
年

1
1
月

に
開

催
さ

れ
た

O
V

O
P

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
説

明
会

に
お

い
て

配
布

（
現

材
料

か
ら

最
終

加
工

製
品

ま
で

の
加

工
の

流
れ

、
す

な
わ

ち
付

加
価

値
の

流
れ

を
要

約
し

た
も

の
）
。

2
0
1
1
年

3
月

時
点

で
3
4
種

類
の

産
品

候
補

掲
載

（
於

勢
E
xp

業
務

終
了

報
告

書
p.

1
6
）
。

　
観

光
業

も
地

方
資

源
を

生
か

し
た

O
V

O
P

商
品

候
補

と
し

て
含

ま
れ

る
。

2
0
1
0
年

1
1
月

か
ら

2
0
1
1
年

2
月

ま
で

に
派

遣
さ

れ
た

原
短

期
専

門
家

に
よ

り
、

第
1
版

が
改

訂
済

み
（
原

E
xp

報
告

書
）
。

(3
) 

各
O

V
O

P
産

品
に

対
す

る
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

を
提

案
す

る
。

提
案

者
、

各
産

品
に

対
す

る
戦

略
の

内
容

、
そ

れ
に

対
す

る
グ

ル
ー

プ
の

見
解

（
感

想
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
部

分
的

に
実

施
済

み
（
2
0
1
1
年

1
1
月

～
1
2
月

、
2
0
1
2
年

2
月

～
3
月

）
。

(4
) 

エ
チ

オ
ピ

ア
国

内
で

開
催

さ
れ

る
バ

ザ
ー

ル
の

情
報

収
集

を
行

う
。

国
内

で
開

催
さ

れ
る

バ
ザ

ー
リ

ス
ト

、
情

報
収

集
者

、
方

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

エ
チ

オ
ピ

ア
で

は
、

政
府

機
関

、
ド

ナ
ー

、
N

G
O

、
大

使
館

、
教

会
な

ど
が

主
催

す
る

さ
ま

ざ
ま

な
バ

ザ
ー

が
各

地
で

開
催

。
ボ

ー
ナ

ス
型

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

マ
ー

ケ
ッ

ト
と

な
り

得
る

（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

書
）
。

現
在

進
行

中
。

(5
) 

W
O

C
及

び
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

対
し

て
バ

ザ
ー

情
報

を
提

供
す

る
。

情
報

提
供

の
タ

イ
ミ

ン
グ

（
時

期
）
、

提
供

者
、

情
報

提
供

に
対

す
る

W
O

C
、

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

の
感

想
（
評

価
）
、

定
期

バ
ザ

ー
に

関
し

、
バ

ザ
ー

カ
レ

ン
ダ

ー
等

の
作

成
の

有
無

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

W
O

C
、

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
6
）
参

照



－52－

大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

(6
) 

バ
ザ

ー
へ

出
店

・
出

品
す

る
。

参
加

実
績

、
売

上
、

顧
客

の
反

応
、

出
展

グ
ル

ー
プ

の
感

想

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
バ

ナ
ナ

ペ
ー

パ
ー

グ
ル

ー
プ

が
2
0
1
1
年

1
1
月

の
商

工
会

議
所

主
催

の
バ

ザ
ー

へ
出

品
（
石

川
E
xp

報
告

）
。

(7
) 

確
定

し
て

い
る

産
品

以
外

の
他

の
（
利

用
可

能
な

）
リ

ソ
ー

ス
を

探
す

。
利

用
可

能
な

ほ
か

の
リ

ソ
ー

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

原
E
xp

の
調

査
時

に
、

観
光

資
源

を
O

V
O

P
活

動
に

含
め

る
べ

く
調

査
が

進
め

ら
れ

た
。

(8
) 
ア

ル
バ

ミ
ン

チ
に

対
し

て
ツ

ー
リ

ズ
ム

・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

を
提

案
す

る
。

ツ
ー

リ
ズ

ム
・
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
内

容
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

進
捗

な
し

。

(9
) 

(8
) 

に
基

づ
い

て
、

観
光

資
源

マ
ッ

プ
を

作
成

す
る

。
観

光
資

源
マ

ッ
プ

、
マ

ッ
プ

に
対

す
る

関
係

者
の

意
見

・
見

解
、

改
訂

の
有

無
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

の
観

光
資

源
を

集
め

た
R

e
so

u
rc

e
 M

ap
を

作
成

（
2
0
1
0
年

1
1
月

～
2
0
1
1
年

2
月

）
。

(1
0
) 

観
光

資
源

マ
ッ

プ
及

び
観

光
促

進
戦

略
に

基
づ

い
て

、
ア

ル
バ

ミ
ン

チ
に

お
け

る
観

光
宣

伝
を

行
う

。
宣

伝
後

の
反

応
（
客

数
の

増
加

の
有

無
な

ど
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

進
捗

な
し

。

(1
1
) 

観
光

関
係

者
に

対
し

て
観

光
促

進
に

関
す

る
研

修
を

提
供

す
る

。
研

修
内

容
、

研
修

対
象

、
実

施
月

日
、

参
加

者
数

・
内

訳
、

研
修

に
対

す
る

参
加

者
評

価

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

研
修

参
加

者

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
進

捗
な

し
。

3
-
1
 タ

ー
ゲ

ッ
ト

ワ
レ

ダ
に

お
い

て
、

O
V

O
P

ア
グ

リ
・
ビ

ジ
ネ

ス
・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

(1
)　

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
を

準
備

す
る

（
週

、
月

、
四

半
期

）
各

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
、

作
成

に
あ

た
っ

て
留

意
し

た
点

、
改

訂
作

業
の

有
無

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
年

次
（
2
0
1
1
年

7
月

）
に

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
し

、
同

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

中
に

、
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
を

記
述

し
た

。
各

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
対

し
て

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

用
紙

を
作

成
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
第

2
版

）
に

関
連

し
、

ケ
ベ

レ
レ

ベ
ル

用
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

及
び

フ
ォ

ー
マ

ッ
ト

、
W

O
C

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
を

作
成

（
2
0
1
2
年

5
-
6
月

）
。

(2
) 

O
V

O
P

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
記

載
さ

れ
て

い
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

方
法

（
手

法
）
を

改
定

す
る

。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

け
る

課
題

、
改

訂
版

の
内

容
①

玉
田

E
xp

指
摘

の
よ

う
に

（
制

度
設

計
報

告
書

p.
1
0
～

1
2
）
、

顧
客

に
よ

っ
て

発
行

・
署

名
さ

れ
た

発
注

書
の

写
し

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

に
添

付
さ

れ
て

い
る

か
？

生
産

量
と

品
質

の
確

保
は

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

で
実

現
し

て
い

る
か

？
売

上
、

原
価

、
融

資
返

済
等

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

で
き

て
い

る
か

？

J
IC

A
専

門
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

地
元

の
ビ

ジ
ネ

ス
G

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

第
1
ラ

ウ
ン

ド
レ

ビ
ュ

ー
に

お
い

て
、

以
下

の
提

言
が

あ
っ

た
。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

簡
素

化
（
週

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

→
隔

週
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
へ

、
W

O
C

会
議

を
最

低
月

1
回

は
も

ち
、

正
式

ル
ー

ト
で

R
O

C
に

議
事

録
を

提
出

す
る

）
（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

)　
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
第

2
版

）
に

追
加

済
み

。

3
-
2
 5

名
の

F
C

D
N

を
採

用
す

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

(1
) 

F
C

D
N

（
フ

ィ
ー

ル
ド

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
に

対
し

て
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
す

る
。

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

内
容

、
実

施
月

日
、

実
施

者
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

内
容

に
対

す
る

評
価

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

、
F
C

D
N

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

2
0
1
1
年

7
月

1
日

付
で

O
V

O
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
採

用
。

7
月

4
日

～
8
日

の
1
週

間
、

F
C

D
N

に
対

す
る

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
研

修
を

実
施

（
詳

細
は

、
於

勢
E
xp

2
0
1
1

年
9
月

報
告

書
）
。

(2
) 

F
C

D
N

用
の

バ
イ

ク
を

調
達

し
、

貸
与

す
る

。
バ

イ
ク

の
調

達
プ

ロ
セ

ス
、

調
達

元
、

調
達

日
、

貸
与

後
の

使
用

状
況

、
調

達
に

お
け

る
課

題

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

J
IC

A
エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
が

現
地

調
達

手
続

き
を

行
っ

て
い

た
が

、
2
 月

中
旬

に
契

約
を

破
棄

し
、

別
の

業
者

と
契

約
す

る
と

の
こ

と
で

、
2
0
1
2
年

3
 月

中
の

調
達

、
4
 月

引
き

渡
し

予
定

（
石

川
E
xp

3
月

報
告

）
が

、
6
月

初
旬

の
段

階
で

ま
だ

引
き

渡
し

さ
れ

て
い

な
い

。
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大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

3
-
3
 D

A
及

び
政

府
担

当
職

員
に

対
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

関
す

る
研

修
を

行
う

。

(1
) 
F
T
C

及
び

R
O

C
が

、
D

A
、

W
O

C
、

Z
O

T
及

び
F
C

D
N

に
対

し
て

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

研
修

を
提

供
す

る
。

研
修

の
実

施
者

、
内

容
、

実
施

月
日

、
参

加
者

数
・
内

訳
、

参
加

者
評

価
、

W
S
参

加
者

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

対
す

る
理

解
度

（
W

S
で

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

で
何

を
す

べ
き

か
理

解
で

き
た

か
？

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

D
A

、
W

O
C

、
Z
O

C
、

F
C

D
N

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
特

化
し

た
研

修
実

績
は

な
い

。
2
0
1
2
年

5
月

8
日

に
ジ

ン
マ

及
び

ソ
ド

で
開

催
し

た
W

S
に

お
い

て
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
第

2
版

）
に

含
ま

れ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

手
順

に
つ

い
て

も
説

明
。

(2
) 

D
A

及
び

W
O

C
が

活
動

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
つ

い
て

ケ
ベ

レ
の

代
表

及
び

グ
ル

ー
プ

の
代

表
に

説
明

す
る

。

研
修

の
実

施
者

、
内

容
、

実
施

月
日

、
参

加
者

数
・
内

訳
、

参
加

者
評

価
、

首
長

、
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
目

的
・

方
法

・
重

点
ポ

イ
ン

ト
の

理
解

度
（
D

A
か

ら
の

説
明

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

目
的

等
が

理
解

で
き

た
か

？
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

首
長

、
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
進

捗
な

し
。

3
-
4
 O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
の

活
動

を
定

期
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
。

(1
) 

D
A

が
毎

週
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

は
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
後

W
O

C
へ

提
出

さ
れ

る
）
。

D
A

の
通

常
業

務
内

容
、

同
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
の

位
置

づ
け

、
D

A
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
績

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
の

熟
知

度
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
対

す
る

見
解

（
評

価
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

D
A

、
F
C

D
N

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

2
年

次
は

、
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
の

ビ
ジ

ネ
ス

立
ち

上
げ

時
期

で
あ

り
、

作
業

場
の

準
備

な
ど

重
点

事
項

の
協

議
が

必
要

で
あ

り
、

研
修

な
ど

に
関

す
る

連
絡

事
項

も
多

い
た

め
、

D
A

だ
け

で
な

く
、

W
O

C
メ

ン
バ

ー
や

F
C

D
N

も
頻

繁
に

グ
ル

ー
プ

を
訪

問
し

て
い

る
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

書
）
。

一
方

で
、

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
で

は
、

D
A

が
多

重
業

務
で

O
V

O
P

活
動

へ
コ

ミ
ッ

ト
す

る
時

間
が

も
て

ず
、

週
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

ほ
と

ん
ど

行
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
と

記
載

が
あ

る
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

は
ほ

と
ん

ど
提

出
さ

れ
ず

）
。

そ
の

分
、

F
C

D
N

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
に

奔
走

し
て

い
た

（
た

だ
し

、
ワ

レ
ダ

に
よ

っ
て

濃
淡

が
あ

る
）
。

(2
) 

週
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
取

り
ま

と
め

月
例

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

。
提

出
さ

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

F
C

D
N

は
定

期
的

に
グ

ル
ー

プ
を

訪
問

し
、

独
自

の
週

間
報

告
書

を
作

成
し

、
農

業
事

務
所

に
提

出
し

て
い

る
が

、
D

A
は

ほ
と

ん
ど

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
は

参
加

し
て

お
ら

ず
、

週
間

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
を

使
用

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

も
実

施
し

て
な

い
（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

）
。

報
告

書
は

、
F
C

D
N

か
ら

直
接

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所
に

提
出

さ
れ

て
い

た
。

(3
) 

W
O

C
が

月
例

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

を
R

O
C

へ
提

出
す

る
。

W
O

C
メ

ン
バ

ー
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

担
当

者
、

担
当

者
の

通
常

業
務

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
の

位
置

づ
け

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

実
績

、
手

法
の

熟
知

度
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
の

目
的

）
に

対
す

る
見

解
（
評

価
）
・
課

題

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

W
O

C

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

W
O

C
に

よ
る

グ
ル

ー
プ

へ
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

状
況

は
ワ

レ
ダ

に
よ

っ
て

差
が

あ
る

（
ラ

ン
フ

ァ
ロ

、
ア

ン
ド

ラ
チ

ャ
は

ほ
と

ん
ど

行
わ

れ
ず

）
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

書
は

こ
れ

ま
で

農
業

省
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

に
直

接
提

出
さ

れ
て

い
る

〔
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

で
保

管
（
於

勢
E
xp

2
0
1
1
年

9
月

報
告

）
〕
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
つ

い
て

定
期

的
に

実
施

さ
れ

て
い

な
い

理
由

に
つ

い
て

レ
ビ

ュ
ー

報
告

書
で

は
、

①
手

続
き

が
複

雑
す

ぎ
る

、
②

D
A

や
W

O
C

メ
ン

バ
ー

の
T
O

R
に

O
V

O
P

活
動

が
含

ま
れ

て
い

な
い

、
③

交
通

手
段

の
欠

如
が

挙
げ

ら
れ

て
い

る
（
レ

ビ
ュ

ー
報

告
書

)。

(4
) 

F
T
C

、
R

S
C

及
び

R
O

C
が

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

担
当

者
、

担
当

者
の

通
常

業
務

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
の

位
置

づ
け

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

実
績

、
手

法
の

熟
知

度
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
対

す
る

見
解

（
評

価
）
・
課

題
、

提
出

済
み

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

R
O

C
・
F
T
C

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
第

1
回

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
、

2
0
1
1
年

8
月

3
1
日

～
9
月

1
日

に
か

け
て

実
施

。
既

に
技

術
研

修
が

始
ま

っ
て

い
る

バ
ナ

ナ
ペ

ー
パ

ー
G

（
@

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

）
へ

の
視

察
が

主
な

目
的

。
②

2
0
1
2
年

1
月

（
R

O
C

@
ア

ル
バ

ミ
ン

チ
）
、

③
2
0
1
2
年

3
月

（
F
T
C

、
R

S
C

、
R

O
C

@
ボ

ロ
ソ

ボ
ン

ベ
、

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

、
ゲ

タ
)。

(5
) 

四
半

期
進

捗
報

告
を

作
成

す
る

。

報
告

書
作

成
担

当
者

、
通

常
業

務
と

の
関

連
性

、
作

成
の

有
無

、
作

成
に

あ
た

っ
て

の
問

題
・
課

題
、

報
告

書
作

成
の

目
的

の
周

知
度

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

作
成

の
記

録
な

し
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
第

2
版

）
に

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
が

作
成

す
る

こ
と

を
明

記
。

(6
) 

月
例

活
動

進
捗

報
告

書
を

作
成

す
る

。
報

告
書

作
成

担
当

者
、

通
常

業
務

と
の

関
連

性
、

作
成

の
有

無
、

作
成

に
あ

た
っ

て
の

問
題

・
課

題

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

よ
り

ほ
ぼ

毎
月

作
成

さ
れ

て
い

る
。

3
-
5
 第

1
ラ

ウ
ン

ド
で

落
選

し
た

グ
ル

ー
プ

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

う
。

(1
) 

落
選

し
た

原
因

を
分

析
す

る
。

分
析

担
当

者
、

分
析

内
容

（
①

選
定

さ
れ

な
か

っ
た

理
由

、
②

選
定

さ
れ

た
な

か
っ

た
G

が
も

っ
て

い
る

O
V

O
P

に
対

す
る

理
解

、
③

再
応

募
の

意
思

の
有

無
な

ど
）
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
実

績
（
有

無
、

時
期

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

先
）
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
先

の
評

価

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
を

経
て

、
グ

ル
ー

プ
の

熟
度

や
申

請
書

の
内

容
が

相
対

的
に

劣
る

と
判

断
さ

れ
た

。
申

請
書

へ
の

記
載

内
容

と
現

実
が

乖
離

し
て

い
る

例
も

多
か

っ
た

。
グ

ル
ー

プ
の

多
く
は

申
請

の
た

め
に

新
規

に
グ

ル
ー

プ
化

が
図

ら
れ

た
模

様
。

2
0
1
1
年

～
2
0
1
2
年

に
実

施
。

成
果

3
「
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
へ

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
が

構
築

さ
れ

る
」
に

対
す

る
活

動
進

捗



－54－

大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

(2
) 

F
T
C

及
び

R
O

C
が

、
第

2
ラ

ウ
ン

ド
用

の
対

象
ケ

ベ
レ

及
び

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

選
定

基
準

に
つ

い
て

協
議

し
決

定
す

る
。

第
2
ラ

ウ
ン

ド
の

グ
ル

ー
プ

選
定

基
準

、
第

2
ラ

ウ
ン

ド
に

お
け

る
課

題

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

2
0
1
2
年

4
月

～
5
月

に
か

け
て

実
施

済
み

。
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
第

2
版

）
に

選
定

基
準

を
明

記
。

2
0
1
2
年

5
月

8
日

の
W

S
に

先
立

ち
、

各
W

O
C

に
基

準
に

沿
っ

て
8
つ

の
ケ

ベ
レ

を
選

定
さ

せ
た

。

4
-
1
 O

V
O

P
広

報
資

料
を

準
備

す
る

。

(1
) 

O
V

O
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ポ
ス

タ
ー

を
準

備
し

、
配

布
す

る
。

資
料

の
目

的
、

ポ
ス

タ
ー

の
内

容
、

配
布

先
、

配
布

の
タ

イ
ミ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
2
0
1
0
年

5
-
6
月

に
O

V
O

P
の

コ
ン

セ
プ

ト
を

会
話

式
の

絵
で

表
し

た
4
枚

程
度

の
も

の
を

作
成

し
、

同
年

7
月

の
S
G

2
0
0
0
の

W
S
に

て
展

示
。

そ
の

後
同

年
9
-
1
0
月

に
ア

ム
ハ

ラ
語

版
を

作
成

し
、

F
T
C

、
R

O
C

、
W

O
C

等
へ

配
布

（
2
0
1
0
年

1
1
月

の
啓

も
う

W
S
等

に
て

）
。

②
2
0
1
0
年

1
2
月

～
2
月

に
か

け
て

大
判

1
枚

紙
の

ポ
ス

タ
ー

を
作

成
し

、
5
0
0
枚

印
刷

済
み

(運
営

指
導

対
処

方
針

会
議

資
料

よ
り

)。
同

年
2
月

M
o
A

、
B

o
A

、
各

F
C

D
N

事
務

所
、

ゾ
ー

ン
オ

フ
ィ

ス
へ

配
布

。
2
0
1
2
年

6
月

に
、

各
W

O
C

メ
ン

バ
ー

事
務

所
へ

配
布

。

(2
) 

O
V

O
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
・
配

布
す

る
。

資
料

の
目

的
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
内

容
、

配
布

先
、

配
布

の
タ

イ
ミ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

2
0
1
1
年

9
月

に
5
0
0
部

印
刷

済
み

。
英

語
・
ア

ム
ハ

ラ
語

の
両

言
語

で
作

成
。

(3
) 

O
V

O
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ス
テ

ッ
カ

ー
を

準
備

、
配

布
す

る
。

資
料

の
目

的
、

ス
テ

ッ
カ

ー
の

内
容

、
配

布
先

、
配

布
の

タ
イ

ミ
ン

グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
2
0
1
0
年

1
2
月

に
ス

テ
ッ

カ
ー

ロ
ゴ

案
を

起
案

。
2
0
1
2
年

4
月

現
在

商
標

登
録

の
た

め
の

手
続

き
中

。
②

2
0
1
2
年

2
-
3
月

に
、

封
筒

用
ラ

ベ
ル

を
5
0
0
枚

作
成

。

(4
) 
O

V
O

P
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
T
シ

ャ
ツ

・
キ

ャ
ッ

プ
を

作
成

し
、

配
布

す
る

。

資
料

の
目

的
、

T
シ

ャ
ツ

・
キ

ャ
ッ

プ
の

内
容

、
配

布
先

、
配

布
の

タ
イ

ミ
ン

グ
、

W
S
以

外
で

の
配

布
状

況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

①
2
0
1
0
年

1
0
月

に
ポ

ロ
シ

ャ
ツ

、
2
0
1
1
年

2
月

に
T
シ

ャ
ツ

を
作

成
。

1
1
月

と
2
月

に
行

わ
れ

た
O

V
O

P
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
に

お
い

て
、

参
加

者
に

配
布

。
2
年

次
使

用
分

も
含

め
て

発
注

済
み

。
配

布
先

は
、

前
者

は
F
T
C

、
R

O
C

、
W

O
C

、
D

A
、

後
者

は
F
T
C

、
R

O
C

、
Z
O

Ｔ
、

W
O

C
、

ケ
ベ

レ
首

長
、

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
。

2
0
1
2
年

5
-
6

月
に

か
け

て
、

D
A

、
C

O
、

W
O

C
、

Z
O

T
、

F
C

D
N

に
配

布
。

②
キ

ャ
ッ

プ
は

2
0
1
1
年

1
月

に
作

成
し

、
J
C

C
、

F
T
C

、
R

S
C

、
R

O
C

メ
ン

バ
ー

に
配

布
。

2
0
1
2
年

5
-
6
月

に
か

け
て

、
D

A
、

C
O

に
配

布
。

(5
) 

必
要

に
応

じ
て

他
の

広
報

資
料

を
作

成
す

る
。

資
料

の
目

的
、

そ
の

他
の

広
報

資
料

、
内

容
、

配
布

先
、

広
報

資
料

の
効

果
は

？
配

布
予

定
先

と
し

て
、

O
V

O
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
へ

の
配

布
が

多
い

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

以
外

へ
の

周
知

へ
こ

れ
ら

資
料

が
役

立
て

ら
れ

て
い

る
か

？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

他
機

関
（
ド

ナ
ー

等
）

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
2
0
1
1
年

2
月

～
3
月

に
か

け
て

、
ノ

ー
ト

パ
ッ

ド
と

ボ
ー

ル
ペ

ン
を

作
成

。
同

年
2

月
に

開
催

さ
れ

た
O

V
O

P
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
お

い
て

参
加

者
へ

配
布

。
②

2
0
1
0
年

度
に

、
バ

ナ
ナ

の
繊

維
で

作
っ

た
紙

を
使

用
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
カ

ー
ド

を
作

成
し

、
F
T
C

全
員

が
使

用
。

2
0
1
2
年

2
-
3
月

に
、

以
下

調
達

。
③

バ
ッ

グ
5
0
0
 個

、
④

ウ
イ

ン
ド

ブ
レ

ー
カ

ー
5
0
0
着

、
⑤

シ
ョ

ー
ル

/
ス

カ
ー

フ
5
0
0

枚
、

⑥
看

板
1
4
 個

（
各

グ
ル

ー
プ

1
個

）
、

⑦
ノ

ー
ト

パ
ッ

ド
8
0
0
部

、
⑧

ペ
ン

8
0
0

本
。

J
C

C
/
F
T
C

/
Z
O

T
/
R

S
C

/
R

O
C

/
W

O
C

メ
ン

バ
ー

、
W

S
参

加
の

D
A

、
C

O
、

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
等

に
配

布
。

実 施 プ ロ セ ス

成
果

4
「
O

V
O

P
活

動
を

普
及

さ
せ

る
た

め
の

基
盤

が
、

州
及

び
連

邦
レ

ベ
ル

で
整

備
さ

れ
る

」
に

対
す

る
活

動
進

捗



－55－

大
項

目
小

項
目

評
価

設
問

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

判
断

基
準

・
方

法
中

間
レ

ビ
ュ

ー
結

果
（
進

捗
状

況
）

4
-
2
 O

V
O

P
関

連
の

情
報

を
外

部
へ

発
信

す
る

。

(1
) 

O
V

O
P

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
を

四
半

期
ご

と
に

発
行

す
る

。
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

の
内

容
、

配
布

先
、

配
布

時
期

、
配

布
先

、
ニ

ュ
ー

ス
レ

タ
ー

に
対

す
る

評
価

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

（
評

価
）

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
V

o
l.1

発
行

済
み

（
2
0
1
0
年

6
－

8
月

活
動

分
）

②
V

o
l.2

（
2
0
1
1
年

7
月

）
③

V
o
l.3

（
2
0
1
1
年

1
0
－

1
2
月

）
を

2
0
1
2
年

3
月

に
開

催
さ

れ
た

A
n
n
u
al

 R
e
vi

e
w

M
e
e
ti
n
g 

の
際

に
関

係
者

に
配

布
。

④
V

o
l.4

（
2
0
1
2
年

1
-
3
月

）
を

2
0
1
2
年

4
月

に
農

業
省

副
大

臣
、

J
C

C
、

F
T
C

、
R

S
C

、
R

O
C

、
Z
O

T
、

W
O

C
、

D
A

、
C

O
へ

配
布

。
J
IC

A
事

務
所

か
ら

一
斉

メ
ー

ル
発

信
。

(2
) 
N

at
io

n
al

 M
o
d
e
l 
F
ar

m
e
rs

 R
e
w

ar
d
in

g 
D

ay
sに

参
加

す
る

。
開

催
時

期
、

参
加

実
績

、
参

加
者

数
、

活
動

内
容

、
参

加
後

の
感

想
J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

進
捗

な
し

。

(3
) 
O

V
O

P
関

連
活

動
を

新
聞

、
ラ

ジ
オ

、
テ

レ
ビ

な
ど

の
メ

デ
ィ

ア
を

通
じ

広
報

す
る

。
広

報
実

績
、

広
報

後
の

反
応

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

進
捗

な
し

。

(4
) 

O
V

O
P

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

を
ド

ナ
ー

が
主

催
す

る
セ

ミ
ナ

ー
/
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
紹

介
す

る
。

セ
ミ

ナ
ー

/
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

へ
の

参
加

実
績

、
発

表
・
紹

介
内

容
、

先
方

の
反

応
（
意

見
）

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

進
捗

な
し

。

4
-
3
 O

V
O

P
関

連
情

報
を

関
係

者
と

交
換

す
る

。

(1
) 

J
C

C
及

び
R

S
C

メ
ン

バ
ー

の
た

め
の

現
場

視
察

を
行

う
。

現
場

視
察

月
日

、
視

察
者

数
・
内

訳
、

視
察

後
の

評
価

・
感

想

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

2
0
1
2
年

3
月

2
日

に
実

施
。

ゲ
タ

 の
2
 グ

ル
ー

プ
（
竹

細
工

、
大

麦
加

工
）
、

ボ
ロ

ソ
ボ

ン
ベ

の
2
 グ

ル
ー

プ
（
シ

ョ
ウ

ガ
、

マ
ン

ゴ
ー

ジ
ャ

ム
）
、

ア
ル

バ
ミ

ン
チ

 の
3
 グ

ル
ー

プ
を

視
察

。
参

加
者

は
R

S
C

（
2
 名

）
、

R
O

C
（
6
 名

）
、

F
T
C

（
1
 名

）
、

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
（
3
 名

）
で

、
2
チ

ー
ム

に
分

け
て

訪
問

。
ゾ

ー
ン

と
ワ

レ
ダ

レ
ベ

ル
の

関
係

者
も

参
加

。

(2
) 

年
次

活
動

レ
ビ

ュ
ー

会
議

を
開

催
す

る
。

レ
ビ

ュ
ー

会
議

開
催

月
日

、
出

席
者

数
・
内

訳
、

議
事

内
容

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ワ
レ

イ
タ

ゾ
ー

ン
 の

ソ
ド

 に
て

、
2
0
1
2
年

3
月

3
日

 の
午

前
中

に
開

催
。

R
S
C

、
R

O
C

、
F
T
C

、
O

V
O

P
 パ

ー
ト

ナ
ー

、
Z
o
ne

 O
V

O
P

 T
ea

m
、

各
W

O
C

、
ケ

ベ
レ

首
長

、
グ

ル
ー

プ
の

代
表

者
、

J
IC

A
 エ

チ
オ

ピ
ア

事
務

所
か

ら
、

計
7
6
 名

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
を

除
く
）
が

参
加

し
た

（
石

川
E
xp

2
0
1
2
年

3
月

報
告

）
。



－56－

大
項
目

小
項
目

活
動
の
進
捗
を
早
め
る
、
効

率
的

な
活

動
実

施
を
可

能
に
し
た

要
因
の
有
無

・
方

法
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専

門
家

の
派

遣
形

態
（
長

期
と
短

期
の

コ
ン
ビ
）

・
体

制
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専

門
家

及
び
O
V
O
P
パ

ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
実

施
体

制 ・
内

容
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側

か
ら
提

供
さ
れ

た
サ

ー
ビ
ス
〔
情

報
、
ア
ド
バ

イ
ス
、
技

術
指

導
（
移

転
）
な
ど
〕

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

J
IC
A
事
務
所

C
/
P
機

関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

作
業
効
率
を
上
げ
た
要
因
と
し
て
以
下
が
指
摘
さ
れ
た
。

①
概
算
払
い
で
は
あ
る
が
、
活
動
資
金
の
銀
行
送
金

②
F
C
D
N
の
配
置
（
2
0
1
1
年
7
月
か
ら
）

③
早
い
段
階
で
ア
ワ
サ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
を
開
設
し
た

④
関
係
者
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

⑤
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
を
活
動
当
初
に
確
立
・
定
着
を
図
っ
た

⑥
既
存
の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
即
し
た
実
施
体
制
を
組
ん
だ
こ
と
で
、
指
揮

命
令
系
統
が
明
確
で
あ
っ
た

活
動
の
進
捗
を
遅
ら
せ

る
要

因
の

有
無

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

係
者

の
O
V
O
P
（
の

目
的

）
に
対

す
る
認

識
、
「
モ
デ

ル
」
に
関

す
る
認

識
・
支

援
対

象
5
ワ
レ
ダ
の

立
地

条
件

・
資

機
材

（
F
C
D
N
用

バ
イ
ク
を
含

む
）
の

手
配

・
調

達
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
体

制
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

J
IC
A
事
務
所

C
/
P
機
関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
も
、
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
（
支
援
内
容
・

項
目
）
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た

②
対
象
ワ
レ
ダ
が
専
門
家
の
赴
任
後
に
変
更
さ
れ
て
い
た

（
ア
ン
ド
ラ
チ
ャ
：
遠
い
、
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
こ

と
で
、
実
施
段
階
で
予
想
以
上
に
時
間
を
割
く
結
果
と
な
っ
た
）

③
C
/
P
が
複
数
省
庁
の
職
員
で
あ
る
た
め
、
連
絡
や
調
整
に
時
間
が
か

か
る

④
ワ
レ
ダ
職
員
の
度
重
な
る
異
動

⑤
1
年
次
は
手
さ
ぐ
り
の
状
態
で
活
動
が
開
始
さ
れ
、
す
べ
て
を
一
か
ら

つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
時
間
が
か
か
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案
（
計

画
）
時

の
計

画
づ
く
り
が

、
効

率
性

を
高

め
る
・
低
め
る
要
因
と
な
っ
た
。

・
当

初
の

P
D
M
を
変

更
す
る
に
至

っ
た
経

緯
・
暫

定
版

活
動

計
画

（
P
O
)策

定
プ
ロ
セ
ス
（
だ
れ

が
、
ど
の

よ
う
に
？

）
・
活

動
変

更
に
関

す
る
関

係
者

の
見

解

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

J
IC
A
事
務
所

C
/
P
機
関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

活
動
計
画
の
変
更
の
可
否
に
つ
い
て
、
R
/
D
文
書
ま
た
は
R
/
D
署
名
に

係
る
協
議
に
お
い
て
、
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
点
で
、
き
ち
ん
と
し
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
引
か
れ
て
お
ら
ず
、
暫
定
的
に

作
成
さ
れ
た
計
画
が
活
動
の
た
び
に
変
更
さ
れ
て
き
た
。

短
期
専
門
家
が
来
訪
し
、
そ
の

都
度

技
術

移
転

を
行

う
方

法
に

満
足
し
て
い
る
。

C
/
P
機
関

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

専
門
家
の
技
術
移
転
に
対
す
る
満
足
度
は
高
い
が
、
F
T
C
及
び
J
C
C
メ

ン
バ
ー
か
ら
は
、
派
遣
期
間
が
短
か
す
ぎ
る
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

O
V
O
P
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探

し
、
O
V
O
P
グ
ル

ー
プ
の

活
動

内
容

に
即
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

、
同

パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
技

術
指
導
（
研
修
）
を
受
け
る
と
い
う
方

法
に
満

足
し
て
い
る
。

O
V
O
P
グ
ル
ー
プ

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

1
4
グ
ル
ー
プ
中
O
V
O
P
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
る
の
は
、
3

団
体
と
少
な
い
が
、
い
ず
れ
も
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
技
術
支
援
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
支
援
に
満
足
し
て
い
る
。

既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る

か
？

既
存
の
制
度
、
人
材
、
組

織
を
有

効
活

用
し
て
い
る
。

既
存

の
行

政
制

度
、
指

揮
命

令
シ
ス
テ
ム
、
ポ
ス
ト
（
D
A
な
ど
）
の

有
無

、
O
V
O
P
パ

ー
ト
ナ
ー
の

活
用

実
績

、
O
V
O
P
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
協

力
団

体
（
O
V
O
P
パ

ー
ト
ナ
ー
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

エ
チ
オ
ピ
ア
の
行
政
シ
ス
テ
ム
に
沿
っ
た
形
で
各
種
委
員
会
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
農
業
省
が
従
来
か
ら
配
置
し
て
い
る
農
業
普
及
員
（
D
A
)を

活
用
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
も
実
施
す
る
な
ど
、
既
存
の
リ
ソ
ー
ス
を
有

効
に
活
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
実
施
さ
れ
て
い
る

か
？

各
O
V
O
P
モ
デ
ル
グ
ル

ー
プ
の

活
動

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
定

期
的

に
実
施
し
て
い
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体

制
・
方

法
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

回
数

・
頻

度
（
実

績
）

会
議

議
事

録

専
門
家
報
告
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
は
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
活
動
の
頻
度
は
、
必
要
及
び
緊
急
性
に
よ
っ
て
各
ワ
レ
ダ
に
よ
っ
て

調
整
さ
れ
て
お
り
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運

営
に
適

切
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る

か
？

上
位
機
関
へ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
の

報
告

を
行

っ
て
い
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結

果
報

告
書

活
動

計
画

（
報

告
書

）
関

係
委

員
会

（
組

織
）
の

評
価

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
後
、
W
O
C
は
報
告
書
を
作
成
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
へ
直
接
提
出
さ
れ
て
お
り
、
R
O
C
、
F
T
C
へ
の
定
期
的
な

提
出
実
績
は
み
ら
れ
な
い
。

事
前
評
価
、
実
施
運
営
指
導
調
査
、
専
門

家
か
ら
の
提
言
は
そ
の
後
の
活
動
に
反
映

さ
れ
て
い
る
か
？

実
施
運
営
指
導
調
査
の

提
言

・
教

訓
に
対

す
る
関

係
者

の
認

識
度
、
提
言
に
基
づ
く
活

動
（
協

議
）
を
行

っ
て
い
る
（
き
た
）
。

提
言

内
容

と
そ
の

後
の

活
動

実
績

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

実
施
運
営
調
査
で
示
さ
れ
た
提
言
に
基
づ
き
、
活
動
を
追
加
す
る
な
ど
の

措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。

P
D
M
、
活
動
に
修
正
が
行
わ
れ
た
か
？
軌

道
修
正
は
適
切
で
あ
る
か
？

P
D
M
及
び
P
O
の
修
正

が
双

方
合

意
の

下
で
行

わ
れ

て
き
た
。

P
D
M
/
活

動
の

修
正

記
録

、
修

正
プ
ロ
セ
ス
に
対

す
る
関

係
者

の
意

見
・

見
解

専
門
家
報
告
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
業
省
と
正
式
に
合
意
し
た
P
D
M
が
な
い
。
J
IC
A
側
が
暫
定
的
に
作
成

し
た
活
動
計
画
を
提
示
す
る
も
、
時
期
尚
早
と
見
送
ら
れ
て
き
た
。

デ
ー
タ
収
集
方
法

エ
チ
オ
ピ
ア
国

　
一

村
一

品
促

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
中

間
レ
ビ
ュ
ー
　
評

価
グ
リ
ッ
ド
（
実

施
プ
ロ
セ
ス
）

中
間
評
価
結
果

エ
チ
オ
ピ
ア
関

係
者

の
見

解
（
評

価
）

技
術
移
転
の
方
法
に
問
題
は
な
い
か
？

必
要
な
デ
ー
タ

情
報
源

技
術
移
転
の
方
法

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施

実 施 プ ロ セ ス

評
価
設
問

判
断

基
準

・
方

法

活
動
の
進
捗
に
影
響

を
与
え
た
正
負
の
要

因

成
果
を
発
現
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
活
動
を
阻
害
・
促
進
す
る
要
因
は
認
め

ら
れ
る
か
？
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大
項
目

小
項
目

デ
ー
タ
収
集
方
法

中
間
評
価
結
果

必
要
な
デ
ー
タ

情
報
源

評
価
設
問

判
断

基
準

・
方

法

活
動
実

施
に
係
る
重
要
な
意
思
決
定
が
独

断
で
行

わ
れ
て
い
な
い
か
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て
双

方
の

合
意

の
下

で
行

わ
れ

た
。

関
係

者
の

見
解

、
具

体
的

事
例

専
門

家
報
告
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

個
々
の
活
動
レ
ベ
ル
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
、
F
T
C
及
び
R
O
C
で
行

わ
れ
て
お
り
、
活
動
計
画
等
に
関
す
る
も
の
は
、
随
時
J
C
C
/
R
S
C
で
合

意
を
取
り
付
け
た
う
え
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

日
本
側
と
エ
チ
オ
ピ
ア
側
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
適
切
で
あ
る
か
？

運
営
実
施
会
議
を
定
期
的

に
開

催
し
て
い
る
。

定
期

開
催

実
績

の
有

無
、
関

係
者

の
見

解
専

門
家
報
告
書

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

F
T
C
や
R
O
C
を
最
低
毎
月
開
催
し
、
活
動
の
進
捗
確
認
を
行
っ
て
い
る
な

ど
、
双
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
好
で
あ
り
、
好
意
的
、
協
力
的
な

態
度
で
協
力
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
J
IC
A
本
部
・
在
外
事
務
所
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
好
か
？

日
本
側
の
実
施
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
体

制
の

有
無

、
双

方
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
関

係
者

の
認

識

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段

、
内

容
、
関

係
者

の
満

足
度

（
見

解
）

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
J
IC
A
側

と
の

協
議

頻
度

、
記

録
、
問

題
が

生
じ
た
際

の
対

応

専
門

家
報
告
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
と
J
IC
A
事
務
所
と
の
連
絡
・
調
整
は
特
段
問
題
な
く
行
わ

れ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

良
好
か
？

定
期
会
合
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段

、
内

容
、
関

係
者

の
満

足
度

（
見

解
）

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
・
専
門
家
の
人
数
が
少
な
い

た
め
、
定
期
会
合
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。
日
常
的
に
密
な
連
絡
・
連
携

が
と
ら
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題
は
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
そ
の
他
ド
ナ
ー
と
の
間
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
好
で
あ
る
か
？

定
期
会
合
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

手
段

、
内

容
、
関

係
者

の
満

足
度

（
見

解
）

（
ド
ナ
ー
会

合
等

の
開

催
頻

度
、
議

事
録

等
）

専
門

家
報
告
書

J
IC
A
専
門
家

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ド
ナ
ー
と
の
接
点
は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
関
係
機
関
（
ド
ナ
ー
）
の
活
動
に
対

す
る
情
報
収
集
も
今
後
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

適
切
な
C
/
P
機
関
が
配
置
さ
れ
て
い
る
か
？

配
置
さ
れ
た
C
/
P
が
O
V
O
P
関

連
業

務
に
精

通
し
て
い
る
。
定

着
率
が
高
い
。

各
行

政
レ
ベ
ル

に
配

置
さ
れ

て
い
る
C
/
P
機

関
の

学
位

、
経

歴
な
ど
の

略
歴

、
定

着
率

専
門

家
報
告
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
/
P
の
人
数
、
機
関
等
に
つ
い
て
は
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
会
議
等

へ
の
出
席
率
は
定
着
し
て
い
る
一
方
、
毎
回
会
議
に
欠
席
す
る
人
も
い

る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
C
/
P
機
関
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
認
識
は
高
い
か
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
、
活

動
方

法
に
つ
い
て
の

理
解

が
高

い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

係
者

の
認

識
の

変
化

（
質

問
票

：
B
e
fo
re
/
A
ft
e
rで

確
認

可
？

）
C
/
P
機

関
文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
対
す
る
日
本
側
、
エ
チ
オ
ピ
ア
側
の
認
識
に
多
少

の
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
も
の
の
、
活
動
に
つ
い
て
は
、
共
通
認
識
の
下
で

行
わ
れ
て
い
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
や
関
係
機
関
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
参
加
度
合
い
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
認
識
は
高
い
か
/
ど
の
よ

う
に
変

化
し
た
か
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

率
・
理

解
度

・
関

心
が

高
い
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

力
関

係
者

の
認

識
の

変
化

（
質

問
票

：
B
e
fo
re
/
A
ft
e
rで

確
認

可
？

)

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ O
V
O
P
パ
ー
ト

ナ
ー

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
認
識
が
関
係
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。

外
部
条
件

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
過
程
で
生
じ
て
い
る

問
題
は
あ
る
か
？
そ
の
原
因
は
何
か
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
進

捗
に
正

負
の

影
響

を
与

え
た
事

例
が

あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施

過
程

で
生

じ
て
い
る
問

題
と
そ
の

原
因

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機

関
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー

プ

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

手
続
き
面
に
お
い
て
、
一
定
の
手
法
・
プ
ロ
セ
ス
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

た
め
に
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
確
認
の
た
め
に
毎
回
時
間
を
費
や
す
結
果
と

な
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

運
営
/
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
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大
項

目
小

項
目

1
-
1
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
に

基
づ

い
て

各
行

政
レ

ベ
ル

に
お

い
て

O
V

O
P

委
員

会
会

議
が

開
催

さ
れ

る
。

W
O

C
、

R
O

C
、

F
T
C

、
J
C

C
会

議
の

開
催

実
績

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

・
O

V
O

P
実

施
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
第

1
版

）
に

会
議

開
催

頻
度

が
規

定
さ

れ
て

い
る

。
J
C

C
会

合
は

年
に

2
回

、
F
T
C

及
び

R
O

C
は

2
週

間
に

1
度

、
R

S
C

は
3
カ

月
に

1
回

、
W

O
C

は
毎

週
開

催
が

義
務

づ
け

ら
れ

て
い

る
。

こ
れ

に
対

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

、
初

年
度

F
T
C

を
月

2
回

実
施

、
R

O
C

を
毎

月
開

催
し

て
い

た
。

J
C

C
は

年
に

1
度

の
頻

度
で

開
催

。
会

議
は

比
較

的
頻

繁
に

行
わ

れ
て

い
る

も
の

の
、

必
ず

し
も

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
規

定
に

沿
っ

た
形

で
開

催
さ

れ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。

1
-
2
 O

V
O

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
作

成
さ

れ
る

。
O

V
O

P
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

文
献

調
査

2
0
1
0
年

10
月

に
第

1
版

完
成

。

1
-
3
 5

0
％

の
O

V
O

P
委

員
会

メ
ン

バ
ー

が
、

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

仕
組

み
及

び
担

当
業

務
を

理
解

し
て

い
る

。
各

委
員

会
メ

ン
バ

ー
の

認
識

度

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

各
委

員
会

メ
ン

バ
ー

D
A

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

中
間

評
価

期
間

中
に

、
各

行
政

レ
ベ

ル
の

O
V

O
P

メ
ン

バ
ー

合
計

3
2
名

に
対

し
て

簡
易

テ
ス

ト
を

実
施

し
た

。
そ

の
結

果
、

選
定

プ
ロ

セ
ス

及
び

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

担
当

業
務

に
つ

い
て

、
9
割

以
上

が
正

し
く
理

解
し

て
い

た
。

1
-
4
 O

V
O

P
実

施
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

い
て

、
応

募
か

ら
選

定
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

が
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ど

お
り

に
実

施
・
運

営
さ

れ
る

。
第

1
ラ

ウ
ン

ド
に

お
け

る
応

募
締

切
日

（
計

画
/
P

O
と

実
績

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

中
に

O
V

O
P

選
定

プ
ロ

セ
ス

に
係

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
等

の
記

載
は

な
い

。
そ

の
た

め
、

実
際

の
選

定
に

際
し

て
は

、
F
T
C

及
び

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
が

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
設

定
し

て
い

る
。

第
1
ラ

ウ
ン

ド
の

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

選
定

作
業

は
、

当
初

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
ず

れ
込

む
場

面
も

あ
っ

た
が

、
お

お
む

ね
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ど

お
り

に
行

わ
れ

た
と

い
え

る
。

1
-
5
 応

募
用

紙
提

出
日

か
ら

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

承
認

ま
で

の
手

続
き

が
3
カ

月
以

内
で

実
施

さ
れ

る
。

実
際

の
手

続
き

に
要

し
た

時
間

（
実

績
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

文
献

調
査

実
際

に
要

し
た

期
間

は
約

1
カ

月
半

で
あ

っ
た

。

2
-
1
 O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

情
報

が
取

り
ま

と
め

ら
れ

る
。

全
体

リ
ス

ト
、

活
動

実
施

団
体

リ
ス

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
文

献
調

査
初

年
度

か
ら

情
報

収
集

が
始

め
ら

れ
、

2
0
1
1
年

1
1
月

現
在

で
3
0
の

企
業

・
団

体
が

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
候

補
と

し
て

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

さ
れ

て
い

る
。

2
-
2
 O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

及
び

他
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

者
が

特
定

さ
れ

る
。

各
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

文
献

調
査

2
0
1
1
年

1
月

の
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
選

定
後

に
、

上
記

リ
ス

ト
を

基
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
中

心
に

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
候

補
と

協
議

・
交

渉
が

行
わ

れ
た

。
そ

の
結

果
、

E
C

O
P

IA
社

、
B

e
za

 M
ar

社
な

ど
か

ら
協

力
を

取
り

付
け

る
こ

と
が

で
き

、
各

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

に
対

し
て

パ
ー

ト
ナ

ー
を

紹
介

し
て

い
る

。

2
-
3
 O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
が

改
善

さ
れ

る
。

各
グ

ル
ー

プ
の

サ
ー

ビ
ス

に
対

す
る

認
識

・
評

価
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
文

献
調

査
質

問
票

調
査

質
問

票
調

査
の

結
果

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

こ
れ

ま
で

に
実

施
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
に

関
し

、
1
4
グ

ル
ー

プ
す

べ
て

が
「
満

足
し

て
い

る
」
と

回
答

。

2
-
4
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

に
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

始
め

る
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
が

増
加

す
る

。

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
の

各
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
に

対
す

る
活

動
実

績
（
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

、
経

営
、

生
産

技
術

指
導

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
4
グ

ル
ー

プ
中

1
0
グ

ル
ー

プ
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
行

政
ま

た
は

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
か

ら
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
て

い
る

。

2
-
5
　

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

の
販

路
が

確
立

さ
れ

る
。

各
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
の

販
路

数
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
文

献
調

査
質

問
票

調
査

1
4
グ

ル
ー

プ
中

8
グ

ル
ー

プ
が

生
産

・
加

工
・
販

売
活

動
を

行
っ

て
お

り
、

現
在

ま
で

に
1
0
0
の

顧
客

を
確

保
し

て
い

る
。

な
お

、
現

時
点

で
は

、
地

産
地

消
の

傾
向

が
強

く
、

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
が

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

。

エ
チ

オ
ピ

ア
国

　
一

村
一

品
促

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

中
間

レ
ビ

ュ
ー

　
評

価
グ

リ
ッ

ド
（
成

果
・
プ

ロ
目

の
達

成
状

況
）

中
間

レ
ビ

ュ
ー

結
果

【
成

果
1
】

O
V

O
P

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

プ
ロ

ポ
ー

ザ
ル

の
募

集
・
審

査
シ

ス
テ

ム
が

確
立

す
る

。

成 果

情
報

源

【
成

果
2
】

対
象

地
域

に
お

け
る

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

へ
の

支
援

シ
ス

テ
ム

が
確

立
す

る
。

成
果

の
達

成
状

況

評
価

設
問

判
断

基
準

・
方

法
必

要
な

デ
ー

タ
デ

ー
タ

収
集

方
法
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大
項

目
小

項
目

中
間

レ
ビ

ュ
ー

結
果

情
報

源

評
価

設
問

判
断

基
準

・
方

法
必

要
な

デ
ー

タ
デ

ー
タ

収
集

方
法

3
-
1
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

作
成

し
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
が

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

時
に

使
用

さ
れ

る
。

O
V

O
P

活
動

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
各

種
使

用
実

績

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

W
O

C
、

R
O

C
、

F
T
C

メ
ン

バ
ー

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

第
1
ラ

ウ
ン

ド
期

間
中

の
活

動
用

と
し

て
、

①
週

間
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

、
②

月
例

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ー

ト
、

③
月

例
進

捗
報

告
書

、
④

四
半

期
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ー
ト

の
4
つ

が
作

成
さ

れ
た

が
、

そ
の

う
ち

継
続

的
な

使
用

が
認

め
ら

れ
た

の
は

①
の

み
。

3
-
2
 各

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

が
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

い
て

定
期

的
に

実
施

さ
れ

る
。

ワ
レ

ダ
レ

ベ
ル

か
ら

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
報

告
書

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

文
献

調
査

2
0
1
1
年

1
月

に
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
が

選
定

さ
れ

た
当

初
、

ワ
レ

ダ
レ

ベ
ル

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
活

発
に

行
わ

れ
て

い
た

が
、

し
だ

い
に

頻
度

が
少

な
く
な

り
、

現
在

で
は

必
要

に
応

じ
て

ア
ド

ホ
ッ

ク
に

開
催

さ
れ

て
い

る
ケ

ー
ス

が
多

い
。

毎
週

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

を
欠

か
さ

ず
行

っ
て

い
る

の
は

、
ゲ

タ
の

み
で

あ
っ

た
。

3
-
3
 5

0
％

の
O

V
O

P
委

員
会

メ
ン

バ
ー

が
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
仕

組
み

と
担

当
業

務
に

つ
い

て
理

解
し

て
い

る
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

、
担

当
業

務
に

対
す

る
各

委
員

会
メ

ン
バ

ー
の

理
解

F
T
C

、
R

O
C

、
R

S
C

、
W

O
C

メ
ン

バ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

理
解

度
テ

ス
ト

成
果

1
－

3
の

指
標

同
様

に
、

O
V

O
P

委
員

会
メ

ン
バ

ー
合

計
3
2
名

に
対

し
て

簡
易

テ
ス

ト
を

実
施

。
そ

の
結

果
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

頻
度

（
7
5
％

）
、

報
告

書
提

出
頻

度
（
6
6
％

）
、

会
議

召
集

頻
度

（
8
1
％

）
で

あ
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

4
-
1
 連

邦
及

び
州

レ
ベ

ル
に

、
O

V
O

P
専

任
職

員
が

配
置

さ
れ

る
。

任
命

書
政

府
文

書
文

献
調

査
O

V
O

P
専

任
職

員
の

配
置

実
績

は
な

し
。

4
-
2
 南

部
諸

民
族

州
へ

の
普

及
の

た
め

の
O

V
O

P
実

施
計

画
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

時
ま

で
に

ド
ラ

フ
ト

さ
れ

る
。

実
施

計
画

書
政

府
文

書
文

献
調

査
未

着
手

で
あ

る
。

理
由

と
し

て
、

経
験

や
教

訓
が

不
十

分
、

具
体

的
な

成
果

が
な

く
O

V
O

P
ア

プ
ロ

ー
チ

の
妥

当
性

を
判

断
で

き
な

い
、

な
ど

が
挙

げ
ら

れ
た

。

1
. 
少

な
く
と

も
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
の

半
数

（
5
0
％

）
が

O
V

O
P

活
動

か
ら

利
益

を
得

て
い

る
。

貯
蓄

、
収

益
、

配
当

金
の

有
無

、
金

額
な

ど
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

1
4
グ

ル
ー

プ
中

8
グ

ル
ー

プ
が

生
産

・
加

工
・
販

売
活

動
を

実
施

。
そ

の
う

ち
8
グ

ル
ー

プ
す

べ
て

が
売

り
上

げ
を

計
上

。

2
.　

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

の
半

数
（
5
0
％

）
が

O
V

O
P

の
活

動
及

び
提

供
さ

れ
る

サ
ー

ビ
ス

に
満

足
し

て
い

る
。

2
-
1
. 
収

入
が

増
え

た
2
-
2
. 
家

族
の

位
置

づ
け

2
-
3
. 
地

域
資

源
に

対
す

る
認

識
が

深
ま

っ
た

2
-
4
. 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

、
技

術
支

援
が

ニ
ー

ズ
に

合
っ

て
い

た
2
-
5
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
行

わ
れ

、
必

要
な

指
導

・
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
ら

れ
た 2
-
6
. 
ビ

ジ
ネ

ス
の

や
り

方
が

分
か

っ
た

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

2
0
1
2
年

5
月

現
在

で
、

合
計

2
7
件

の
技

術
支

援
が

実
施

さ
れ

て
い

る
（
内

訳
：
マ

ー
ケ

ッ
ト

支
援

2
件

、
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
5

件
、

技
術

研
修

2
0
件

）
。

こ
れ

に
対

し
て

、
全

グ
ル

ー
プ

が
満

足
し

て
い

る
こ

と
が

質
問

票
調

査
の

結
果

か
ら

明
ら

か
と

な
っ

た
。

3
. 
対

象
ワ

レ
ダ

に
お

い
て

、
勉

強
会

、
情

報
交

換
な

ど
の

自
発

的
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。

地
域

の
住

民
が

中
心

と
な

り
勉

強
会

等
を

発
足

し
、

新
た

な
起

業
に

向
け

た
取

り
組

み
事

例
が

確
認

さ
れ

る
。

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

対
象

ワ
レ

ダ
（
ケ

ベ
レ

）
リ

ー
ダ

ー
/
住

民

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

情
報

交
換

等
は

し
だ

い
に

活
発

に
な

り
つ

つ
あ

る
が

、
現

時
点

で
は

、
O

V
O

P
の

活
動

内
容

や
加

工
の

方
法

な
ど

限
定

的
な

内
容

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。
一

方
で

、
い

く
つ

か
の

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

変
化

が
確

認
で

き
た

。
そ

の
一

例
と

し
て

、
作

付
面

積
の

増
加

、
作

付
の

農
産

物
の

多
様

化
な

ど
が

挙
げ

ら
れ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
の

見
込

み
は

あ
る

か
？

プ ロ 目

【
成

果
4
】

O
V

O
P

活
動

を
普

及
さ

せ
る

た
め

の
基

盤
が

、
州

及
び

連
邦

レ
ベ

ル
で

整
備

さ
れ

る
。

地
域

資
源

を
活

用
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
を

通
じ

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

が
活

性
化

さ
れ

る
。

【
成

果
3
】

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

へ
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

が
構

築
さ

れ
る

。
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大
項
目

小
項

目

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は

、
対

象
地

域
・
社

会
の

ニ
ー
ズ

に
合

致
し
て
い
る
か

？
C
/
P
機

関
及

び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
が

、
農

村
開

発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
を
必

要
と
し
て
い
る
。

国
家

戦
略

国
家

計
画

C
/
P
機

関
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
の

見
解

政
策

文
書

C
/
P
機

関
文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
の

ニ
ー
ズ
に
合

致
し
て
い
る

か
？

C
/
P
機

関
及

び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
が

、
農

村
開

発
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開

発
を
必

要
と
し
て
い
る
。

国
家

戦
略

国
家

計
画

C
/
P
機

関
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
の

見
解

政
策

文
書

C
/
P
機

関
文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
業

・
農

村
開

発
は

エ
チ
オ
ピ
ア
の

政
策

に
合

致
し

て
い
る
か

？
農

業
・
農

村
開

発
が

政
策

・
計

画
に
含

ま
れ

て
い

る
。

国
家

政
策

国
家

計
画

政
策

文
書

C
/
P
機

関
文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
1
0
年
に
施
行
さ
れ
た
国
家
開
発
5
カ
年
計
画
（
G
T
P
）
に
お
け
る
開
発

テ
ー
マ
の
1
つ
に
農
業
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
農
業
開
発
分
野
に
お
け

る
重
点
課
題
は
、
労
働
及
び
農
業
生
産
性
の
向
上
、
農
業
生
態
学
に
基
づ

く
地
域
別
政
策
策
定
、
農
産
物
の
特
定
及
び
多
様
化
、
農
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
強
化
。
A
D
L
I（
農
業
開
発
先
導
型
工
業
化
政
策
）
で
は
、
小

規
模
農
家
が
生
産
性
を
向
上
の
手
段
と
し
て
、
近
代
農
業
技
術
の
利
用
だ

け
で
な
く
、
民
間
の
積
極
的
な
参
入
を
奨
励
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は

、
わ

が
国

の
援

助
方

針
に
合

致
し
て
い
る
か

？
農

業
・
農

村
開

発
が

援
助

政
策

・
計

画
に
含

ま
れ

て
い
る
。

O
D
A
国

別
援

助
計

画
外

務
省

J
IC
A
政

策
文

書
文
献
調
査

わ
が
国
の
エ
チ
オ
ピ
ア
に
対
す
る
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
計
画
で
は
、
農

業
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
中
心
課
題
を
、
食
糧
生
産
性
の
向
上
及
び
農
作
物

流
通
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
農
業
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
に
応
じ
た
支
援
だ
け
で
な
く
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
収
穫
後

処
理
の
改
善
、
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
た
め
の
支
援
を
実
施
す

る
と
し
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

対
象

分
野

（
農

業
）
は

、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の

活
性

化
に
必

要
不

可
欠

な
分

野
で
あ
っ

た
。

国
家

政
策

C
/
P
機

関
政

策
文

書
C
/
P
機

関
文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
労
働
人
口
の
8
5
％
が
農
村
部
に
居
住
し
て
お
り
、
ほ
と
ん

ど
の
農
村
住
民
が
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
農
業
生
産
は
G
D
P
の
4
0
％
以

上
を
占
め
、
農
業
が
エ
チ
オ
ピ
ア
の
基
幹
産
業
と
な
っ
て
お
り
、
農
村
経
済

の
活
性
化
が
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

対
象

を
南

部
諸

民
族

州
に
し
た
こ
と
は

、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
開

発
を
行

う
う
え
で
適

切
な
選

択
で
あ
っ

た
。

国
家

政
策

国
家

計
画

C
/
P
機

関

政
策

文
書

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

C
/
P
機

関

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

南
部
諸
民
族
州
は
、
多
様
な
農
生
態
系
を
有
し
、
気
象
、
土
壌
、
水
資
源
が

豊
富
で
農
業
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、
ア
グ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
活

動
実
施
場
所
と
し
て
は
適
切
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
で
の

展
開

、
ラ
ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

な
ど
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が

、
活

動
の

効
率

性
を
高

め
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関

係
者

（
C
/
P
機

関
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
グ
ル

ー
プ
、
J
IC
A
専

門
家

等
）
の

見
解

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

C
/
P
機

関
J
IC
A
専

門
家

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ラ
ウ
ン
ド
を
経
る
ご
と
に
関
係
者
立
ち
合
い
の
下

で
、
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
教
訓
及
び
経
験
を
基

に
、
次
な
る
ラ
ウ
ン
ド
を
開
始
す
る
体
制
が
組
ま
れ
て
お
り
、
効
率
的
・
効
果

的
な
実
施
に
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
ド
ナ
ー
や

国
際

機
関

と
案

件
協

調
し
、
相

乗
効

果
が

認
め
ら
れ

る
（
予

想
さ
れ

る
）
。

他
ド
ナ
ー
と
の

協
調

し
た
活

動
実

績
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

C
/
P
機

関
J
IC
A
専

門
家

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
に
な
し
。

協
力

機
関

、
C
/
P
機

関
の

選
定

は
妥

当
で
あ
る
か

？
協

力
機

関
、
C
/
P
機

関
は

、
当

該
地

域
及

び
当

該
国

の
農

業
・
農

村
開

発
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性

化
）
分

野
で
、
中

心
的

・
指

導
的

な
立

場
に
い

る
。

協
力

機
関

、
C
/
P
機

関
（
人

）
の

詳
細

情
報

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

C
/
P
機

関
J
IC
A
専

門
家

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

農
村
開
発
と
い
う
観
点
で
は
、
農
業
省
を
主
た
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に
し
た

こ
と
は
妥
当
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ア
グ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
を
考

え
て
い
く
際
、
農
業
省
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
も
あ
り
、
商
工
系

の
省
庁
と
の
連
携
強
化
が
望
ま
れ
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
以

外
へ

の
波

及
性

は
あ
る

か
？

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル

ー
プ
以

外
へ

の
波

及
を
ね

ら
っ

た
活

動
実

績
が

あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動

内
容

・
実

績
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

C
/
P
機

関
J
IC
A
専

門
家

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
地
域
へ
の
波
及

効
果
は
大
い
に
見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
資
源
を
活
用
し
た
農
産
品
作
り
で
な

く
と
も
、
農
作
物
の
作
付
け
の
多
様
化
な
ど
の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
例

も
あ
る
。

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る
か

？
類
似

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施

実
績

が
あ
る
。
対

象
分

野
に
関

す
る
知

見
が

豊
富

で
あ
る
。

過
去

の
類

似
案

件
実

施
実

績
J
IC
A
資

料
J
IC
A
専

門
家

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

国
内
だ
け
で
な
く
、
O
V
O
P
活
動
は
近
年
多
く
の
ア
フ
リ
カ
及
び
中
南
米
等

で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
活
動
実
施
に
係
る
経
験
と
知
見
を
豊
富
に
有
し
て
い

る
と
い
え
る
。

判
断

基
準

・
方

法

優
先
度

農
民
の
大
半
は
伝
統
的
な
農
業
手
法
を
用
い
た
農
業
に
従
事
し
て
お
り
、

雇
用
機
会
は
い
ま
だ
限
定
的
と
い
え
る
。
か
か
る
状
況
に
お
い
て
、
住
民
ま

た
は
農
民
に
対
す
る
雇
用
機
会
の
創
出
は
、
農
村
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て

い
く
た
め
の
手
段
の
ひ
と
つ
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
農
作
物
の
多
様
化
に
加

え
て
農
村
地
域
に
お
け
る
雇
用
機
会
の
創
出
へ
の
貢
献
も
期
待
さ
れ
て
お

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
の
ニ
ー
ズ
と
も
整
合
し
て
い
る
。

中
間
評
価
結
果

必
要
性

必
要

な
デ
ー
タ

5 項 目評
価

項
目

：
妥

当
性

　
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
の

正
当

性
、
必

要
性

を
問

う
：
プ
ロ
目

及
び
上

位
目

標
は

、
受

益
者

や
政

府
の

政
策

・
ニ
ー
ズ
・
優

先
度

と
合

致
し
て
い
る
か

？
）

手
段
と
し
て
の
妥
当

性
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

、
当

該
地

域
の

農
業

・
農

村
開

発
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性

化
）
分

野
で
効

果
を
上

げ
る

戦
略

と
し
て
適

切
で
あ
る
か

？

デ
ー
タ
収
集

方
法

妥 当 性

情
報
源

判
断

基
準

・
方

法
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大
項

目
小

項
目

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
達

成
予

測
指

標
、

目
標

値
、

入
手

手
段

は
適

切
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
標

、
指

標
、

指
標

の
入

手
手

段
つ

い
て

、
関

係
者

間
で

共
通

認
識

が
あ

る
。

プ
ロ

目
に

対
す

る
関

係
者

の
認

識
J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

J
IC

A
事

務
所

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

プ
ロ

目
に

対
す

る
関

係
者

の
認

識
は

必
ず

し
も

一
致

し
て

い
る

と
は

い
え

な
い

。
中

間
レ

ビ
ュ

ー
で

は
、

評
価

用
に

設
定

し
た

指
標

を
用

い
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
達

成
度

合
い

を
確

認
し

た
。

1
. 
最

低
5
0
％

の
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
が

O
V

O
P

活
動

か
ら

利
益

を
生

み
出

し
て

い
る

。
貯

蓄
、

収
益

、
配

当
金

の
有

無
、

金
額

な
ど

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

ビ
ジ

ネ
ス

を
開

始
し

て
い

る
グ

ル
ー

プ
は

、
1
4
G

中
8
G

で
あ

り
、

そ
れ

ら
す

べ
て

の
グ

ル
ー

プ
が

販
売

か
ら

利
益

を
得

て
い

る
。

し
か

し
、

配
当

金
の

支
払

い
実

績
が

認
め

ら
れ

た
の

は
、

バ
ン

ブ
ー

グ
ル

ー
プ

の
み

。

2
. 
5
0
％

の
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
が

O
V

O
P

活
動

に
対

し
て

満
足

し
て

い
る

。
2
-
1
. 
収

入
が

増
え

た
。

2
-
2
. 
家

族
の

位
置

づ
け

2
-
3
. 
地

域
資

源
に

対
す

る
認

識
が

深
ま

っ
た

。
2
-
4
. 
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

サ
ー

ビ
ス

、
技

術
支

援
が

ニ
ー

ズ
に

合
っ

て
い

た
。

2
-
5
. 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
行

わ
れ

、
必

要
な

指
導

・
ア

ド
バ

イ
ス

を
受

け
ら

れ
た

。
2
-
6
. 
ビ

ジ
ネ

ス
の

や
り

方
が

分
か

っ
た

。

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

質
問

票
調

査
に

お
い

て
、

全
グ

ル
ー

プ
が

O
V

O
P

活
動

に
満

足
し

て
い

る
と

回
答

。
理

由
と

し
て

、
ビ

ジ
ネ

ス
へ

の
理

解
が

向
上

し
た

、
生

産
・
加

工
に

必
要

な
助

言
・
技

術
の

提
供

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

。

3
. 
対

象
ワ

レ
ダ

に
お

い
て

、
勉

強
会

、
情

報
交

換
な

ど
の

自
発

的
取

り
組

み
が

行
わ

れ
て

い
る

。

地
域

の
住

民
が

中
心

と
な

り
勉

強
会

等
を

発
足

し
、

新
た

な
起

業
に

向
け

た
取

り
組

み
事

例
が

確
認

さ
れ

る
。

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

対
象

ワ
レ

ダ
（
ケ

ベ
レ

）
リ

ー
ダ

ー
/
住

民

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
の

活
動

が
周

辺
に

与
え

た
イ

ン
パ

ク
ト

は
現

時
点

で
は

い
ま

だ
限

定
的

で
あ

る
。

し
か

し
、

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

か
ら

の
情

報
を

基
に

当
該

作
物

の
作

付
面

積
を

増
や

し
た

り
、

作
付

農
作

物
の

種
類

を
多

様
化

さ
せ

る
な

ど
、

O
V

O
P

活
動

が
周

辺
住

民
の

行
動

変
容

を
引

き
起

こ
し

て
い

る
事

例
も

確
認

さ
れ

た
（
ゲ

タ
)。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
は

、
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

可
能

性
が

高
い

か
？

・
成

果
と

の
論

理
関

係
（
す

べ
て

の
成

果
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成

の
た

め
に

貢
献

し
て

い
る

）

成
果

の
達

成
度

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
度

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

P
D

M

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

成
果

1
及

び
2
に

つ
い

て
は

、
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
で

既
に

着
実

な
進

捗
が

み
ら

れ
る

も
の

の
、

成
果

3
（
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

）
に

つ
い

て
は

、
進

捗
状

況
が

芳
し

く
な

く
、

今
後

の
活

動
を

通
じ

、
シ

ー
ト

を
活

用
し

た
定

期
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
活

動
を

ワ
レ

ダ
レ

ベ
ル

に
お

い
て

徹
底

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

ア
プ

ト
プ

ッ
ト

か
ら

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

に
至

る
外

部
条

件
は

、
現

時
点

に
お

い
て

正
し

い
か

？
外

部
条

件
に

追
加

す
べ

き
も

の
が

あ
る

。
※

現
時

点
で

は
、

成
果

→
プ

ロ
目

の
外

部
条

件
設

定
な

し
。

追
加

す
べ

き
外

部
条

件
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

P
D

M

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

外
部

条
件

の
設

定
が

な
い

た
め

、
判

断
で

き
な

い
。

他
ド

ナ
ー

の
活

動
（
支

援
）
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
は

あ
る

か
？

他
ド

ナ
ー

が
当

該
ワ

レ
ダ

に
お

い
て

活
動

を
実

施
し

て
い

る
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
期

間
中

、
実

施
し

た
こ

と
が

あ
る

）
/
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
が

他
ド

ナ
ー

の
支

援
を

受
け

た
こ

と
が

あ
る

。

他
ド

ナ
ー

の
援

助
実

績
（
動

向
）

関
係

者
の

認
識

C
/
P

機
関

ド
ナ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

ア
ン

ド
ラ

チ
ャ

で
は

、
E
U

支
援

で
 N

o
n
-
T
im

be
r 

F
o
re

st
 P

ro
du

c
tが

実
施

中
で

あ
り

、
同

じ
ワ

レ
ダ

内
で

蜂
蜜

農
家

に
対

し
て

B
e
za

 M
ar

か
ら

マ
ー

ケ
ッ

ト
支

援
を

受
け

て
い

る
。

F
C

な
ど

は
、

同
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

内
容

と
比

較
す

る
傾

向
が

強
い

。
活

動
内

容
も

競
合

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
F
C

の
こ

う
し

た
比

較
、

O
V

O
P

活
動

へ
の

不
満

は
、

O
V

O
P

グ
ル

ー
プ

の
士

気
低

下
に

も
影

響
を

及
ぼ

し
か

ね
な

い
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

標
の

達
成

を
促

進
す

る
可

能
性

の
あ

る
他

の
要

因
は

あ
る

か
？

促
進

要
因

が
認

め
ら

れ
る

。
促

進
・
阻

害
要

因
に

対
す

る
認

識
・
情

報
C

/
P

機
関

J
IC

A
専

門
家

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

1
4
G

中
既

に
生

産
・
販

売
活

動
を

行
っ

て
い

る
グ

ル
ー

プ
も

あ
る

。
今

後
、

積
極

的
に

商
品

開
発

、
販

売
促

進
を

行
っ

て
い

く
こ

と
で

、
グ

ッ
ド

・
プ

ラ
ク

テ
ィ

ス
と

し
て

他
グ

ル
ー

プ
を

け
ん

引
し

て
い

け
る

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
可

能
性

の
あ

る
他

の
要

因
は

あ
る

か
？

阻
害

要
因

が
認

め
ら

れ
る

。
実

施
体

制
：
各

行
政

レ
ベ

ル
で

設
立

さ
れ

た
委

員
会

が
適

切
に

機
能

し
な

い
→

構
造

が
複

雑
す

ぎ
る

、
各

委
員

会
の

役
割

分
担

が
不

明
確

で
あ

る
、

委
員

会
メ

ン
バ

ー
の

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
が

得
ら

れ
な

い
な

ど

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

（
F
T
C

、
R

S
C

/
R

O
C

、
W

O
C

)

文
献

調
査

質
問

票
調

査
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

①
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
で

、
W

O
C

の
積

極
的

な
関

与
が

確
認

さ
れ

た
の

は
、

ゲ
タ

の
み

で
あ

っ
た

。
目

標
達

成
に

は
、

W
O

C
の

機
能

強
化

が
不

可
欠

で
あ

る
。

②
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
用

の
バ

イ
ク

が
中

間
レ

ビ
ュ

ー
時

点
で

未
調

達
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
に

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
。

将
来

的
に

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

受
け

る
べ

き
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
の

士
気

に
も

影
響

を
及

ぼ
し

か
ね

ず
、

早
急

の
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

地
域

資
源

を
活

用
し

た
ビ

ジ
ネ

ス
を

通
じ

て
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

活
性

化
さ

れ
る

。

因
果

関
係

必
要

な
デ

ー
タ

情
報

源
デ

ー
タ

収
集

方
法

中
間

評
価

結
果

促
進

・
阻

害
要

因

5 項 目

判
断

基
準

・
方

法
判

断
基

準
・
方

法

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
の

見
込

み
は

あ
る

か
？

評
価

項
目

：
有

効
性

　
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

を
問

う
：
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
を

通
じ

て
プ

ロ
目

は
ど

の
程

度
達

成
さ

れ
た

か
？

）
＝

予
測

有 効 性
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評
価

項
目

：
効

率
性

－
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

人
的

・
物

的
・
金

銭
的

な
投

入
は

、
ど
れ

だ
け
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
転

換
さ
れ

た
か

？
（
投

入
が

ど
の

よ
う
に
使

わ
れ

た
か

は
、
活

動
に
影

響
す
る
外

部
条

件
や

活
動

の
方

法
、
実

施
プ
ロ
セ
ス
に
も
注

目
）

大
項
目

小
項
目

成
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
の
算
出
状
況
は
適
切
か
？

計
画
に
基
づ
い
て
、
成
果
が
発
現
し
つ
つ
あ
る
。

・
活
動
実
績
（
進
捗
）

・
関
係
者
の
見
解
（
認
識
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門

家
C
/
P
機
関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

前
述
の
活
動
実
績
及
び
成
果
達
成
度
合
い
で
記
載
の
と
お
り
、
着
実
な
進

捗
が
確
認
さ
れ
た
。

成
果
を
算
出
す
る
た
め
に
十
分
な
活
動
計
画
が
組

ま
れ
て
き
た
か
？

活
動
と
成
果
の
論
理
構
成
が
正
し
い
。

P
D
M

活
動
実
績

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
全
体
の
実
施
体
制
構
築
に
係
る
活
動
が
、
O
V
O
P
グ

ル
ー
プ
の
選
定
・
審
査
シ
ス
テ
ム
構
築
の
な
か
に
入
る
な
ど
、
部
分
的
に
理

論
構
成
が
不
適
切
な
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
全
般
的
に
活
動
の
実
施
が
成

果
に
結
び
つ
く
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

活
動
か
ら
成
果
に
至
る
ま
で
の
外
部
条
件
・
前
提
条

件
の
影
響
は
予
測
さ
れ
る
か
？

前
提
条
件
が
、
活
動
の
実
施
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。

外
部
条
件
が
、
成
果
発
現
状
況
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。

（
前
提
条
件
）

・
R
O
C
が
設
立
さ
れ
る
。
O
V
O
P
パ
ー
ト
ナ
ー

が
確
保
で
き
る
。
天
災
に
見
舞
わ
れ
な
い
。

（
外
部
条
件
）

・
C
/
P
が
異
動
し
な
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
/
P
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
進
捗
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
将
来
的
な
異
動
を
考
慮
し
た
施
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

専
門
家
の
活
動
内
容
・
専
門
分
野
・
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、

適
切
で
あ
る
か
？

・
専
門
家
の
質
・
量
・
タ
イ
ミ
ン
グ
に
対
す
る
C
/
P

側
の
評
価

・
専
門
家
の
専
門
性

・
C
/
P
機
関
の
見
解

・
専
門
家
の
略
歴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

C
/
P
機
関

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

専
門
家
の
投
入
に
関
し
て
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
及
び
数
に
つ
い
て
は
高
い
評
価

が
下
さ
れ
た
が
、
R
/
D
に
基
づ
く
長
期
専
門
家
（
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
想

定
）
が
な
く
、
短
期
専
門
家
の
派
遣
に
つ
き
、
そ
の
派
遣
期
間
の
問
題
が
多

く
の
関
係
者
か
ら
指
摘
さ
れ
た
。

C
/
P
機
関
の
人
数
・
配
置
・
配
置
期
間
は
、
適
切
で

あ
る
か
？

・
C
/
P
の
質
・
量
・
タ
イ
ミ
ン
グ
に
対
す
る
専
門
家

か
ら
の
評
価

・
C
/
P
の
配
置
状
況
と
専
門
性

・
J
IC
A
専
門
家
の
見
解

・
C
/
P
の
略
歴

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
関
与
し
て
い
る
C
/
P
は
中
間
評
価
時
点
で
1
0
3
名

で
あ
り
、
C
/
P
の
配
置
人
数
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
満
足
し
て
い
る
。
メ
ン

バ
ー
全
員
が
他
業
務
と
兼
務
し
て
い
る
。
現
在
、
O
V
O
P
担
当
官
は
連
邦
及

び
州
に
お
い
て
も
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
活
動
の
展
開
を
考
え
て
い

く
う
え
で
も
、
ア
ワ
サ
農
業
局
へ
の
担
当
官
の
配
置
が
望
ま
れ
る
。

機
材
調
達
の
種
類
・
数
・
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
適
切
で
あ

る
か
？

・
本
来
の
目
的
に
従
っ
た
機
材
、
数
量
で
あ
る
。

（
供
与
さ
れ
た
が
使
わ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
機
材

が
な
い
か
？
）

・
供
与
（
調
達
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
適
切
で
あ
っ

た
。

・
機
材
供
与
リ
ス
ト
（
機
材
管
理
簿
）

・
機
材
の
調
達
状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

O
V
O
P
パ
ー
ト
ナ
ー
・

グ
ル
ー
プ

文
献
調
査

質
問
票
調
査

各
グ
ル
ー
プ
が
生
産
・
加
工
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
、
2
0
1
1
年
1
2
月
か
ら

2
0
1
2
年
3
月
に
か
け
て
機
材
の
調
達
・
供
与
が
行
わ
れ
た
。
機
材
の
調
達

に
際
し
て
、
O
V
O
P
パ
ー
ト
ナ
ー
の
協
力
を
得
て
事
前
に
見
積
も
り
を
作
成

し
た
が
、
数
量
・
種
類
等
に
間
違
い
が
多
く
、
必
要
機
材
の
見
積
も
り
を
完

成
さ
せ
る
ま
で
に
時
間
を
要
し
た
。
ま
た
、
機
材
に
よ
っ
て
は
、
現
地
調
達
が

難
し
い
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
が
調
達
を
遅
ら
せ
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ

た
。
供
与
さ
れ
た
機
材
は
ほ
と
ん
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
適
切
に
使
用
・
管
理
さ

れ
て
い
る
が
、
一
部
部
品
の
不
具
合
（
ア
ン
ド
ラ
チ
ャ
G
5
)、
管
理
の
不
徹
底

（
ア
ン
ド
ラ
チ
ャ
G
6
)が

見
受
け
ら
れ
た
。

本
邦
研
修
の
研
修
分
野
・
内
容
・
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
適

切
で
あ
る
か
？

研
修
受
講
者
が
帰
国
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ

積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
（
貢
献
度
・
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
の
度
合
い
）
。

・
本
邦
研
修
の
実
施
時
期
、
研
修
内
容
、

・
受
講
者
の
数
、
役
職
、
事
後
活
動
状
況

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
進
捗

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
2
年
ま
で
の
間
に
、
F
T
C
、
R
O
C
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
す
る

合
計
1
5
名
の
O
V
O
P
関
係
者
が
本
邦
研
修
や
第
三
国
研
修
に
参
加
し
て
お

り
、
O
V
O
P
活
動
に
対
す
る
理
解
の
促
進
に
貢
献
し
た
。

投
入
さ
れ
た
予
算
は
、
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
て
い

る
か
？

投
入
予
算
が
計
画
ど
お
り
使
わ
れ
て
い
る
。

・
予
算
額
と
執
行
状
況
・
使
途

・
O
V
O
P
グ
ル
ー
プ
活
動
予
算
の
決
算
デ
ー
タ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
事
務
所
/
本
部

J
IC
A
専
門
家

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

在
外
事
業
強
化
費
は
計
画
ど
お
り
執
行
さ
れ
て
お
り
、
特
段
の
問
題
は
認

め
ら
れ

な
か

っ
た
。

対
象
ワ
レ
ダ
の
立
地
条
件
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
？

各
対
象
ワ
レ
ダ
が
離
れ
て
お
り
、
範
囲
が
広
域

に
及
ん
だ
こ
と
で
、
活
動
の
円
滑
な
実
施
が
困

難
で
あ
っ
た
。

・
対
象
ワ
レ
ダ
ま
で
の
移
動
に
か
か
る
時
間

（
日
数
）

・
関
係
者
の
認
識
（
評
価
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

O
V
O
P
パ
ー
ト
ナ
ー

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

対
象
5
ワ
レ
ダ
の
う
ち
、
ア
ン
ド
ラ
チ
ャ
に
つ
い
て
は
、
移
動
に
ま
る
2
日
か
か

る
う
え
に
、
通
信
事
情
が
悪
い
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
少
な
か
ら
ず
円
滑
か

つ
効
率
的
な
実
施
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

O
V
O
P
活
動
の
普
及
及
び
成
功
モ
デ
ル
の
構
築
を
め
ざ
す
の
で
あ
れ
ば
、

第
2
ラ
ウ
ン
ド
の
グ
ル
ー
プ
選
定
に
お
い
て
は
、
通
信
事
情
、
距
離
を
考
慮

に
入
れ
た
管
理
の
し
や
す
さ
に
つ
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案
（
計
画
）
時
の
計
画
か
ら
現
状
に

即
し
た
形
で
の
活
動
計
画
の
変
更
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
の
効
率
性
を
高
め
る
・
低
め
る
要
因
と
な
っ
た

か
？

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
当
初
の
計
画
と
実
際
の
活
動
実

績
の
比
較

当
初
の
P
D
M
/
P
O
と
現
在
の
P
D
M
/
P
O

活
動
実
績

関
係
者
の
見
解

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
、
農
業
省
側
か
ら
合
意
の
得
ら
れ
た
計
画
（
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
）
が
な
く
、
実
施
に
際
し
て
関
係
者
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
た
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
計
画
が
提
示
さ
れ
る
も
、
活

動
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
2
0
1
0
年
か
ら
2
0
1
1
年
ま

で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
お
い
て
は
、
計
画
に
基
づ
い
て
活
動
が
実
施
さ

れ
て
い
た
と
は
い
い
難
い
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
反
省
に
基
づ
き
、
現

在
、
活
動
の
実
施
体
制
、
実
施
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
立
て
直
し
が
図
ら
れ
て

い
る
。

効
率
性
の
向
上
を
促
進
し
た
そ
の
他
の
要
因
は
あ
っ

た
か
？

そ
の
他
の
促
進
要
因
が
あ
っ
た
。

具
体
的
促
進
要
因
の
事
例

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

多
く
の
課
題
を
抱
え
る
な
か
で
、
O
V
O
P
の
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
活
動
を
実
施
し
て

い
く
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
及
び
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
間
で
不
断
の
調
整
が

必
要
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は
現
在
軌
道
に

乗
り
つ
つ
あ
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
関
係
者
と
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
関

係
者
へ
の
意
識
化
、
既
存
の
行
政
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
実
施
体
制
の
構
築
に
よ

り
指
揮
命
令
系
統
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
、
な
ど
が
促
進
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

効
率
性
の
向
上
を
阻
害
し
た
そ
の
他
の
要
因
は
あ
っ

た
か
？

そ
の
他
の
阻
害
要
因
が
あ
っ
た
。

具
体
的
阻
害
要
因
の
事
例

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
期
間
中
の
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
、
活
動
の
効
率
性
に
影
響
を
与

え
た
要
因
と
し
て
、
以
下
が
指
摘
さ
れ
た
。
①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
当
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
計
画
の
提
示
な
し
、
②
F
C
の
採
用
の
遅
れ
、
③
バ
イ
ク
調
達
の
遅
れ
、
④
チ
ー
フ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
短
期
派
遣
、
⑤
C
/
P
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
低
さ
、
⑥
ワ
レ
ダ
の
距

離
、
⑦
C
P
の
頻
繁
な
異
動
な
ど
。

情
報
源

阻
害
・
貢
献
要
因

効 率 性

投
入
・
タ
イ
ミ
ン
グ

判
断
基
準
・
方
法

判
断
基
準
・
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

中
間
評
価
結
果

デ
ー
タ
収
集

方
法

5 項 目

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
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大
項
目

小
項
目

上
位
目
標
の
達
成
の

見
込
み

O
V
O
P
活
動
を
通
じ
て
、
農
民
の
暮
ら
し
が
多
様
化

す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
と
比
較
し
て
、
農
民
の
暮

ら
し
が
多
様
化
し
て
い
る
。

関
係
者
の
見
解

多
様
化
の
具
体
的
事
例

P
D
M

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

文
献
調
査

（
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
政
策
面
）

政
策
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
る
か
？

・
O
V
O
P
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ア
プ
ロ
ー
チ
）
が
政
府
の

政
策
に
採
用
さ
れ
る
。

・
O
V
O
P
ア
プ
ロ
ー
チ
が
他
ド
ナ
ー
で
も
採
用
・
参

考
に
さ
れ
る
。

連
邦
、
州
に
お
け
る
農
業
政
策

ド
ナ
ー
の
支
援
計
画
・
活
動
計
画

州
及
び
連

邦
政
府
（
政

策
）

他
ド
ナ
ー
（
報
告
書
）

文
献
調
査

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
で
は
、
政
策
面
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。

（
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
経
済
面
）

O
V
O
P
活
動
か
ら
別
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
派
生
す
る
可
能

性
・
実
績
は
あ
る
か
？
（
ビ
ジ
ネ
ス
の
多
様
化
）

・
大
手
企
業
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡

大 ・
中
小
企
業
の
設
立

・
他
の
地
域
へ
の
活
動
の
拡
大
（
指
導
・
実
施
・

販
売
な
ど
）

・
対
象
地
域
内
で
の
同
種
の
起
業
が
増
え
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
拡
充
に
対
す
る
情
報
・
デ
ー
タ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

O
V
O
P
グ
ル

ー
プ
/

パ
ー
ト
ナ
ー

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ゲ
タ
ワ
レ
ダ
の
コ
セ
レ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
で
は
、
O
V
O
P
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
コ
セ
レ
ッ
ト
の
加
工
の
ほ
か
に
、
伝
統

的
な
コ
ー
ヒ
ー
セ
レ
モ
ニ
ー
に
使
用
さ
れ
る
テ
ー
ブ
ル
マ
ッ
ト
の
作
成
が
始

ま
っ
て
い
た
。

（
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
経
済
面
）

当
該
産
品
の
価
格
下
落
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。

当
該
産
品
の
価
格
の
推
移
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
と

後
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
前
後
の
価
格

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

O
V
O
P
グ
ル

ー
プ

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ゲ
タ
の
竹
細
工
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
始
め
て
以
降
、
竹
の
市
場
価
格
（
買

付
価
格
）
が
上
昇
し
つ
つ
あ
る
。

（
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
社
会
面
）
）

州
内
（
ま
た
は
国
内
）
に
お
い
て
O
V
O
P
産
品
の
知
名

度
が
上
が
っ
た
。

・
O
V
O
P
産
品
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

・
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
取
材
依
頼
が
あ
っ
た
。

・
他
の
団
体
が
視
察
見
学
に
訪
れ
た
。

メ
デ
ィ
ア
掲
載
回
数

取
材
回
数

他
団
体
の
視
察
見
学
回
数

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
文
書

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

O
V
O
P
グ
ル

ー
プ

文
献
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

生
産
活
動
を
始
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
現
段
階
で
は
ま
だ
限
定
的
で
あ

り
、
知
名
度
が
上
が
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
。

（
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
社
会
面
）

活
動
対
象
ワ
レ
ダ
・
ケ
ベ
レ
に
お
い
て
、
O
V
O
P
活
動

実
施
の
結
果
、
社
会
面
に
何
か
し
ら
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
か
？

O
V
O
P
活
動
後
、
グ
ル
ー
プ
内
外
で
社
会
的
役

割
が

変
化
し
つ
つ
あ
る
。

C
/
P
、
O
V
O
P
グ
ル
ー
プ
、
W
O
C
の
見
解

C
/
P
機
関

O
V
O
P
グ
ル

ー
プ

W
O
C

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
社
会
面
）

活
動
対
象
ワ
レ
ダ
・
ケ
ベ
レ
に
お
い
て
、
O
V
O
P
活
動

実
施
の
結
果
、
家
族
関
係
・
健
康
面
で
正
負
の
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
か
？

地
域
資
源
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
っ
た

C
/
P
、
O
V
O
P
グ
ル
ー
プ
、
W
O
C
の
見
解

C
/
P
機
関

O
V
O
P
グ
ル
ー
プ

W
O
C

（
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
社
会
面
）

活
動
対
象
ワ
レ
ダ
・
ケ
ベ
レ
に
お
い
て
、
O
V
O
P
活
動

実
施
の
結
果
、
派
生
し
た
活
動
は
あ
る
か
？

女
性
グ
ル
ー
プ
の
自
発
的
組
織
化
・
販
売
活
動

O
V
O
P
に
似
た
活
動
の
事
例

J
IC
A
専
門

家
C
/
P
機
関

O
V
O
P
グ
ル
ー
プ

W
O
C
メ
ン
バ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
に
な
し
。

（
正
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
社
会
面
）

O
V
O
P
活
動
を
始
め
て
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
間
で
あ
っ
て

話
し
合
い
や
情
報
交
換
の
頻
度
が
高
ま
っ
た
か
？

・
グ
ル
ー
プ
間
で
話
し
合
い
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る

・
資
機
材
を
融
通
し
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
貸
し
借

り
）

話
し
合
い
の
回
数
（
実
績
）

貸
し
借
り
の
有
無

J
IC
A
専
門
家

C
/
P
機
関

O
V
O
P
グ
ル

ー
プ

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
に
な
し
。

（
負
の
イ
ン
パ
ク
ト
：
社
会
面
）

対
象
社
会
（
地
域
）
以
外
へ
の
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
は

あ
る
か
？
（
そ
れ
を
取
り
除
く
た
め
の
方
策
は
何

か
？
）

・
対
象
地
域
（
ワ
レ
ダ
・
ケ
ベ
レ
）
以
外
の
住
民
と

会
い
に
く
く
な
っ
た
。

・
経
済
格
差
が
広
が
っ
た
。

O
V
O
P
グ
ル
ー
プ
の
見
解
（
認
識
）
〔
対
象
地

域
（
ワ
レ
ダ
・
ケ
ベ
レ
）
以
外
の
住
民
と
会
い
に

く
く
な
っ
た
。
経
済
格
差
が
広
が
っ
た
な
ど
〕

O
V
O
P
グ
ル

ー
プ

質
問
票
調
査

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

特
に
な
し
。

イ ン パ ク ト

①
コ
チ
ョ
グ
ル
ー
プ
：
従
来
女
性
が
行
う
作
業
で
あ
っ
た
が
、
グ
ル
ー
プ
結

成
後
か
ら
男
性
も
積
極
的
に
作
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
生
活
の
ス
タ
イ
ル

が
変

化
し
つ
つ
あ
る
。

②
竹
細
工
グ
ル
ー
プ
：
グ
ル
ー
プ
内
の
結
束
が
固
ま
り
、
O
V
O
P
活
動
以
外

で
も
、
協
同
作
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
（
農
作
業
）
。

③
大
麦
グ
ル
ー
プ
：
加
工
に
必
要
な
大
麦
の
種
類
や
品
質
の
特
定
が
可
能

と
な
り
、
生
産
者
に
そ
れ
ら
の
情
報
を
事
前
に
提
供
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
産
者
側
の
栽
培
作
物
が
多
様
化
。
粉
末
B
al
e
yが

あ
る
こ
と
で
、
女

性
の
家
事
負
担
を
軽
減
で
き
、
家
庭
円
満
に
な
っ
た
。

④
コ
セ
レ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：
コ
セ
レ
ッ
ト
が
売
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
周
辺
住
民
の

な
か
に
は
、
作
付
面
積
を
増
や
す
人
も
出
て
き
た
。

評
価

項
目

：
イ
ン
パ

ク
ト

上
位
目
標
以
外
の
正

負
の
イ
ン
パ
ク
ト
（
変

化
）

※
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

時
、
想
定
さ
れ
て
い

（
た
）
な
か
っ
た
正
・
負

の
波
及
効
果
は
あ
っ

た
か
？

5 項 目

判
断
基
準
・
方
法

判
断
基
準
・
方
法

必
要
な
デ
ー
タ

情
報
源

デ
ー
タ
収
集

方
法

中
間
評
価
結
果
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大
項

目
小

項
目

政
策

面
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

推
進

し
て

き
た

活
動

の
継

続
/
自

立
発

展
性

を
促

す
政

策
的

枠
組

み
は

整
備

さ
れ

て
い

る
か

？

エ
チ

オ
ピ

ア
の

連
邦

ま
た

は
州

レ
ベ

ル
の

農
業

政
策

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
推

進
し

て
き

た
活

動
が

含
ま

れ
、

か
つ

重
点

化
さ

れ
る

。

農
業

政
策

文
書

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

農
業

政
策

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

政
策

的
枠

組
み

に
つ

い
て

の
進

捗
は

な
し

。

財
政

面
連

邦
農

業
省

や
州

農
業

局
の

予
算

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
推

進
し

て
き

た
活

動
に

対
す

る
予

算
が

計
上

さ
れ

て
い

る
（
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
）

か
？

南
部

諸
民

族
州

に
お

け
る

農
業

農
村

開
発

分
野

に
対

す
る

予
算

配
分

に
お

い
て

、
農

業
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
配

分
額

が
一

定
ま

た
は

増
加

し
て

い
る

。

農
業

省
に

お
け

る
、

2
0
1
1
/
1
2
年

予
算

計
画

、
2
0
1
2
/
1
3
年

予
算

計
画

（
案

）
エ

チ
オ

ピ
ア

に
お

け
る

予
算

計
画

・
執

行
プ

ロ
セ

ス
南

部
諸

民
族

州
に

お
け

る
農

業
農

村
開

発
分

野
へ

の
予

算
額

の
推

移

農
業

省
（
局

）
計

画
課

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

特
段

予
算

は
計

上
さ

れ
て

い
な

い
。

2
0
0
8
年

ま
で

存
在

し
て

い
た

、
イ

ギ
リ

ス
を

は
じ

め
と

す
る

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の

ド
ナ

ー
か

ら
の

財
政

支
援

ス
キ

ー
ム

（
P

ro
te

c
ti
o
n
 o

f 
B

as
ic

 S
e
rv

ic
e
s

：
P

B
S
）
は

現
在

も
有

効
か

？

P
B

S
の

現
状

農
業

省
、

州
農

業
局

C
/
P

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

P
B

S
の

活
用

実
績

は
な

い
。

日
本

以
外

の
ド

ナ
ー

か
ら

、
O

V
O

P
活

動
に

対
す

る
財

政
支

援
を

受
け

る
可

能
性

・
計

画
・
予

定
は

あ
る

か
？

農
業

省
・
農

業
局

が
独

自
の

裁
量

で
使

途
を

決
め

る
こ

と
の

で
き

る
予

算
を

も
っ

て
い

る
/
S
W

A
P

s（
セ

ク
タ

ー
・
ワ

イ
ド

・
ア

プ
ロ

ー
チ

）
等

の
支

援
を

農
業

省
が

受
け

て
い

る
。

他
ド

ナ
ー

に
よ

る
農

業
省

に
対

す
る

S
W

A
P

s
の

状
況

P
ro

te
c
ti
o
n
 o

f 
B

as
ic

 S
e
rv

ic
e
s 

(P
B

S
)の

現
状

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

農
業

省
が

独
自

の
裁

量
で

使
途

を
決

め
ら

れ
る

予
算

枠
は

、
持

ち
合

わ
せ

て
い

な
い

。

O
V

O
P

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
運

営
体

制
は

整
備

さ
れ

た
か

（
つ

つ
あ

る
か

）
？

連
邦

、
州

、
ワ

レ
ダ

レ
ベ

ル
で

の
運

営
委

員
会

が
そ

の
役

割
分

担
に

基
づ

き
事

業
を

実
施

運
営

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
連

邦
、

州
、

ワ
レ

ダ
レ

ベ
ル

に
お

い
て

、
運

営
委

員
会

が
維

持
さ

れ
る

。

各
レ

ベ
ル

に
お

け
る

運
営

委
員

会
の

役
割

、
活

動
状

況
（
機

能
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

第
1
ラ

ウ
ン

ド
の

経
験

を
基

に
改

訂
さ

れ
た

改
訂

版
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
、

運
営

委
員

会
の

役
割

、
活

動
内

容
が

よ
り

明
確

に
示

さ
れ

て
い

る
。

回
を

重
ね

る
ご

と
に

、
委

員
会

メ
ン

バ
ー

と
協

働
し

て
改

訂
作

業
が

行
わ

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

内
容

が
洗

練
さ

れ
る

だ
け

で
な

く
、

実
施

プ
ロ

セ
ス

、
実

施
体

制
に

対
す

る
理

解
も

深
ま

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
に

も
引

き
続

き
O

V
O

P
活

動
に

対
す

る
人

員
を

配
置

す
る

こ
と

は
可

能
か

？
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

推
進

し
て

き
た

活
動

に
対

し
、

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
す

る
計

画
が

あ
る

（
T
O

R
に

O
V

O
P

活
動

が
組

み
込

ま
れ

る
）
。

農
業

省
・
州

・
ワ

レ
ダ

に
お

け
る

ス
タ

ッ
フ

T
O

R
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

活
動

の
継

続
性

を
担

保
し

て
い

く
た

め
に

は
、

C
/
P

の
業

務
（
T
O

R
)に

O
V

O
P

活
動

を
組

み
込

む
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

南
部

諸
民

族
州

の
政

府
高

官
筋

に
よ

れ
ば

、
2
0
1
2
年

7
月

か
ら

始
ま

る
新

年
度

に
お

い
て

、
新

た
な

部
局

設
立

が
検

討
さ

れ
て

お
り

、
同

部
局

が
O

V
O

P
活

動
を

担
当

す
る

可
能

性
が

高
い

。

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
か

ら
の

継
続

的
な

支
援

は
見

込
ま

れ
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

終
了

後
も

継
続

的
に

パ
ー

ト
ナ

ー
か

ら
の

支
援

を
得

る
た

め
の

対
策

は
講

じ
ら

れ
て

い
る

。
O

V
O

P
パ

ー
ト

ナ
ー

側
に

継
続

の
意

思
が

あ
る

。

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
協

定
な

ど
（
覚

書
な

ど
）

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー
の

見
解

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

文
書

J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

O
V

O
P

パ
ー

ト
ナ

ー

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

T
e
sf

ye
氏

：
継

続
的

に
、

積
極

的
に

支
援

・
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

っ
て

い
く
こ

と
を

約
束

。
継

続
的

な
活

動
を

担
保

し
て

い
く
た

め
に

も
、

農
業

省
ま

た
は

農
業

局
に

、
O

V
O

P
担

当
官

の
配

置
が

必
要

で
あ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

期
間

中
に

作
成

さ
れ

た
「
O

V
O

P
実

施
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

後
も

活
用

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

？
（
他

の
地

域
で

O
V

O
P

活
動

を
推

進
す

る
際

、
同

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
使

用
し

た
い

か
？

）

O
V

O
P

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
評

価
が

高
い

。
C

/
P

機
関

に
よ

る
ガ

イ
ド

ラ
イ
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の

評
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門
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C
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機
関

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査
現

在
ラ

ウ
ン

ド
を

1
回

実
施

し
た

の
み

で
あ

り
、

今
後

ラ
ウ

ン
ド

を
重

ね
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、

好
事

例
が

創
出

さ
れ

、
O

V
O

P
の

効
果

が
実

際
に

証
明

さ
れ

な
け

れ
ば

、
他

地
域

へ
の

普
及

の
可

能
性

は
低

い
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
使

用
に

つ
い

て
も

同
様

で
あ

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
な

し
で

、
O

V
O

P
グ

ル
ー

プ
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

作
業

が
実

施
で

き
る

か
？

（
実

施
能

力
）

各
実

施
委

員
会

が
各

レ
ベ

ル
で

実
施

さ
れ

る
作

業
内

容
・
留

意
点

を
理

解
し

、
選

定
作

業
を

実
施

し
て

い
る

。

各
委

員
会

メ
ン

バ
ー

の
認

識
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

現
在

ラ
ウ

ン
ド

を
1
回

経
験

し
て

い
る

が
、

そ
れ

だ
け

で
は

不
十

分
。

ラ
ウ

ン
ド

を
重

ね
て

い
く
こ

と
に

よ
り

、
メ

ン
バ

ー
の

知
識

・
ス

キ
ル

も
向

上
す

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
支

援
な

し
で

、
一

連
の

O
V

O
P

ビ
ジ

ネ
ス

支
援

（
技

術
研

修
、

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
支

援
、

パ
ー

ト
ナ

ー
マ

ッ
チ

ン
グ

な
ど

）
を

実
施

で
き

る
か

？

O
V

O
P

事
務

局
と

な
る

（
だ

ろ
う

）
R

S
C

/
R

O
C

が
、

一
連

の
流

れ
を

理
解

し
、

運
営

し
て

い
る

。
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
の

業
務

分
掌

が
担

当
者

ご
と

に
決

ま
っ

て
い

る
。

R
S
C

/
R

O
C

メ
ン

バ
ー

の
O

V
O

P
ビ

ジ
ネ

ス
支

援
に

関
す

る
役

割
分

担
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
文

書
J
IC

A
専

門
家

C
/
P

機
関

文
献

調
査

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

質
問

票
調

査

同
上

組
織

面
自 立 発 展 性

技
術

面

評
価

項
目

：
自

立
発

展
性

（
持

続
性

）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

活
動

の
財

政
負

担
は

可
能

か
？

中
間

評
価

結
果

5 項 目

判
断

基
準

・
方

法
判

断
基

準
・
方

法
必

要
な

デ
ー

タ
情

報
源

デ
ー

タ
収

集
方

法
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３．Minutes of Meeting（M/M）
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４．主要面談者リスト

面談者リスト 
 
1) JCC（合同調整委員会）/ FTC（連邦技術委員会）/ RSC（州調整委員会）/ROC（州 OVOP

委員会）/ OVOP パートナー 
 

  Month/Date Name Title 

1 22-May-12 Ms Alemtsehay Sergawi 
Expert, extension directorate、Ministry of 

Agriculture (MoA) 

2 22-May-12 Ms. Tsega Teka 
Oilseeds Marketing Team Leader, Marketing 

directorate, Ministry of Trade (MoT)  

3 4-Jun-12 Dr. Dagnachew Beyene  
Director, Extension Directorate, Ministry of 

Agriculture 

4 4-Jun-12 Mr. Tesfaye MEKONNEN Tesfaye Eco Paper 

5 5-Jun-12 Mr. Kaike Kebede 

Agri- Engineering, Agricultural 

Mechanization Research Representative, 

Mellkassa Agricultural Research Center 

(MARC)  

6 6-Jun-12 Mr. Bedilu T. Shegen 
Chief of Party, Counterpart International 

(USAid)  

7 8-Jun-12 Mr. Haile Giorgis Demissie General Manager, Beza Mar Agro-Industry 

8 13-Jun-12 
Dr. Mitslal  

Kifleyesus-Matschie 

CEO, Ecological Products of Ethiopia 

(ECOPIA)   
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2) WOC（郡 OVOP 委員会）メンバー 
Lanfaro（LF） 

No F/M Name Job title 

1 M Dawit Nebret Representative of Agriculture Head 

2 F Selina Delil Gender officer 

3 F Hakima Salim Rural Women Expert 

4 M Daniel Dlile Marketing of Cooperative Head office 

5 M Getahum Fekefel Cooperative Organizer 

6 M Mangistu Sisay Agricultural Marketing Coordinator 

7 M Abera Kifie Woredea Micro Finance Head (Manager) 

8 M Miraj Taju Field Coordinator 

 
Geta（GT） 

No F/M Name Job title 

1 M Sani Nisrane Vice administer 

2 M Weldesman Assefa Rural women extension expert 

3 M Mesfin Wogo Shimnesa Woreda trade & industry head of office 

4 M Tigistu chiksa Marketing cooperator 

5 F Genet Babkir Marketing cooperate agent 

6 F Hadrat Lemma Gender expert 

7 M Akmel Jemal Omo microfinance 

8 M Mujib Meka Seid Field Coordinator 

 
Boloso Bombe（BB） 

No F/M Name Job title 

1 M Taswa Seba Agricultural Department Head 

2 M Gebre Gelaleh Cooperative Coordinator 

3 M Wegderes Kidoae Rural Women Extension Expert 

4 M Mokonen Seslem Gender Officer 

5 M Kebede Baze Microfinance Head 

6 M Abriham Daniel Marketing Coordinator 

7 M Henok Ayanaw Field Coordinator 
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Andracha（AD） 

No F/M Name Job title 

1 M Majore Mejito Woreda Administrator 

2 M Besirat Ayasha Marketing & Cooperative Office Head 

3 M Tegbaru Adasho Marketing process owner 

4 M Tekile Ayasho Gender officer 

5 M Ambelo Shenechrasha Field Coordinator 

 

Arba Minch（AR） 

No F/M Name Job title 

1 M Shibeshi Deboch Cooperative Coordinator 

2 M Haile Michel Gebre Rural Women Officer 

3 M Serawit Wondimu 
Representative, Agriculture extension 

Office 

4 M Asayew Bedane Field Coordinator 
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3) OVOP グループ・メンバー 
G15-LF Pepper Group (23/05/2012) 

No F/M Name Job title 

1 F Wesila Nursebo Cashier 

2 F Bilcho Mishro Member 

3 M Yilma Hamdo Accountant 

4 M Temam Legesso Chairman 

5 M Nerse Sermolo Member 

6 M Fete Hajiredi Secretary 

7 M Shmsu Hamdu Member 

8 M Husen Sirego Vice Chairman 

9 M Badgeba Sirego Member 

10 M Mare Lallo Member 

11 M Gadisa Shemollo Member 

12 M Geleto Dargicho Member 

13 M Eyasu Jemal Member 

 

G14-LF Honey Group (23/05/2012)   

No F/M Name Job title 

1 M Yekesi Yasin Chairman 

2 M Nuri Yusuf Cashier 

3 M Kimbar Husen Vice Chairman 

4 M Shehmahmud Yasin Accountant  

5 M Reshad Seman Member 

6 M Bamud Mohamed Member 

7 M Zeinu Essa Member 

8 M Amdella Lallago Member 

9 M Jemal Shikur Member 

10 M Sheh Hussen Jemal Member 

11 M Asrano Dalecho Member 

12 M Hamid Dalecho Member 

13 M Nur Lelleso Member 

14 M Hamdella Yusuf Member 

15 M Nursebo Adem Member 

16 M Fitamo Ayano Member 

17 M Muze Mohamed Member 
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G11-GT Bamboo Group (24/05/2012)  

No F/M Name Job title 

1 F Menu Abas Chairman 

2 M Werkineh Merga Storeman 

3 M Bedru Temam Cashier 

4 M Badu Abdo Auditor 

5 M Mustefa Abdrahim Member 

6 M Shemsu Mohe Purchase 

7 M Shamil Hiru Member 

8 M Abdi Gebre Member 

9 M Asena Argaka Salesman 

10 M Abbela Shifa Member 

11 M Alias Mohe Member 

12 N/A Tarsku Habtemariam Development Agent (DA) 

13 N/A Abdil Hamid Delil DA 

14 N/A Mihret Mitiku DA 

 

G13-GT Barley Group (24/05/2012)  

No F/M Name Job title 

1 M Wolde Unge Chairman 

2 M Bedru Shikur Secretary 

3 M Nuru Nekir Member 

4 M Lema Sibani Purchaser 

5 M Tofik Nuru Member 

6 M Wegbeza Nida Storeman 

7 M Hailu Habtemariam Procurement 

8 M Jemal Berkit Samlesman 

9 M Mehdi Mura Member 

19 M Yedir Abdirahim DA 

10 M Abdil Shikur DA 

11 M Musuma  DA 
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G12-GT  Koseret Group (25/05/2012)  

No F/M Name Job title 

1 M Fedlu Mosa Member 

2 M Wabi Teheluku  Purchaser 

3 M Desalegn Zaga Chairperson 

4 M Temam Kedir Member 

5 M Fikadu Zaga Salesman 

6 M Getachew Kemal Member 

7 M Kifetew Zaga Audit 

8 F Ebu Ebrahim Member 

9 F Jemilat Siraj Member 

10 M Ahmed Haile Member 

11 M Alemu Gebremedhin Member 

12 M Bizu Teka Member 

13 M Daniel Abebe Secretary 

14 M Muhajir Kedir Member 

15 F Ferejut Shemsu Member 

16 F Nuritu Yasin Vice Chairperson 

17 M Abdilmalik Ahmed Member 

18 M Ale Tadele Member 

19 M Fedlu Akmel Member 

20 M Wujira Kemal Cashier 

21 M Zeberga Zerga DA 

22 M Hashim Abdo DA 

23 M Endale Fikadu DA 

24 M Tariku Melis DA 

 
G4-BB Mango Jam Group (29/05/12)  

No F/M Name Job title 

1 N/A Azege Alto Chairperson 

2 N/A Takele Tadiwos Vice Chairperson 

3 N/A Chombamo Hebana Member 

4 N/A Asefa Ufayse Member 

5 N/A Merkin Manjo Member 

6 N/A Teshome Tadise Member 

7 N/A Abera Angamo Member 
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8 N/A Derge Shamana Member 

9 N/A Buhta Halabo Member 

10 N/A Besene Godebo Member 

11 N/A Getechew Mega Member 

12 N/A Sigezu Elibo Member 

13 N/A Buzunesh Ayele Member 

14 N/A Konjit Ginjo  Member 

15 N/A Takele Munuke Member 

 

G3-BB Ginger Group (29/05/12)  

No F/M Name Job title 

1 M Abriham Altaye Chairperson 

2 M Genebo Tega Secretary 

3 M Alemayehu Asefa Auditor 

4 M Alemu Oshine Member 

5 M Woyza Wolebo Member 

6 M Aman Worku Member 

7 M Dubale Choka Member 

8 M Abere Asefa Member 

9 M Alemayehu Balgo Cashier 

10 M Ojamo Oshine Member 

 

G1-BB Ginger Group (29/05/12)  

No F/M Name Title 

1 M Jomole Jorge Chairperson 

2 M Shanko Disko Vice Chairperson 

3 M Tegene Jongo Secretary 

4 M Matiwos Kogeso Member 

5 M Asefa Altaye Member 

6 M Sodano Gintano Member 

7 M Tamado Taso Member 

8 M Asret Asamo Member 

9 M Gelaye Taso Member 

10 M Mokonea Mota Member 

11 M Asemo Alambo Member 

12 M Wadallo Wonjelo Cashier 
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G6-AD Kocho Group(01/06/2012) 

No F/M Name Job title 

1 M Abebe Dokacho Chairperson 

2 N/A Alemu Ayno Member 

3 N/A Abezash Dakito Vice Chairperson 

4 N/A Firehiwot Shawllo Member 

 

G7-AD Honey Group (01/06/2012)  

No F/M Name Job title 

1 N/A Aklilu Chero Member 

2 N/A Ayele Abebe Member 

3 N/A Tamiru Haifo Member 

 

G5-AD Kocho Group (01/06/2012)  

No F/M Name Job title 

1 M Tadesse Enno Chairperson 

2 F Adinew Enno Member 

3 M Aster Ademo Member 

 
G8-AR Banana Paper Group (15/06/12) 

No F/M Name Job title 

1 M Kuma Mishe Chairperson 

2 M Yalew Kanbo Accountant 

3 M Emosha Sarato Member 

4 M Gurzena Danota Member 

5 M Tommas Mado Chashier 

6 M Zenebeel Yosha Member 

7 M Merede Mado Member 

8 M Denbebe Olto Member 

9 M Gumesha Gosa Member 

10 M Telo Tsela Member 

11 F Sekuse Dobo Member 

12 F Sabebeeh Toga Member 
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G9-AR Mango Jam Group (15/06/12)  

No F/M Name Job title 

1 M Mesfin Keto Chairperson 

2 N/A Birhan Melkamu Secretary 

3 N/A Aster Mena Audit 

4 N/A Melaku Kanko Cashier 

5 N/A Kaleb Asefa Purchaser 

6 N/A Magi Dama Sales Person 

7 N/A Genet Ganamo Member 

8 N/A Selemon Tsegaye Member 

9 N/A Bizunesh Hoge Member 

10 F Abite Ama COs 

11 N/A Tariku Biru Member 
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５．合同調整委員会 / 州調整委員会参加者リスト

JCC
Name Title Org. Directorate

Dr. Dagnachew Beyene Director MoA (chairperson) Extension directorate

Mr.Fekade Wondmagegn Expert MoA -

Mr. Abera Mulat Head BoA (Delegate) -

Mr.Shinkawa Makoto SR JICA -

Ms. Chieko Yasuda Advisor JICA
-

Ms.Miho Oikawa Advisor JICA -

Mr.Koji Ota CR JICA -

Mr.Hiromichi Murakami Review Team JICA -

Ms.Kanako Nakayama Review Team JICA -

Ms.Yumiko Nakamura Review Team JICA -

RSC

Mr. Nuredin Mohammed Head BoMC Marketing & Coop. Process

Mr.Fekedesilassie Beza Owner BoA Crop Production Process)

Mr.Germame Garuma Owner BoA
Extension Process
(Coffee,spice&tea)

Mr.Abraham Demissie Owner BoMC Agricultural Marketing Process

Mr.Belayneh Bancha Head OMO MF Saving and Credit

ROC

Mr. Yisehak Dea Officer BoA (chairperson) Extension Process

Mr. Gebriel Bokansa Officer BoMC Marketing Process

Mr. Degisew Mulatu Officer BoMC Marketing Process

Ms. Belaynesh Gelaye Officer BoA Gender Process

FTC

Mr.Laike Kebede Researcher EIAR -

OVOP

Mr.Tomo Ishikawa CA OVOP -

Mr.Tamada Mitsuo Expert OVOP -

Mr.Fekede Korra NPC OVOP -

Ms.Chigusa Seki PC OVOP -

Mr.Robel Wubshet OM OVOP -

Participants' Attendance for June 20th  JCC Meeting

1

2

3

4

No.

5

10

8

1

2

4

9

4

5

1

6

7

3

1

5

4

5

3

2

2

3
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